
Title 一五二四年のシャフハウゼンにおけるアラーハイリゲン修道院の解散について :
宗教改革前史をめぐる一考察

Sub Title The treaty of 1524 on the abolition of the Monastery Allerheilligen in Schaffhausen : thinking on the
history of the pre-Reformation in Switzerland

Author 野々瀬, 浩司(Nonose, Koji)
Publisher 三田史学会

Publication year 2023
Jtitle 史学 (The historical science). Vol.91, No.4 (2023. 1) ,p.53 (321)- 111 (379) 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00100104-20230100-

0053

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

五
三　
（

は
じ
め
に

　

本
稿
の
主
目
的
は
、
ス
イ
ス
北
部
の
自
由
都
市
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ

ン
の
事
例
を
通
し
て
、
こ
の
町
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
特
質
に
つ

い
て
、
実
証
的
に
解
明
す
る
た
め
の
一
つ
の
題
材
を
提
供
す
る
こ

と
に
あ
る
。
最
終
的
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
正
式
に
宗
教
改
革

を
導
入
し
た
の
は
、
一
五
二
九
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
よ
り
五
年
前
に
、
旧
都
市
領
主
で
あ
っ
た
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
戒
律

に
従
う
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
解
散
し
、
聖
堂
参
事
会

（
共
住
聖
職
者
参
事
会
）
へ
と
移
行
し（
た
）
1

。
こ
の
歴
史
上
の
出
来

事
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
こ
の
事
例

が
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
宗
教
改
革
の
進
展
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
実
証
的
に
考
察
し
た
い
と
考

え
る
。

　

都
市
と
宗
教
改
革
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
ベ
ル
ン
ト
・
メ

ラ
ー
（Bernd M

oeller

）
の
学
説
は
、
今
日
で
も
重
要
な
議
論

の
土
台
と
な
っ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い（
る
）
2

。
ま
ず
メ
ラ
ー
が
「
聖
な
る
共
同
体
」
と
し
て
の
均
質

的
構
成
員
か
ら
な
る
都
市
共
同
体
の
一
体
性
を
力
説
し
た
点
が
批

判
さ
れ
、
都
市
共
同
体
内
部
の
構
造
分
析
の
不
足
が
提
起
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
他
に
、
メ
ラ
ー
が
宗
教
改
革
の
導
入
に
際
し
て
市
参

事
会
の
役
割
を
低
く
位
置
づ
け
た
こ
と
、
西
南
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス

の
自
由
都
市
や
ツ
ン
フ
ト
体
制
都
市
に
重
点
を
置
い
て
主
要
な
議

論
を
展
開
し
た
こ
と
、
都
市
の
宗
教
改
革
に
お
い
て
ル
タ
ー
派
の

三
二
一
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五
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四
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シ
ャ
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ハ
ウ
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ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
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て
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史
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影
響
を
軽
視
し
、
改
革
派
の
影
響
を
強
調
し
た
点
、
外
交
関
係
を

考
察
す
る
視
点
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
批
判
な
ど
が
議
論
の
中

心
と
な
っ
た
。
本
稿
の
分
析
対
象
で
あ
る
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
宗

教
改
革
運
動
は
、
ツ
ン
フ
ト
体
制
を
採
用
す
る
自
由
都
市
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
メ
ラ
ー
説
に
は
あ
ま
り
適
合
せ
ず
、
平
民

の
共
同
体
運
動
以
上
に
、
市
当
局
の
外
交
上
の
判
断
が
よ
り
大
き

な
影
響
を
残
し
た
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
特
殊
な
過
程

を
辿
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
メ
ラ
ー
説
の
有
効
性
と
そ
の
限

界
を
検
証
す
る
た
め
に
も
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
宗
教
改
革
運
動

の
背
景
を
考
察
す
る
学
術
的
意
義
は
十
分
に
存
在
す
る
と
思
わ
れ

る
。

　

次
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
研
究
史
を
簡
潔

に
整
理
し
て
、
説
明
す
る
。
そ
れ
に
関
す
る
古
典
的
な
研
究
を
残

し
た
ヴ
ィ
プ
フ
（Jakob W
ipf

）
は
、
中
世
の
修
道
院
で
の
精

神
活
動
や
生
活
に
遡
っ
て
言
及
し
、
そ
の
実
情
と
宗
教
改
革
運
動

を
対
比
さ
せ
た
上
で
、
丁
寧
に
年
代
順
の
教
会
史
中
心
の
叙
述
を

行
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
彼
の
研
究
に
は
都
市
共
同
体
の
構
造

分
析
が
欠
け
て
い
る
。
ヴ
ィ
プ
フ
は
小
市
参
事
会
に
は
カ
ト
リ
ッ

ク
支
持
者
が
多
く
、
拡
大
市
参
事
会
で
は
改
革
派
支
持
者
が
次
第

に
増
え
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
は
い
る
も
の
の
、
ア
ラ
ー
ハ

イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
の
改
革
派
へ
の
改
宗
と
い
う
個
人
の
決
断
を

重
要
視
し（
た
）
3

。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
（H

ans W
erner

）
は
、
ア
ラ
ー
ハ

イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
関
し
て
、
詳
細
な
史
料
分
析
を
行
っ

た
が
、
し
か
し
彼
の
研
究
は
宗
教
改
革
史
全
体
の
流
れ
の
中
で
の

考
察
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ（
る
）
4

。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン

の
全
般
的
な
通
史
の
執
筆
や
厖
大
な
史
料
の
編
纂
に
携
わ
っ
た

シ
ー
ヴ
（K

arl Schib

）
は
、
こ
の
町
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
導

入
の
政
治
性
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
国
家
的
利
害
を
優
先
し
た
穏
健

な
方
法
に
よ
る
宗
教
改
革
で
あ
っ
た
と
規
定
し
て
い（
る
）
5

。
ヘ
ル
ツ

ォ
ー
ク
（Paul H

erzog

）
は
、
一
五
二
五
年
の
農
民
運
動
と
の

関
係
で
、
市
内
で
勃
発
し
た
葡
萄
栽
培
者
の
反
乱
を
扱
い
、
シ
ャ

フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
宗
教
改
革
の
指
導
者
で
あ
る
説
教
師
ホ
フ
マ
イ
ス

タ
ー
と
再
洗
礼
派
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
。
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
は
、

農
民
戦
争
の
動
乱
と
宗
教
改
革
の
進
展
が
中
世
的
な
封
建
的
支
配

関
係
の
崩
壊
と
聖
界
領
主
の
衰
退
を
促
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
市

参
事
会
の
権
限
が
増
大
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
町

の
宗
教
改
革
全
体
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
対
象
と
し
て
あ

ま
り
多
く
は
扱
っ
て
い
な
い）

（
（

。
ホ
ッ
フ
ァ
ー
（Roland E. 

H
ofer

）
は
、
宗
教
改
革
の
導
入
に
よ
っ
て
、
市
内
の
秩
序
を
維

持
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
婚
姻
裁
判
所
の
役
割
と
機
能
に
着
目

し
た
。
そ
の
関
連
で
ホ
ッ
フ
ァ
ー
は
、
宗
教
改
革
導
入
の
要
因
と

し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
多
数
を
占
め
る
小
市
参
事
会
と
改
革
派
支

三
二
二
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持
者
が
増
え
つ
つ
あ
っ
た
拡
大
市
参
事
会
の
間
に
お
け
る
対
立
を

指
摘
し
な
が
ら
も
、
宗
教
的
な
動
機
以
上
に
、
ベ
ル
ン
な
ど
が
改

革
派
に
移
行
し
た
こ
と
に
と
も
な
う
政
治
的
孤
立
の
危
機
を
克
服

す
る
た
め
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
現
実
的
な
外
交
政
策
と
し

て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
離
脱
に
踏
み
切
っ
た
と
解
釈
し（
た
）
7

。

ブ
リ
ナ
ー
（Erich Bryner

）
も
、
市
参
事
会
に
よ
る
外
交
上
の

配
慮
と
政
治
的
決
断
を
重
視
し
、
影
響
力
の
あ
る
宗
教
指
導
者
が

不
在
の
中
で
導
入
さ
れ
た
特
殊
な
側
面
を
強
調
し
、
純
粋
に
政
治

的
な
動
機
で
宗
教
改
革
が
導
入
さ
れ
た
と
み
て
、
ホ
ッ
フ
ァ
ー
の

見
解
を
継
承
し
て
展
開
さ
せ（
た
）
8

。
研
究
史
全
体
と
し
て
、
外
交
上

の
利
害
を
強
調
し
て
都
市
内
の
共
同
体
運
動
に
対
す
る
分
析
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
と
、
ヴ
ィ
プ
フ
の
研
究
を
除
け
ば
、
一
五
二
四

年
の
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
と
い
う
出
来
事
を
あ
ま

り
重
視
し
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
確
か
に
小
さ
な
領
邦

で
あ
る
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
南
方
で
は
改
革
派
の
中
心
地
で
あ

る
チ
ュ
ー
リ
ヒ
領
と
近
接
し
、
そ
の
他
の
方
面
で
は
主
に
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
領
に
囲
ま
れ
、
そ
の
市
民
た
ち
は
、
領
外
の
人
々
と
の
間

に
活
発
な
経
済
交
流
や
人
的
な
繋
が
り
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
シ

ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
と
っ
て
、
外
交
上
の
問
題
は
最
重
要
課
題
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
宗
教
改

革
の
展
開
に
は
そ
れ
以
外
の
複
数
の
要
因
が
作
用
し
て
い
た
可
能

図１　南方から見たシャフハウゼン市の鳥瞰図（1（41/55 年）

出典： Walter Elsener / Manfred Weigle, Der Kanton Schaffhausen in alten Ansichten. Druckgraphiken 1544 bis 
1900, Frauenfeld / Stuttgart / Wien 2005, S. 31.
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性
も
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
ス
イ
ス
で
は
、
ゾ
ー
ロ
ト
ゥ
ル
ン
や
フ

リ
ブ
ー
ル
の
よ
う
に
、
改
革
派
の
勢
力
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、
カ

ト
リ
ッ
ク
に
と
ど
ま
っ
た
都
市
邦
が
存
在
す
る
の
で
、
外
交
以
外

の
側
面
を
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

宗
教
改
革
が
勃
発
す
る
以
前
の
時
期
に
お
け
る
市
内
の
政
治
的
社

会
的
背
景
を
考
察
し
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
と
宗

教
改
革
の
導
入
の
関
係
性
を
探
求
す
る
意
義
は
十
分
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
契
約
に

関
す
る
史
料
を
考
察
す
る
前
に
、
中
世
末
ま
で
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ

ン
市
の
歴
史
、
特
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
と
シ
ャ
フ
ハ
ウ

ゼ
ン
市
の
関
係
史
、
市
内
に
お
け
る
初
期
宗
教
改
革
運
動
の
展
開

過
程
な
ど
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

第
一
章　

  

一
五
世
紀
末
ま
で
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
歴
史

（
一
）
中
世
に
お
け
る
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
歴
史
概
観

　

バ
ー
ゼ
ル
と
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
商
品
の
積
み
換
え
・
集
散
地
と
し
て
発
展

し
、
次
第
に
各
地
か
ら
住
民
が
移
住
し
て
集
落
を
形
成
し
た
。
そ

の
下
流
に
あ
る
ラ
イ
ン
瀑
布
の
存
在
が
船
舶
の
航
行
を
妨
げ
た
の

で
、
一
旦
船
荷
を
陸
揚
げ
し
て
、
陸
路
で
商
品
を
輸
送
す
る
必
要

性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
〇
四
五
年
に
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
フ
ォ

ン
・
ネ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
が
、
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
（
在
位
一
〇

三
九
～
五
六
年
）
か
ら
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
貨
幣
鋳
造

権
・
市
場
開
催
権
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
よ
り
一

層
の
経
済
的
な
発
展
を
も
た
ら
し（
た
）
9

。
一
〇
四
九
年
に
エ
バ
ー
ハ

ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ネ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
が
、
現
在
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ

ン
市
内
に
私
有
教
会
と
し
て
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
を
建
立

し
た
。
そ
し
て
、
一
〇
八
〇
年
に
ネ
レ
ン
ブ
ル
ク
家
が
シ
ャ
フ
ハ

ウ
ゼ
ン
市
の
統
治
権
を
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
譲
渡
し
、

都
市
領
主
と
し
て
こ
の
修
道
院
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
関
す
る

徴
税
権
・
関
税
権
・
裁
判
権
・
積
み
荷
の
集
積
権
・
輸
送
権
な
ど

を
獲
得
し
た
。
こ
の
頃
市
内
に
聖
ア
グ
ネ
ス
女
子
修
道
院
が
、
ブ

ル
ク
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ネ
レ
ン
ブ
ル
ク
伯
に
よ
っ
て
、
寡
婦
と

な
っ
た
母
の
た
め
に
設
立
さ
れ（
た
）
10

。
そ
の
後
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
修
道
院
と
そ
の
支
配
地
は
、
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
在
位

一
一
五
五
～
九
〇
年
）
の
特
許
状
に
よ
っ
て
一
一
八
九
年
に
帝
国

直
属
と
な
り
、
そ
れ
と
同
時
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
も
帝
国
自
由
都

市
に
昇
格
し
た
と
解
釈
す
る
見
解
も
存
在
す
る
。
一
三
世
紀
に
は

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
市
参
事
会
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
市
内
で
活

動
し
て
い
た
自
由
な
身
分
の
商
人
た
ち
を
中
心
に
、
徐
々
に
都
市

三
二
四
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領
主
で
あ
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
対
す
る
自
治
的
な

動
き
が
展
開
し
て
い
っ
た
。
一
二
・
一
三
世
紀
に
周
辺
農
村
に

居
住
し
て
い
た
貴
族
た
ち
が
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
内
へ
と
移

住
し
て
い
っ
た
。
国
王
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ー

ベ
ン
が
、
一
一
九
八
年
に
レ
ー
エ
ン
と
し
て
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン

の
代
官
区
と
領
主
権
を
ベ
ル
ヒ
ト
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ツ
ェ
ー
リ

ン
ゲ
ン
に
授
与
し
た
結
果
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
ツ
ェ
ー
リ
ン

ゲ
ン
家
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
領
邦
都
市
と
な
り
、
そ
の
状
態

は
二
〇
年
間
続
い
た
。
し
か
し
、
一
二
一
八
年
に
ツ
ェ
ー
リ
ン

ゲ
ン
家
が
断
絶
す
る
と
、
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
（
在
位
一

二
二
〇
～
五
〇
年
）
は
再
び
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
を
帝

国
レ
ー
エ
ン
と
し
て
認
め
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
シ
ャ
フ
ハ
ウ

ゼ
ン
も
帝
国
自
由
都
市
に
昇
格
し（
た
）
11

。
一
二
七
八
年
五
月
二
七

日
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
出
身
の
皇
帝
ル
ド
ル
フ
一
世
（
在
位
一

二
七
三
～
九
一
年
）
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
壁
外
の

す
べ
て
の
裁
判
権
か
ら
市
民
が
自
由
で
あ
る
と
い
う
特
権
が
付

与
さ
れ
、
こ
の
町
の
自
治
権
は
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
出
身
の
国
王
ル
ー
ト

ヴ
ィ
ヒ
四
世
（
在
位
一
三
一
四
～
四
七
年
）
が
財
政
危
機
に
陥

り
、
一
三
三
〇
年
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
、
シ

ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
デ
ン
な
ど
の
国
王
都
市
を

三
二
五

図２　旧アラーハイリゲン修道院跡（執筆者撮影）



史
　
　
　
学
　
第
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一
巻
　
第
四
号

）

五
八　
（

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
に
対
す
る
抵
当
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
シ
ャ

フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
や
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
ほ
ど
の

経
済
力
を
も
た
な
か
っ
た
た
め
に
、
自
力
で
抵
当
権
を
買
い
取
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
よ
る
支
配
を
受
け
た
領
邦

都
市
へ
と
転
落
し
、
そ
の
状
況
は
八
五
年
間
継
続
し
た
。
古
く
か

ら
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
内
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
の
は
都
市
貴

族
で
あ
っ
た
が
、
一
四
一
一
年
七
月
一
日
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
四
世
の
同
意
の
も
と
で
、
同
市
は
ツ
ン
フ
ト
体
制

都
市
へ
と
移
行
し
た
。
こ
の
と
き
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
、
都
市

領
主
で
あ
る
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
四
世
に
三
〇
〇
〇
グ
ル
デ
ン
を
支
払

っ
た
の
で
あ（
る
）
12

。

　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
ツ
ン
フ
ト
体
制
が
導
入
さ
れ
る
と
、
民
主

的
な
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
精
神
に
基
づ
く
統
治
原
理
が
発
展

し
た
。
全
市
民
は
ツ
ン
フ
ト
に
配
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
町

の
ツ
ン
フ
ト
が
政
治
的
な
団
体
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
ツ
ン
フ
ト
会
館
が
置
か
れ
て
い
た
場
所
を
基
準
に
、
ツ
ン
フ

ト
の
番
号
は
ラ
イ
ン
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
順
番
に
付
け
ら
れ
て
い

た
の
で
、
原
則
と
し
て
各
ツ
ン
フ
ト
の
権
限
は
同
等
で
あ
り
、
ツ

ン
フ
ト
間
に
は
序
列
は
な
い
と
さ
れ
、
都
市
貴
族
の
団
体
は
、
国

制
上
は
第
一
二
番
目
の
ツ
ン
フ
ト
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
各
ツ
ン

フ
ト
は
、
そ
の
責
任
者
で
あ
る
ツ
ン
フ
ト
長
と
六
人
委
員
を
選
ん

だ
。
ツ
ン
フ
ト
長
と
六
人
委
員
筆
頭
は
、
小
市
参
事
会
の
構
成
員

と
な
っ
た
の
で
、
当
初
小
市
参
事
会
は
二
四
名
の
議
員
で
構
成
さ

れ
て
い
た
。
拡
大
市
参
事
会
に
参
加
し
て
い
た
の
は
、
全
小
市
参

事
会
員
と
そ
の
他
の
六
人
委
員
で
あ
っ
た
。
拡
大
市
参
事
会
は
、

市
長
を
選
出
す
る
た
め
に
一
四
四
一
年
か
ら
は
聖
霊
降
臨
祭
の
月

曜
日
に
開
か
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
市
民
は
、
新
市
長
に
対
し
て

忠
誠
の
た
め
の
誓
約
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ（
る
）
13

。

小
市
参
事
会
は
、
全
体
と
し
て
立
法
、
裁
判
、
行
政
に
関
わ
る
都

市
の
実
際
的
な
統
治
機
関
で
あ
り
、
市
長
と
と
も
に
都
市
の
行
政

機
関
の
頂
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
拡

大
市
参
事
会
は
、
市
民
の
共
同
体
を
代
表
し
、
小
市
参
事
会
に
助

言
を
与
え
る
機
関
と
し
て
機
能
し
て
い（
た
）
14

。
市
参
事
会
員
や
そ
の

他
の
官
吏
の
任
期
は
、
通
常
一
年
で
あ
っ
た
。
任
期
を
終
え
た
前

市
長
は
、
新
た
に
選
出
さ
れ
た
新
任
の
市
長
の
代
理
者
と
し
て

「
市
長
代
行
」（U

nterbürgerm
eister

）
と
呼
ば
れ
、
実
質
的
に

は
第
二
市
長
と
し
て
政
治
的
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
通
常
二

人
の
有
力
者
が
、
毎
年
市
長
の
地
位
に
代
わ
る
代
わ
る
就
任
し（
た
）
15

。

宗
教
改
革
期
に
市
長
を
交
代
で
つ
と
め
た
の
は
、
主
に
商
人
ツ
ン

フ
ト
の
ハ
ン
ス
・
ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
（H

ans Ziegler

）
と 

鍛
冶

屋
ツ
ン
フ
ト
の
ハ
ン
ス
・
パ
イ
ヤ
ー
（H

ans Peyer

）
の
二
人

で
あ
っ
た
。
修
道
院
と
の
関
係
に
お
い
て
重
要
な
役
職
は
五
人
委

三
二
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一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

五
九　
（

員
（Fünfer

）
で
、
彼
ら
は
修
道
院
長
と
の
す
べ
て
の
交
渉
を

担
当
し
て
い（
た
）
16

。

　

ツ
ン
フ
ト
資
格
と
市
民
権
は
、
相
互
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

た
。
ツ
ン
フ
ト
会
議
で
は
、
個
々
の
ツ
ン
フ
ト
に
属
す
る
市
民
た

ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
民
集
会
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
議
論
し
た
。

ま
た
、
市
民
に
よ
る
ツ
ン
フ
ト
の
二
重
所
属
は
、
史
料
上
確
認
さ

れ
て
い
る
。
ツ
ン
フ
ト
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
防
衛
の

た
め
の
戦
術
上
の
単
位
も
形
成
し
た
。
一
四
五
四
年
の
突
撃
条
例

で
は
全
体
の
兵
員
総
数
は
、
ツ
ン
フ
ト
に
配
分
さ
れ
、
都
市
の
軍

事
制
度
は
、
ツ
ン
フ
ト
を
基
盤
と
し
て
成
立
し
て
い（
た
）
17

。
都
市
生

活
の
全
領
域
に
お
い
て
ツ
ン
フ
ト
は
、
最
下
部
の
基
本
単
位
と
し

て
役
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ツ
ン
フ
ト
会
館
の
中
で
ツ
ン
フ
ト

の
構
成
員
は
、
事
柄
を
処
理
し
、
交
友
を
維
持
す
る
た
め
に
会
合

を
開
い
て
い
た
。
す
べ
て
の
ツ
ン
フ
ト
が
ツ
ン
フ
ト
会
館
の
維
持

費
を
調
達
し
、
病
気
に
な
っ
た
構
成
員
や
貧
し
い
仲
間
の
世
話
や

支
援
を
引
き
受
け
た
。
い
わ
ゆ
る
「
四
季
の
断
食
税
」（Fron

fastengeld

）
と
い
う
年
四
回
の
税
で
、
ツ
ン
フ
ト
に
と
っ
て
必

要
な
経
費
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
ツ
ン
フ
ト
は
、
そ
の
構
成
員

に
対
し
て
独
自
の
裁
判
権
を
行
使
し
て
い
た
。
ツ
ン
フ
ト
長
と
六

人
委
員
は
、
ツ
ン
フ
ト
構
成
員
の
争
い
や
よ
り
小
さ
な
問
題
に
関

し
て
一
〇
シ
リ
ン
グ
ま
で
の
罰
金
を
科
す
権
限
を
も
っ
て
い
た
。

そ
の
判
決
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
市
参
事
会
に
控
訴
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ（
た
）
18

。

　

一
四
一
五
年
四
月
六
日
に
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
公
会
議
で
ハ
プ
ス
ブ

ル
ク
家
が
、
皇
帝
の
不
興
を
買
っ
て
窮
地
に
陥
っ
た
際
に
、
シ
ャ

フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民
た
ち
は
金
銭
を
支
払
っ
て
、
再
び
政
治
的
な
自

治
権
を
有
す
る
帝
国
自
由
都
市
の
地
位
を
回
復
し
た
の
で
あ
る
。

一
四
五
四
年
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ベ
ル
ン
、

ル
ツ
ェ
ル
ン
、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ
、
ツ
ー
ク
、
グ
ラ
ー
ル
ス
と
い
っ

た
盟
約
者
団
の
六
邦
と
の
間
に
、
二
五
年
間
と
い
う
期
限
付
き
の

最
初
の
同
盟
を
締
結
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
帝
国
自
由
都
市
と

し
て
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
立
場
が
尊
重
さ
れ
、
外
敵
か
ら
の
攻

撃
を
受
け
た
場
合
に
は
、
相
互
に
軍
事
的
な
援
助
を
行
う
義
務
が

約
束
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦

争
が
終
結
し
た
後
の
一
五
〇
一
年
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、
ス

イ
ス
盟
約
者
団
の
第
一
二
番
目
の
邦
と
し
て
満
場
一
致
で
迎
え
ら

れ
た
の
で
あ（
る
）
19

。
こ
の
こ
と
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
と
チ
ュ
ー
リ

ヒ
と
の
関
係
が
よ
り
深
く
密
接
な
も
の
に
な
る
契
機
を
創
出
し
た

の
で
あ
っ（
た
）
20

。
一
五
二
〇
年
代
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
人
口
約
三

五
〇
〇
人
の
中
都
市
で
あ
り
、
周
辺
農
村
を
統
治
す
る
比
較
的
小

さ
な
領
邦
国
家
で
あ
っ
た
。
亜
麻
布
の
生
産
と
輸
出
、
塩
と
ワ
イ

ン
へ
の
関
税
が
都
市
の
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ（
る
）
21

。

三
二
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）
中
世
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
歴
史
概
観

　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
政
治
や

法
の
問
題
に
関
し
て
ほ
ぼ
三
百
年
間
に
わ
た
っ
て
対
立
し
て
き（
た
）
22

。

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
は
、
一
〇
八
〇
年
以
来
、
長
い
間

「
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
都
市
領
主
」
の
称
号
が
付
与
さ
れ
て
い
た
。

当
初
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
修
道
院
長
と
一
二
人
の
修

道
士
が
所
属
す
る
小
規
模
な
修
道
院
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
寄
進

な
ど
に
よ
っ
て
各
地
に
多
く
の
所
領
を
獲
得
し
、
土
地
領
主
と
し

て
発
展
し（
た
）
23

。
な
お
大
半
の
寄
進
は
、
一
一
・
一
二
世
紀
に
行
わ

れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
降
は
大
幅
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
ま
た
ア

ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
保
護
権
を
も
っ
て
い
た
教
区
教
会

の
合
体
（Inkorporation der K

irche

）
を
通
し
て
、
そ
の
教
会

を
自
己
の
管
轄
下
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
教
会
財
産
を
獲
得

し
た
の
で
あ
る
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
教
皇
ア
レ
ク

サ
ン
デ
ル
二
世
（
在
位
一
〇
六
一
～
七
三
年
）
の
特
許
状
に
よ
っ

て
、
霊
的
な
事
柄
に
お
い
て
教
皇
直
属
の
保
護
下
に
置
か
れ
、
コ

ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
の
裁
治
権
か
ら
自
由
な
独
立
し
た
存
在
と
な
っ

た
。
そ
し
て
同
修
道
院
は
、
世
俗
的
な
事
柄
に
お
い
て
は
、
先
述

の
と
お
り
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
の
時
代
の
一
一
八
九
年
以
来
、
帝

国
自
由
な
修
道
院
と
し
て
皇
帝
直
属
と
な
り
、
そ
の
修
道
院
長
は

帝
国
議
会
に
議
席
を
有
し
、
一
四
一
五
年
頃
に
は
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ

ン
市
と
同
様
に
、
帝
国
に
対
し
て
軍
役
や
租
税
を
提
供
し
て
い（
た
）
24

。

　

一
一
二
〇
年
頃
に
な
る
と
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
明
確
に
都
市

と
し
て
認
め
ら
れ
、
そ
の
住
民
は
文
書
に
市
民
と
し
て
記
載
さ
れ

た
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
都
市
領

主
で
あ
っ
た
時
代
に
、
商
人
や
手
工
業
者
な
ど
の
市
内
の
住
民
の

多
く
は
自
由
人
で
あ
っ
た
が
、
郊
外
の
土
地
や
各
地
の
所
領
、
そ

れ
に
付
随
し
た
収
入
源
、
例
え
ば
関
税
権
、
市
場
開
催
権
、
貨
幣

鋳
造
権
、
渡
航
料
徴
収
権
、
狩
猟
権
、
漁
獲
権
な
ど
は
、
同
修
道

院
に
帰
属
し
て
い
た
。
裁
判
権
や
刑
罰
権
、
特
に
市
場
に
お
け
る

問
題
を
審
議
す
る
権
限
は
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
（Schultheiß

）

に
関
係
し
て
い
た
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
は
、
帝
国
代

官
の
代
わ
り
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
最
高
位
の
裁
判
官
を
つ

と
め
る
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
を
任
命
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

一
二
五
八
年
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民
出
身
の
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス

が
修
道
院
長
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
ず
に
、
都
市
の

裁
判
権
の
自
立
化
を
目
指
し
た
が
、
結
局
、
そ
の
試
み
は
こ
の
時

点
で
は
失
敗
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
出
来
事
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
は
、
法
的
に
都

市
領
主
で
あ
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
一
三
世
紀
後
半
か
ら
、
シ
ャ

フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
よ
る
政
治
的
な
自
立
化
の
度
合
い
が
、
次
第
に

高
ま
っ
て
い
っ
た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
二
世
と
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ

三
二
八



一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

六
一　
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ス
四
世
（
在
位
一
二
四
三
～
五
四
年
）
と
の
対
立
に
際
し
て
は
、

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
教
皇
側
に
つ
い
た
の
に
対
し
て
、

既
に
一
二
五
〇
年
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
修
道
院
長
に
諮
問
す
る
こ
と
な
く
、
独
自
外
交
を
展
開
し
、
チ

ュ
ー
リ
ヒ
、
ベ
ル
ン
、
ゾ
ー
ロ
ト
ゥ
ル
ン
と
と
も
に
、
皇
帝
側
を

支
持
し
た
。
ル
ド
ル
フ
一
世
が
関
わ
っ
た
戦
争
の
際
に
は
、
シ
ャ

フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
皇
帝
を
助
け
、
そ
の
た
め
に
自
由
を
付
与
さ
れ

た
。
一
二
九
〇
年
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン

修
道
院
長
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
ヴ
ィ
ン
タ
ー
ト
ゥ
ー
ル

市
と
の
間
で
裁
判
権
に
関
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
同
修
道
院
長
に
よ
る
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
任
命
は
、
形

式
的
な
儀
礼
に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
、
シ
ュ
ル
ト

ハ
イ
ス
の
地
位
は
、
市
内
の
有
力
な
都
市
門
閥
に
よ
っ
て
事
実
上

独
占
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
が
立
法

権
や
命
令
権
に
介
入
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
貨
幣
鋳
造
権
は
、
早
く
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
移
行
し
て

い
た
。
都
市
貴
族
や
市
参
事
会
の
権
威
が
高
ま
り
、
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
家
の
政
治
的
な
圧
力
が
強
ま
る
と
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
対

す
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
政
治
的
影
響
力
は
、
次
第
に

薄
れ
て
い
っ
た
。
同
修
道
院
長
は
、
徴
税
の
た
め
の
古
い
権
利
の

称
号
を
も
っ
て
は
い
た
が
、
一
三
〇
〇
年
頃
に
は
も
は
や
事
実
上

都
市
領
主
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
前
述
の
と
お
り
、
こ
の
頃
に

は
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
帝
国
自
由
を
獲
得
し
、
皇
帝
に
直
属
し
て

い（
た
）
25

。

　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
経
済
的
な
繁
栄
を
享
受
し
始
め
る
と
、

逆
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
衰
退
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
。

同
修
道
院
は
宗
教
的
な
中
心
地
と
し
て
の
重
要
な
地
位
を
徐
々
に

喪
失
し
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
へ
の
寄
進
は
次
第
に
減
少

し
て
い
っ
た
。
一
三
〇
〇
年
五
月
二
三
日
に
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教

は
、
重
い
借
金
に
苦
し
ん
で
い
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の

問
題
に
対
処
し
、
そ
の
後
す
ぐ
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
ル
ド
ル
フ

三
世
が
介
入
す
る
意
志
を
示
し
た
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院

の
衰
退
理
由
と
し
て
は
、
様
々
な
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
も

と
も
と
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
裕
福
な
修
道
院
で
あ
り
、

そ
の
所
領
や
財
産
は
各
地
に
散
在
し
て
い
た
。
遠
隔
地
に
ま
で
分

散
し
て
い
た
様
々
な
所
領
を
統
一
的
な
組
織
で
経
営
す
る
こ
と
は
、

時
代
と
と
も
に
よ
り
一
層
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
多

く
の
策
動
や
訴
訟
の
原
因
と
な
り
、
し
ば
し
ば
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
修
道
院
長
を
困
ら
せ
た
。
直
接
的
な
管
理
が
可
能
な
周
辺
地
域

の
所
領
に
対
し
て
同
修
道
院
長
は
、
そ
の
経
営
の
た
め
に
あ
ま
り

多
く
の
時
間
や
労
力
を
費
や
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
遠
方
に
あ

る
所
領
の
管
理
は
、
代
官
や
荘
官
な
ど
の
地
方
の
役
人
に
任
せ
る

三
二
九
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必
要
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
そ
の
こ
と
が
重
い
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
役
人
層
の
組
織
は
、
地
域
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
り
、
決
し
て

統
一
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
荘
官
た
ち
は
、
自
分
に
と
っ
て

有
利
な
立
場
を
拡
充
し
よ
う
と
画
策
し
、
同
修
道
院
か
ら
の
独
立

を
志
向
し
始
め
た
。
中
世
後
期
の
農
業
危
機
以
降
、
ア
ラ
ー
ハ
イ

リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
領
主
と
し
て
農
民
の
土
地
保
有
条
件
の
改
善

を
認
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
農
民
や
村
落
共
同
体
の
自
立

化
が
進
展
し
、
同
修
道
院
の
土
地
領
主
権
は
総
じ
て
弱
体
化
し
た
。

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
遠
方
に
散
在
し
て
い
る
所
領
や

特
権
を
交
換
、
売
却
、
購
入
な
ど
に
よ
っ
て
整
理
し
、
シ
ャ
フ
ハ

ウ
ゼ
ン
近
郊
に
そ
れ
を
集
め
よ
う
と
し
た
。
特
に
一
四
・
一
五
世

紀
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
よ
る
所
領
の
購
入
は
活
発
化

し
、
開
墾
に
よ
る
耕
地
の
拡
大
を
試
み
て
い
た
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ

ゲ
ン
修
道
院
が
所
領
を
売
却
し
た
事
実
に
関
わ
る
史
料
は
、
一
二

世
紀
に
は
確
認
で
き
な
い
が
、
一
四
世
紀
に
な
る
と
、
所
領
の
整

理
の
た
め
に
そ
の
売
却
が
行
わ
れ
、
特
に
一
四
七
四
年
以
降
に
遠

方
の
所
領
は
頻
繁
に
売
り
渡
さ
れ
た
。
ま
た
世
俗
権
力
か
ら
の
強

い
圧
力
や
経
済
的
困
窮
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院

が
所
領
の
放
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
市
場
開
催

権
、
さ
ら
に
そ
れ
に
関
わ
る
裁
判
権
や
関
税
な
ど
の
徴
収
権
は
、

都
市
や
そ
の
商
人
の
勢
力
が
増
す
中
で
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
自

立
化
の
影
響
も
あ
っ
て
、
徐
々
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
か

ら
奪
わ
れ
て
い
っ
た
。
同
修
道
院
の
貨
幣
鋳
造
権
は
、
先
述
の
と

お
り
、
実
質
上
早
く
か
ら
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
よ
っ
て
占
有
さ

れ
、
一
四
世
紀
に
は
関
税
徴
収
権
も
、
同
市
の
も
と
に
移
行
し
て

い（
た
）
26

。
一
六
世
紀
に
は
様
々
な
貢
納
の
金
納
化
が
進
展
し
、
ア

ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
貨
幣
経
済
の
動
向
に
よ
り
一
層
巻
き

込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

修
道
院
内
部
の
内
紛
、
特
に
修
道
院
長
と
修
道
士
た
ち
の
間
の

対
立
も
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
衰
退
の
要
因
と
な
っ
た
。

修
道
士
た
ち
に
は
、
貴
族
出
身
者
が
散
見
さ
れ
、
そ
れ
以
外
に
は

富
裕
市
民
層
出
身
者
な
い
し
は
大
学
で
学
ん
だ
人
々
が
多
か
っ
た
。

修
道
士
た
ち
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
の
選
出
権
を
も

っ
て
い
た
上
に
、
初
期
の
頃
か
ら
行
政
問
題
に
関
す
る
共
同
決
議

権
を
保
持
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
特
権
が
し
ば
し
ば
濫
用
さ

れ
た
の
で
、
同
修
道
院
長
は
修
道
士
た
ち
と
対
立
し
、
過
去
に
二

人
の
修
道
院
長
が
同
修
道
院
か
ら
逃
亡
し
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教

の
も
と
で
保
護
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン

修
道
院
長
の
中
に
は
、
独
断
で
失
政
を
積
み
重
ね
、
同
修
道
院
を

財
政
危
機
に
陥
ら
せ
た
者
が
確
認
で
き（
る
）
27

。
こ
の
こ
と
は
、
シ
ャ

フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
に
介
入
す
る
機
会
を
提
供

し
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
弱
体
化
を
も
た
ら
し
た
の
で

三
三
〇
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二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て
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あ
る
。
と
り
わ
け
修
道
士
た
ち
の
生
活
習
慣
や
放
漫
な
修
道
院
経

営
も
周
囲
か
ら
の
不
評
を
買
い
、
同
修
道
院
の
地
位
の
低
下
や
財

政
難
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
財
政
危
機
に
対
処
す

る
た
め
に
、
一
三
一
〇
年
二
月
に
は
修
道
院
長
と
修
道
士
た
ち
の

間
に
、
修
道
士
の
数
を
四
〇
人
に
制
限
す
る
規
約
が
結
ば
れ
、
一

三
二
五
年
に
は
収
入
の
分
配
と
聖
職
禄
の
確
保
に
関
す
る
契
約
が

成
立
し（
た
）
28

。

　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
領
邦
都
市
で
あ
っ
た

時
代
（
一
三
三
〇
～
一
四
一
五
年
）
に
、
同
市
に
対
す
る
ア
ラ
ー

ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
影
響
力
は
一
層
弱
ま
っ
て
い
っ
た
。
ヨ
ハ

ネ
ス
・
イ
ム
・
ト
ゥ
ル
ン
（Johannes Im

 T
hurn

）
が
修
道
院

長
を
つ
と
め
て
い
た
と
き
に
、
市
民
た
ち
が
一
度
同
修
道
院
長
を

捕
縛
す
る
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
た
た
め
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て

コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
は
、
市
民
に
破
門
を
通
達
し
、
フ
ェ
ー
デ
を

発
動
し
た
。
さ
ら
に
、
修
道
士
た
ち
と
の
軋
轢
に
よ
っ
て
、
同
修

道
院
長
が
支
持
者
と
共
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
か
ら
逃
亡

し
て
し
ま
う
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
一
三
三
一
年
に
オ
ー
ス

ト
リ
ア
大
公
オ
ッ
ト
ー
は
、
家
来
を
派
遣
し
て
、
同
修
道
院
の
諸

業
務
を
代
行
さ
せ
、
両
者
に
和
解
を
促
し
た
。
一
三
三
三
年
に
シ

ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
と
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
前
で
、
次
の
修

道
院
長
ヘ
ン
カ
ー
ル
ト
（Jakob von H

enkart

）
と
修
道
士
た

ち
は
和
解
に
至
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
統
治
下
で
シ
ャ
フ
ハ
ウ

ゼ
ン
市
が
経
済
的
に
繁
栄
す
る
と
、
以
前
の
都
市
領
主
で
あ
っ
た

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
と
の
対
立
は
よ
り
一
層
先
鋭
化
し
て

い
っ（
た
）
29

。
一
四
世
紀
中
頃
ま
で
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
内
に
お
け
る

家
屋
の
登
記
は
、
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
の
前
で
行
っ
て
い
た
が
、
そ

の
際
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
対
し
て
登
記
料
と
し
て
一

フ
ィ
ー
ア
テ
ル
（ein V

iertel

）
の
ワ
イ
ン
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い（
た
）
30

。
こ
れ
に
対
し
て
市
参
事
会
は
、
大

胆
に
も
登
記
に
関
す
る
権
利
を
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
同

修
道
院
が
激
し
く
反
駁
し
、
十
分
の
一
税
や
地
代
に
関
す
る
権
限

な
ど
を
含
め
て
強
く
抗
議
し
た
の
で
、
紛
争
が
生
じ
た
。
さ
ら
に

一
三
七
二
年
の
大
火
で
書
類
が
消
失
す
る
と
、
両
者
の
争
い
は
一

層
深
刻
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
に
二
つ
の
公
的
な
法
制
度
が
対

立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は

軍
事
・
政
治
・
徴
税
に
関
す
る
事
柄
に
お
い
て
、
次
第
に
都
市
の

法
令
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ（
た
）
31

。

　

一
三
七
七
年
三
月
に
、
都
市
領
主
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大

公
レ
オ
ポ
ル
ト
三
世
の
主
導
の
も
と
で
両
者
の
申
請
に
対
し
て
合

意
文
書
が
成
立
し
、
そ
の
書
類
に
は
、
大
公
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
修
道
院
長
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
と
い
う
三
者
の
捺
印

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
は„U

ebertrag

“と
呼
ば
れ
、

三
三
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そ
の
契
約
書
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い
た
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
貨
幣
鋳
造
権
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
そ

の
保
有
権
を
も
ち
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
は
、
市
内
の

果
樹
園
や
薬
草
園
に
関
す
る
小
十
分
の
一
税
の
徴
収
権
を
所
持
し
、

ワ
イ
ン
十
分
の
一
税
に
つ
い
て
は
、
赤
い
ワ
イ
ン
に
関
す
る
も
の

な
ら
、
質
の
よ
い
赤
い
ワ
イ
ン
で
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
こ
と
は
白
い
ワ
イ
ン
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
以
前
に
十
分
の
一
税
の
支
払
い
義
務
か
ら
償
還
に
よ
っ
て
自

由
に
な
っ
て
い
た
者
が
、
一
三
七
二
年
の
火
事
で
そ
の
文
書
を
喪

失
し
た
場
合
に
は
、
二
人
の
信
頼
で
き
る
人
物
の
証
言
に
よ
っ
て
、

そ
の
支
払
い
義
務
の
免
除
が
立
証
可
能
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
。

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
農
奴
に
対
す
る
権
限
は
、
こ
れ
ま
で

通
り
に
存
続
し
、
も
し
地
代
の
支
払
い
で
争
い
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
そ
の
権
限
に
関
し
て
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
は
、
一

人
の
俗
人
と
一
人
の
修
道
士
の
誓
約
に
基
づ
い
た
証
言
や
、
そ
れ

と
結
び
つ
い
た
古
い
目
録
や
台
帳
に
依
拠
し
て
証
明
で
き
る
と
さ

れ（
た
）
32

。
さ
ら
に
、
も
し
俗
人
の
証
言
者
が
い
な
い
場
合
に
は
、
二

人
の
司
祭
の
証
言
で
有
効
と
さ
れ
た
。U

ebertrag

で
は
、
ア

ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
も
っ
て
い
た
市
内
と
周
辺
農
村
に
関

わ
る
旧
来
の
租
税
徴
収
権
は
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
家
屋
の
登

記
は
、
修
道
院
長
と
修
道
士
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
シ
ュ
ル
ト
ハ

イ
ス
の
前
で
行
わ
れ
、
一
フ
ィ
ー
ア
テ
ル
の
ワ
イ
ン
に
相
当
す
る

登
記
料
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
問
題
に
関
す
る

同
修
道
院
の
権
利
は
部
分
的
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
や
そ
の
修
道
士
と
、

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
や
そ
の
住
民
と
の
間
に
関
わ
る
権
限
が
詳
細

に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民
と
修
道
院
と
の
間
の
争
い
を
審
理
す
る

た
め
、
先
述
の
五
人
委
員
に
よ
る
裁
判
（Fünfergericht

）
が
、

一
三
七
七
年
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
統
治
下
で
新
た
に
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
と
き
の
五
人
委
員
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
代
官
で
あ
っ

た
裁
判
長
に
加
え
て
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
に
よ
っ
て

任
命
さ
れ
た
二
名
の
陪
席
判
事
、
市
参
事
会
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ

た
二
名
の
陪
席
判
事
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
五
人
委
員
の
裁
判
は
、

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
が
領
邦
都
市
か
ら
自
由
都
市
に
再
び
昇
格
し
た

以
降
も
、
さ
ら
に
は
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
廃
止
後
も
、

そ
の
形
態
を
変
え
な
が
ら
存
続
し
た
。
こ
の
当
時
の
領
邦
君
主
で

あ
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
に
よ
っ
て
、
法
的
紛
争
の
際
に
シ
ャ
フ
ハ

ウ
ゼ
ン
市
と
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
間
に
は
同
等
な
権
利

が
確
認
さ
れ
た
。
上
級
裁
判
権
、
つ
ま
り
流
血
裁
判
権
は
、
以
前

の
帝
国
代
官
、
こ
の
と
き
に
は
ハ
ブ
ス
ブ
ル
ク
家
の
代
官
に
属
し

た
。
流
血
裁
判
を
含
ま
な
い
市
民
の
裁
判
は
、
市
参
事
会
な
い
し

三
三
二



一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

六
五　
（

は
都
市
の
裁
判
に
属
し
た
。
修
道
院
領
民
に
関
す
る
修
道
院
の
特

別
な
裁
判
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
建
物
内
で
の
裁
判

（Pfallenzgericht

）
で
実
施
さ
れ
た
。
上
訴
裁
判
と
し
て
ロ
ッ

ト
ヴ
ァ
イ
ル
の
宮
廷
裁
判
所
が
機
能
し
、
一
五
世
紀
末
以
来
、
帝

国
最
高
法
院
や
帝
国
宮
内
法
院
が
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
内
の
最
高
裁

判
と
し
て
訴
訟
を
審
理
し
た
。
さ
ら
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
ス

イ
ス
盟
約
者
団
と
の
政
治
的
結
び
つ
き
が
強
ま
る
と
、
重
要
な
争

い
は
、
盟
約
者
団
の
仲
裁
裁
定
あ
る
い
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
市
参
事
会

に
よ
っ
て
、
解
決
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ（
た
）
33

。

　

一
四
世
紀
後
半
に
お
け
る
修
道
院
の
経
営
状
況
の
悪
化
は
、
経

済
的
な
問
題
に
お
け
る
修
道
院
の
自
由
を
制
限
す
る
た
め
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
が
介
入
す
る
契
機
を
も
た
ら
し
た
。
三
人
の

修
道
院
の
世
話
人
（K

losterpfleger

）
は
、
重
要
な
権
利
や
所

領
の
売
却
の
際
に
干
渉
し
た
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
財

政
改
善
の
た
め
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
教
皇
が
支
援
し
た
。
教
皇

が
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
よ
る
幾
つ
か
の
教
会
の
合
体
を

許
可
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
教
会
に
対
す
る
保
護
権
（Patro

natsrecht

）
を
、
同
修
道
院
が
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
合
体
さ

れ
た
主
な
事
例
と
し
て
は
、
一
四
〇
〇
年
頃
の
ガ
イ
リ
ン
ゲ
ン
、

ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ビ
ル
デ
ル
ツ
ハ
ウ
ゼ
ン
、
一
四
一
八

年
の
ベ
リ
ン
ゲ
ン
と
ア
ン
デ
ル
フ
ィ
ン
ゲ
ン
な
ど
教
会
の
場
合
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総
じ
て
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ

ゲ
ン
修
道
院
の
経
済
的
な
状
況
は
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
同
修
道
院
の
財
政
難
や
修
道
院
長
と
修
道
士
の
対
立
は
、

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
衰
退
を
助
長
し
、
最
終
的
に
同
修

道
院
が
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
る
要
因
の

一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ（
る
）
34

。

　

一
五
世
紀
初
め
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の

領
邦
都
市
か
ら
、
再
度
帝
国
自
由
都
市
に
昇
格
し
た
と
き
に
、
ア

ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
穀
物
や
ワ
イ
ン
に
対
す
る
関
税
を
、

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
支
払
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
。

そ
の
際
、
ヘ
ー
ガ
ウ
の
部
隊
長
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ヘ
ン
ブ
ル
ク

や
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
市
長
に
よ
る
仲
裁
裁
定
が
行
わ
れ
、
ア
ラ
ー
ハ

イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
と
そ
の
修
道
士
も
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民
な

の
で
、
彼
ら
に
は
支
払
う
義
務
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
じ

め
て
、
同
修
道
院
長
は
都
市
領
主
で
は
な
く
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン

市
民
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
は
っ
き
り
と
表
明
さ
れ
、
ア
ラ
ー
ハ

イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
特
権
的
な
地
位
は
実
質
上
そ
の
終
焉
を
迎
え

始
め
た
の
で
あ
る
。
一
四
六
一
年
に
ユ
ー
バ
ー
リ
ン
ゲ
ン
市
参
事

会
も
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
教
会
聖
職
禄
受
領
者
は
、

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
一
般
的
な
租
税
か
ら
免
除
さ
れ
な
い
と
い

う
裁
定
を
行
っ
た
。
修
道
院
よ
る
財
源
確
保
の
た
め
に
こ
の
時
期

三
三
三



史
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六
六　
（

に
行
わ
れ
た
諸
改
革
は
、
成
果
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

浪
費
家
の
修
道
院
長
も
登
場
し
た
た
め
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修

道
院
長
と
修
道
士
た
ち
と
の
間
に
は
し
ば
し
ば
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
た
の
で
あ
っ（
た
）
35

。

　

一
五
世
紀
後
半
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
を
つ
と
め
た

コ
ン
ス
タ
ン
ツ
の
名
門
出
身
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
デ
テ
ィ
コ
フ
ァ
ー

（K
onrad D

ettikofer
）
は
、
中
世
後
期
の
同
修
道
院
の
歴
史
に

お
い
て
、
最
も
重
要
な
聖
職
者
の
一
人
で
あ
り
、
修
道
院
を
再
建

す
る
た
め
の
努
力
を
熱
心
に
試
み
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
は
新
し

い
鐘
の
鋳
造
、
修
道
院
の
改
築
、
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
に
お
け
る

オ
ル
ガ
ン
の
設
置
な
ど
に
携
わ
り
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院

の
改
善
と
旧
来
の
特
権
の
回
復
を
試
み
た
。
彼
の
時
代
以
前
の
一

三
・
一
四
世
紀
に
お
い
て
、
同
修
道
院
で
は
、
建
物
の
増
改
築
は

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ（
る
）
36

。
ま
た
、
ア
ラ
ー
ハ

イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
地
代
、
十
分
の
一
税
、
牧
草
地
の
干
し
草
、

修
道
院
長
代
理
の
選
出
な
ど
に
関
わ
る
権
限
の
問
題
に
お
い
て
、

聖
ア
グ
ネ
ス
女
子
修
道
院
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
か
か
え
て
い（
た
）
37

。
両

修
道
院
は
、
同
じ
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
戒
律
に
従
う
系
列
の
修
道
院
に

属
し
、
ネ
レ
ン
ブ
ル
ク
家
の
私
有
修
道
院
と
し
て
設
立
さ
れ
た
と

い
う
共
通
点
を
も
っ
て
い
た
が
、
中
世
後
期
に
は
聖
ア
グ
ネ
ス
女

子
修
道
院
が
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
か
ら
の
自
立
化
を
志
向

し
、
両
者
は
し
ば
し
ば
対
立
し
て
い
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
の

公
認
の
文
書
に
よ
っ
て
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
、
合
体

さ
れ
た
教
区
共
同
体
の
司
祭
選
出
権
を
引
き
続
き
所
持
す
る
と
い

う
慣
習
法
が
確
認
さ
れ
た
。
デ
テ
ィ
コ
フ
ァ
ー
は
、
修
道
院
行
政

の
簡
素
化
を
行
い
、
収
益
の
少
な
い
権
利
を
売
却
し
、
利
潤
の
多

い
権
利
を
新
た
に
獲
得
し
た
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
シ

ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
近
郊
や
ラ
イ
ン
瀑
布
周
辺
に
十
分
な
漁
獲
権
を
も

っ
て
い
た
。
ま
た
彼
は
、
訴
訟
を
頻
繁
に
行
い
、
少
な
く
と
も
二

〇
の
訴
訟
に
関
与
し
、
し
ば
し
ば
勝
訴
し（
た
）
38

。

　

デ
テ
ィ
コ
フ
ァ
ー
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
対
し
て
重
要
な

訴
訟
を
行
っ
た
。
私
法
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
公
法
に
関
わ

る
問
題
に
対
し
て
も
、
こ
の
修
道
院
長
は
皇
帝
か
ら
認
め
ら
れ
た

法
と
特
権
に
依
拠
し
て
、
五
五
条
項
の
抗
議
書
を
提
出
し
た
。
こ

の
抗
議
書
と
そ
れ
に
対
す
る
市
参
事
会
の
返
答
は
、
多
く
の
写
本

が
あ
る
に
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
付
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、

恐
ら
く
一
四
八
〇
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
争

い
に
お
け
る
重
要
な
事
柄
に
関
し
て
両
者
の
合
意
を
得
る
た
め
に
、

仲
裁
に
入
っ
た
の
が
ス
イ
ス
盟
約
者
団
に
属
す
る
人
々
で
あ
っ
た
。

上
述
の
よ
う
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
が
正
式
に
盟
約
者
団
の
構
成

員
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
約
二
〇
年
後
の
こ
と
で

あ
る
が
、
既
に
こ
の
時
期
に
は
両
者
の
外
交
的
な
関
係
が
深
ま
り

三
三
四



一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

六
七　
（

つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
派
遣
さ
れ
た
仲
裁
使
節
は
、
チ

ュ
ー
リ
ヒ
市
長
ロ
イ
ス
ト
（H

einrich Röist

）、
シ
ュ
ヴ
ィ
ー
ツ

の
参
事
会
員
で
ト
ゥ
ー
ル
ガ
ウ
の
地
方
代
官
を
つ
と
め
て
い
た
ケ

ッ
ツ
ィ
ン
（U

lrich K
ätzin

）、
ウ
ン
タ
ー
ヴ
ァ
ル
デ
ン
の
元
郡

長
（altam

m
an

）
で
あ
っ
た
ツ
ベ
ル
ン
（Clas von Zubeln

）

の
三
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
出
来
事
を
切
っ
掛
け
に
成
立
し
た
合
意

は
、
修
道
院
廃
止
ま
で
有
効
で
あ
っ（
た
）
39

。

　

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
デ
テ
ィ
コ
フ
ァ
ー
に
よ
っ
て
提

出
さ
れ
た
五
五
条
項
の
抗
議
書
の
内
容
に
つ
い
て
概
略
的
に
記
す

と
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
含
ん
で
い（
た
）
40

。
第
一
条
項
の
序
文
で
、

修
道
院
長
は
、
一
一
一
一
年
九
月
四
日
の
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
特

権
（
実
際
に
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
の
特
権
）
に
依
拠
し（
て
）
41

抗
議
し
、

皇
帝
が
同
修
道
院
の
特
権
や
自
由
を
侵
害
し
た
者
に
対
し
て
は
、

一
〇
〇
プ
フ
ン
ト
（Pfund

）
の
罰
金
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
と

定
め
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
第
二
～
七
条
項
で
は
ア
ジ
ー
ル

権
が
要
求
さ
れ
、
第
八
～
一
四
条
項
で
は
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民

が
同
修
道
院
の
皇
帝
特
権
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ

ゼ
ン
市
参
事
会
の
裁
判
よ
り
も
同
修
道
院
内
で
の
裁
判
の
方
に
権

限
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
、
第
一
五
・
一
六
条
項
で
は
ラ
ウ
フ
ェ
ン

に
お
け
る
関
税
が
問
題
と
な
り
、
第
一
七
条
項
で
は
同
修
道
院
の

近
習
へ
の
課
税
が
問
題
視
さ
れ
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
、
同
修

道
院
の
聖
職
禄
受
領
者
あ
る
い
は
近
習
を
市
民
に
と
し
て
扱
い
、

徴
税
の
対
象
に
含
め
た
こ
と
に
対
す
る
同
修
道
院
長
の
反
発
が
提

起
さ
れ
た
。
第
一
八
条
項
で
は
修
道
院
内
の
手
工
業
者
に
つ
い
て

の
訴
え
が
提
示
さ
れ
、
第
一
九
条
項
で
は
塩
館
（Salzhof

）
に

お
け
る
関
税
権
は
、
修
道
院
の
設
立
者
に
よ
っ
て
同
修
道
院
に
贈

呈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
は
同
修
道
院
が
保
有
し
て
い
る
は
ず

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
の
改
革
に
よ

っ
て
、
関
税
か
ら
の
収
入
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
苦

情
が
提
出
さ
れ
た
。
第
二
〇
～
二
六
条
項
で
は
、
塩
の
関
税
、
市

場
の
場
所
代
、
市
場
に
お
け
る
家
畜
の
関
税
な
ど
が
取
り
上
げ
ら

れ
、
第
二
七
条
項
で
は
修
道
院
関
係
者
が
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修

道
院
の
門
や
戸
を
一
旦
閉
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ

ゼ
ン
市
参
事
会
が
暴
力
で
そ
れ
を
押
し
開
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

対
す
る
抗
議
が
な
さ
れ
、
第
二
八
条
項
で
は
施
療
院
と
果
樹
園
の

そ
ば
の
小
道
沿
い
に
あ
る
酒
場
の
後
ろ
に
、
仕
立
屋
が
菩
提
樹
を

植
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対
す
る
罰
金
が
提
示
さ
れ
た
。
第
二
九

条
項
で
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
周
辺
の
土
地
は
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
修
道
院
に
属
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
修
道
院
に
地
代

を
支
払
っ
て
い
る
農
民
が
、
牧
草
地
を
利
用
で
き
ず
に
困
っ
て
い

る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
た
。
第
三
〇
～
三
四
条
項
で
は
、
同
修
道

院
の
水
車
小
屋
と
そ
の
周
辺
地
区
、
水
利
、
河
川
、
裁
判
権
、
そ

三
三
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の
す
べ
て
の
付
属
の
諸
施
設
な
ど
は
、
以
前
か
ら
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ

ゲ
ン
修
道
院
に
属
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
に
お
い
て

同
修
道
院
は
、
水
車
小
屋
か
ら
の
収
入
よ
り
多
い
支
出
、
つ
ま
り

一
〇
〇
プ
フ
ン
ト
の
支
払
い
を
毎
年
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
苦

情
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
第
三
五
～
三
八
条
項
で
は
、
十
年
以
上

前
ま
で
は
、
修
道
院
の
自
由
な
特
権
に
基
づ
い
て
軍
役
は
免
除
さ

れ
て
い
た
が
、
し
か
し
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ

ゲ
ン
修
道
院
に
、
修
道
院
長
の
意
に
反
し
て
、
修
道
院
長
と
修
道

士
は
市
民
で
あ
る
と
し
て
、
馬
車
、
荷
車
、
下
僕
を
提
供
す
る
よ

う
に
強
い
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
第
三
九
条
項
で
は
、
落

雷
時
に
警
告
の
た
め
に
鐘
を
鳴
ら
す
仕
事
の
負
担
が
提
起
さ
れ
た
。

第
四
〇
条
項
で
は
、
死
者
追
悼
の
ミ
サ
と
喜
捨
に
対
し
て
、
一
六

プ
フ
ェ
ニ
ヒ
（Pfennig

）
を
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
納
入
し
て
い

る
こ
と
が
苦
情
と
し
て
提
出
さ
れ
、
第
四
一
～
四
三
条
項
と
第
四

七
条
項
で
は
、
十
分
の
一
税
や
市
外
市
民
に
関
す
る
五
人
委
員
の

裁
判
に
よ
る
判
決
に
つ
い
て
の
不
満
が
提
出
さ
れ
、
第
四
四
～
四

五
条
項
で
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修

道
院
の
隷
農
（H

intersässen

）
や
誓
約
民
（Geschw

orene

）

を
、
市
民
と
し
て
不
当
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ

た
。
第
四
六
条
項
で
は
、
修
道
院
長
と
仕
立
屋
ツ
ン
フ
ト
長
と
の

間
に
起
こ
っ
た
地
代
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
お
い
て
、
五
人
委
員

の
裁
判
で
は
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
不
利
な
判
決
が
出
さ

れ
た
こ
と
に
不
満
が
提
出
さ
れ
、
第
四
八
条
項
で
は
十
分
の
一
税

に
関
す
る
抗
議
が
提
出
さ
れ
た
。
第
四
九
～
五
〇
条
項
で
は
、
登

記
に
関
す
る
権
限
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
苦
情
が
提
出
さ

れ
、
第
五
一
条
項
で
は
、
市
内
に
住
む
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道

院
の
農
奴
が
、
謝
肉
祭
の
鶏
や
死
亡
料
の
支
払
い
を
拒
否
し
た
こ

と
が
訴
え
ら
れ
、
第
五
二
条
項
で
は
郊
外
に
お
け
る
狩
猟
に
つ
い

て
苦
情
が
提
出
さ
れ
た
。
第
五
三
条
項
で
は
、
ワ
イ
ン
に
賦
課
さ

れ
た
関
税
（U

m
geld

）
に
関
わ
る
問
題
が
提
起
さ
れ
、
ワ
イ
ン

の
量
を
測
る
た
め
の
単
位
で
あ
る
マ
ー
ス
（M

aß

）
が
都
市
の

基
準
に
代
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
、
第
五
四
条

項
で
は
水
車
小
屋
関
税
（M

ühlenzoll

）
と
ワ
イ
ン
に
お
い
て
、

同
修
道
院
長
が
以
前
よ
り
高
い
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
苦
情
が
提
出
さ
れ
、
最
後
の
第
五
五
条
項
で
は
、
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
の
都
市
領
主
で
あ
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
は

他
の
市
民
と
同
様
に
市
民
で
あ
る
と
、
都
市
当
局
が
み
な
し
て
い

る
こ
と
に
異
論
が
唱
え
ら
れ
た
。

　

こ
の
訴
訟
に
お
い
て
修
道
院
長
デ
テ
ィ
コ
フ
ァ
ー
は
、
多
く
の

点
で
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
有
利
な
裁
定
を
下
し
た
ス
イ
ス
盟
約

者
団
の
判
断
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
も
は
や
ア
ラ
ー
ハ
イ

リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
帝
国
自
由
な
修
道
院
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

三
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ら
ず
、
独
立
し
た
政
治
的
機
能
を
有
す
る
存
在
と
し
て
市
内
に
君

臨
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
既
に

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
が
、
皇
帝
か
ら
帝
国
議
会
に
招
集

さ
れ
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
た
事
実
を
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市

参
事
会
と
の
争
い
に
お
い
て
、
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
は
難
し
く

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
修
道
院
長
と
修
道
院
は
都
市
の
法
令

に
従
い
、
修
道
士
た
ち
は
納
税
義
務
の
あ
る
市
民
の
よ
う
に
扱
わ

れ
、
そ
の
代
わ
り
に
都
市
の
保
護
と
庇
護
を
受
け
た
。
今
や
シ
ャ

フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
、
同
修
道
院
の
保
護
領
主
に
類
し
た
役
割
を
担

っ
て
い
た
。
な
お
す
べ
て
の
霊
的
な
権
限
、
私
法
的
な
権
限
、
代

官
区
に
関
わ
る
支
配
権
な
ど
は
、
こ
の
と
き
に
は
ま
だ
ア
ラ
ー
ハ

イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
確
保
さ
れ
て
い
た
。
同
修
道
院
長
は
、
一
四

八
九
年
に
帝
国
の
軍
隊
の
た
め
の
分
担
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
、
以
前
か
ら
ス

イ
ス
盟
約
者
団
の
諸
邦
と
同
様
に
、
そ
の
分
担
金
の
供
出
を
怠
っ

て
い
た
。
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
と
ス
イ
ス
盟
約
者
団
と
の

間
に
勃
発
し
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
戦
争
（
一
四
九
九
年
）
は
、
実

際
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
も
様
々
な
重
荷
を
も
た
ら
し

た
。
同
修
道
院
が
中
世
か
ら
の
法
文
書
を
根
拠
に
し
て
新
し
い
時

代
の
流
れ
に
抗
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
既
に
衰
退
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
た
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
と
っ
て
、
興
隆
し
つ

つ
あ
る
都
市
に
対
す
る
戦
い
は
、
敗
色
濃
厚
な
様
相
を
呈
し
て
い

た
。
さ
ら
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
、
ス
イ
ス
盟
約
者
団
と
の
同

盟
に
加
入
し
た
こ
と
は
、
同
修
道
院
の
運
命
を
決
定
づ
け
た
。
以

後
ス
イ
ス
盟
約
者
団
に
よ
る
仲
裁
裁
定
で
は
、
し
ば
し
ば
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
有
利
な
判
決
が
下
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
一
五

世
紀
末
か
ら
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
修
道
士
た
ち
の
生
活

態
度
は
、
道
徳
的
に
荒
廃
し
、
そ
の
こ
と
が
市
民
か
ら
の
支
持
を

失
う
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い（
た
）
42

。

　

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
デ
テ
ィ
コ
フ
ァ
ー
は
、
そ
の
晩

年
に
お
い
て
も
修
道
院
の
権
利
た
め
に
さ
ら
に
訴
訟
を
行
っ
た
。

彼
は
パ
ラ
デ
ィ
ー
ス
修
道
院
に
対
し
て
ラ
イ
ン
川
の
漁
獲
権
を
め

ぐ
っ
て
争
い
、
ル
プ
フ
ェ
ン
伯
と
の
間
に
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ

ン
の
裁
判
権
の
所
在
に
関
し
て
闘
い
、
領
民
に
対
し
て
ヴ
タ
ッ
ハ

川
の
水
車
小
屋
の
権
利
を
主
張
し
て
争
っ
た
の
で
あ
る
。
一
四
八

九
年
に
デ
テ
ィ
コ
フ
ァ
ー
は
修
道
院
長
を
退
き
、
そ
の
地
位
を
引

き
継
い
だ
の
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ハ
ン
（H

einrich 
W

ittenhan

）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
次
に
就
任
し
た
最
後

の
修
道
院
長
で
あ
る
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
の
時
代
（
一
五
〇
一

～
二
四
年
）
に
は
、
彼
の
優
れ
た
行
政
手
腕
な
ど
に
よ
っ
て
、
確

か
に
修
道
院
の
経
営
は
好
転
し
始
め
て
は
い
た
が
、
し
か
し
政
治

的
権
利
を
め
ぐ
る
都
市
と
修
道
院
と
の
戦
い
は
既
に
ほ
ぼ
決
着
し

三
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。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
宗
教
改
革
運
動
が
勃
発
し
た

の
で
あ
る
。

第
二
章　

  

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
初
期
宗
教
改
革

と
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー

（
一
）
一
五
二
四
年
五
月
ま
で
の
宗
教
改
革
運
動
の
展
開

　

一
五
二
〇
年
頃
か
ら
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
と
そ
の
周
辺
地
域
に
、

ル
タ
ー
の
著
作
が
流
布
し
、
宗
教
改
革
運
動
の
小
波
が
た
ち
始
め

て
い
た
。
近
隣
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
と
同
様
に
こ
の
都
市
に
も
、
新
し

い
福
音
を
心
か
ら
受
け
入
れ
る
準
備
を
し
て
い
た
人
々
の
小
さ
な

グ
ル
ー
プ
が
存
在
し
て
い
た
。
一
五
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に

か
け
て
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
対
立
は
、
決
し
て
完
全
に
は
沈
静
化
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
史
の
中

で
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ（
る
）
44

。
当
初
市
内
で
ル
タ
ー
の
著

作
を
講
読
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
は
、
全
体
と
し
て
二
つ
に
分
け
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
（M

ichael Eggenstorfer　

一
四
七
三

頃
～
一
五
五
二
年
）
を
中
核
と
し
た
も
の
と
、
医
者
の
ヨ
ハ
ネ

ス
・
ア
デ
ル
フ
ィ
（Johannes A

delphi

）
を
中
心
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
出
身
で
人
文
主
義
的
な
教
養
の

あ
る
ア
デ
ル
フ
ィ
は
、
一
五
一
四
～
一
五
二
三
年
の
間
、
医
者

（Stadtarzt

）
の
職
務
に
就
い
て
、
市
内
で
影
響
を
与
え
て
い
た
。

彼
は
エ
ラ
ス
ム
ス
な
ど
の
バ
ー
ゼ
ル
の
人
文
主
義
者
と
の
繋
が
り

を
有
し
、
医
学
・
歴
史
・
教
育
・
宗
教
関
係
の
著
作
の
編
集
者
や

起
草
者
で
あ
り
、『
エ
ン
キ
リ
デ
ィ
オ
ン
』
な
ど
の
エ
ラ
ス
ム
ス

の
著
作
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
、
ル
タ
ー
の
思
想
か
ら
影
響
を
受

け
て
い
た
。
彼
は
福
音
書
と
パ
ウ
ロ
書
簡
を
熱
心
に
講
読
し
、
さ

ら
に
ル
タ
ー
の
著
作
を
輪
読
す
る
読
書
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
、
ザ

ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
の
人
文
主
義
者
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
の
間
に
親
交

を
も
っ
て
い（
た
）
45

。
ア
デ
ル
フ
ィ
は
、
ル
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
の
著
作

『
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
山
羊
エ
ム
ザ
ー
の
超
キ
リ
ス
ト
教
的
・
超
霊

的
・
超
学
問
的
な
著
書
に
対
す
る
博
士
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の

回
答
』（
一
五
二
一
年
）
の
内
容
に
共
感
し
て
い（
た
）
46

。
そ
れ
ほ
ど

有
名
で
は
な
い
ル
タ
ー
の
こ
の
著
作
が
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
読

書
サ
ー
ク
ル
で
読
ま
れ
て
い
た
事
実
か
ら
、
一
五
二
〇
年
に
公
刊

さ
れ
た
ル
タ
ー
の
主
要
な
著
作
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ア
デ
ル
フ

ィ
の
仲
間
た
ち
が
ほ
ぼ
把
握
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ

れ
る
。
ア
デ
ル
フ
ィ
は
、
ル
タ
ー
に
よ
る
新
約
聖
書
の
ド
イ
ツ
語

訳
が
公
刊
さ
れ
る
と
、
す
ぐ
に
購
入
し
た
の
で
あ（
る
）
47

。
ア
デ
ル
フ

ィ
は
、
医
療
だ
け
で
は
な
く
翻
訳
家
と
し
て
も
活
動
し
、
彼
は
エ

三
三
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ラ
ス
ム
ス
の
著
作
の
他
に
、
こ
の
時
代
の
最
も
影
響
あ
る
説
教
師

の
一
人
と
し
て
教
会
や
社
会
の
欠
陥
を
大
胆
に
糾
弾
し
て
い
た
ヨ

ハ
ネ
ス
・
ガ
イ
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・
カ
イ
ザ
ー
ス
ベ
ル
ク
の
著
作
を
、

ド
イ
ツ
語
に
訳
し
て
い（
た
）
48

。
こ
の
よ
う
に
ア
デ
ル
フ
ィ
は
、
熱
心

な
ル
タ
ー
支
持
者
と
な
っ
た
。
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
教
区
付
き
司
祭

（Leutpriester
）
で
あ
る
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
リ
ン

（M
artin Steinlin

）
も
、
宗
教
問
題
に
関
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
当
初
シ
ュ
タ
イ
ン
リ
ン
は
、
ア
デ
ル
フ
ィ
た
ち
の

教
会
改
革
運
動
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
と
の
分
裂
が
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
、
そ
の
仲
間
か
ら
脱
退
し
て

し
ま
っ（
た
）
49

。
後
に
シ
ュ
タ
イ
ン
リ
ン
は
、
一
五
二
三
年
の
第
二
回

チ
ュ
ー
リ
ヒ
公
開
討
論
会
に
参
加
し
、
ミ
サ
は
犠
牲
で
あ
る
と
い

う
立
場
を
表
明
し
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
に
よ
っ
て
厳
し
く
批
判
さ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い（
る
）
50

。

　

ア
デ
ル
フ
ィ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
そ
の
他
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
エ

ク
ス
リ
（Ludw

ig O
echsli　

一
五
〇
〇
頃
～
一
五
六
三
年
）
な

ど
が
属
し
て
い
た
。
エ
ク
ス
リ
は
、
一
五
二
〇
年
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ン

ベ
ル
ク
大
学
で
勉
学
に
い
そ
し
み
、
学
生
と
し
て
ル
タ
ー
た
ち
に

よ
る
教
皇
勅
書
の
焼
却
に
居
合
わ
せ
、
一
五
二
一
年
に
は
修
士
号

を
取
得
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
ラ
テ
ン
語
学

校
の
校
長
を
つ
と
め
、
後
に
都
市
の
行
政
に
も
影
響
力
を
も
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
宗
教
改
革
支
持
者
と
ル

タ
ー
と
の
間
の
直
接
的
な
結
び
つ
き
を
作
り
上
げ
た
の
は
、
こ
の

エ
ク
ス
リ
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
初
期
の
教
会

改
革
思
想
は
、
恐
ら
く
ル
タ
ー
や
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
か
ら
由
来
し
て

い
た
。
一
五
二
二
年
中
頃
ま
で
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
宗
教
改
革
は
、

知
識
人
中
心
の
少
数
者
の
活
動
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
評
価
す
べ

き
で
あ（
る
）
51

。
な
お
、
一
五
二
一
年
一
月
に
ウ
ル
リ
ヒ
・
ガ
ル
ス

タ
ー
（U

lrich Galster

）
と
い
う
名
の
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
出
身

の
老
人
が
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
宗
教
改
革
運
動
と
関
連

し
た
最
初
の
殉
教
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
と
、
解
釈
す
る
研
究
者

が
い（
る
）
52

。 

　

一
五
二
二
年
に
選
挙
規
定
が
変
更
さ
れ
、
拡
大
市
参
事
会
員
に

選
出
さ
れ
る
た
め
に
は
一
〇
年
以
上
市
民
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と

さ
れ
、
小
市
参
事
会
員
に
選
ば
れ
る
資
格
と
し
て
、
二
〇
年
以
上

市
民
で
あ
り
、
か
つ
正
式
な
結
婚
で
生
ま
れ
た
嫡
出
子
で
あ
り
、

そ
し
て
年
金
生
活
者
で
は
な
い
者
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
の
小
市
参
事
会
の
多
数
派
は
保
守
的
で
、
古
い
宗
教
制

度
に
愛
着
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
大
半
の
構
成
員
は
、
物
質
的
に

も
個
人
的
に
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
一
五
二

〇
年
代
後
半
に
拡
大
市
参
事
会
で
改
革
派
が
多
数
を
占
め
、
宗
教

に
関
す
る
十
分
な
発
言
権
を
得
る
ま
で
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に

三
三
九
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宗
教
改
革
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
都
市
貴
族
層
は
、

総
じ
て
宗
教
改
革
に
対
し
て
は
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
シ

ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
ロ
ル

フ
・
シ
リ
ン
グ
（Rudolf Schilling

）
は
、
宗
教
改
革
に
敵
対
す

る
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
小
市
参
事
会
で
影
響
力
の
あ
っ

た
ウ
ル
バ
ン
・
ユ
ン
テ
ラ
ー
（U

rban Jünteler

）
の
娘
た
ち
は
、

ル
ツ
ェ
ル
ン
の
名
望
家
の
カ
ト
リ
ッ
ク
支
持
者
と
結
婚
し
て
い
た
。

ツ
ィ
ー
グ
ラ
ー
（Ziegler
）、
ム
ル
バ
ッ
ハ
（M

urbach

）、
ザ

イ
ラ
ー
（Seiler

）
な
ど
の
一
族
も
、
宗
教
改
革
に
敵
対
的
で
カ

ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
一
五
二
二
年
末
に
は
、

宗
教
改
革
支
持
派
は
小
市
参
事
会
内
で
少
数
派
に
と
ど
ま
り
、
改

革
反
対
派
の
勢
力
が
強
ま
っ
て
い
た
の
で
あ（
る
）
53

。

　

修
道
院
長
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
の
周
囲
に
集
ま
っ
た
宗
教
改

革
を
支
持
す
る
知
識
人
の
小
さ
な
集
ま
り
が
、
当
初
は
大
規
模
な

社
会
運
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
一
五
二

二
年
か
ら
そ
の
情
勢
は
変
化
し
た
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
宗
教
改

革
者
と
し
て
活
躍
し
、
そ
れ
を
民
衆
的
な
運
動
に
ま
で
発
展
さ
せ

た
の
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
の
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ホ
フ
マ
イ

ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。
彼
は
一
四
九
六
年
に
車
大
工
の
息
子
と
し
て

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
生
ま
れ（
た
）
54

。
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
が
故
郷
の
シ

ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
帰
還
し
て
き
た
と
き
に
、
以
前
と
は
全
く
異

な
る
形
の
宗
派
対
立
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー

は
、
パ
リ
大
学
で
聖
書
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
博
士
号
を
取
得
し
、

そ
こ
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
・
デ
タ
ー
プ
ル
（
一
四
五
五

頃
～
一
五
三
六
年
）
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
、
人
文
主
義
的
な
教

養
を
身
に
つ
け
た
。
詩
編
や
パ
ウ
ロ
書
簡
の
註
解
を
著
し
、
聖
書

の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
試
み
た
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
・
デ
タ
ー
プ
ル
は
、

義
認
論
な
ど
に
お
い
て
明
白
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
立
場
と
決

別
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
当
時
の
教
会
の
状
況
を
批
判
し
て
、

教
会
や
修
道
院
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い（
た
）
55

。
一
五
二
〇
年
に
ホ

フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
パ
リ
で
の
迫
害
を
契
機
に
し
て
、
ス
イ
ス
に

戻
っ
て
き
た
。
彼
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
お
い
て
、

聖
書
教
師
（Lesm

eister

）
の
地
位
を
得
て
、
す
ぐ
に
ツ
ヴ
ィ
ン

グ
リ
と
の
間
に
交
友
関
係
を
築
い
て
い
た
。
そ
の
年
に
ホ
フ
マ
イ

ス
タ
ー
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
へ
と
移
動
し（
た
）
56

。
こ
こ
か
ら
ホ
フ
マ

イ
ス
タ
ー
は
、
ミ
コ
ニ
ウ（
ス
）
57

や
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
文
通
し
、
ル

タ
ー
の
思
想
に
感
激
し
て
手
紙
を
送
っ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
ル

タ
ー
か
ら
の
返
事
の
手
紙
は
残
っ
て
は
い
な（
い
）
58

。

　

ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
一
五
二
二
年
初
め
に
ル
ツ
ェ
ル
ン
で
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
聖
書
教
師
と
し
て
活
動
し
、
聖
人
崇
拝
や
様
々

な
教
会
の
伝
統
的
慣
習
を
批
判
し
て
、
異
端
の
嫌
疑
を
受
け
た
後
、

チ
ュ
ー
リ
ヒ
に
逃
亡
し
た
。
一
五
二
二
年
五
月
末
あ
る
い
は
六
月

三
四
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初
め
に
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
戻
り
、
聖
ヨ

ハ
ネ
教
区
教
会
で
説
教
師
と
し
て
活
動
し
、
信
仰
義
認
論
と
聖
書

主
義
を
唱
え
た
の
で
、
多
く
の
人
々
が
彼
の
思
想
に
感
化
さ
れ
た
。

ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
が
宗
教
改
革
運
動
に
積
極
的
に
関
与
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
聖
ア
グ
ネ
ス
女
子
修
道
院
の
修
道
女
な
ど
に
対
し
て

も
影
響
を
与
え
た
た
め
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ

の
動
き
と
並
行
し
て
、
宗
教
改
革
が
進
展
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ホ

フ
マ
イ
ス
タ
ー
の
聖
餐
論
は
、
キ
リ
ス
ト
の
臨
在
を
認
め
な
い
点

に
お
い
て
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
立
場
に
近
い
も
の
だ
っ
た
と
思
わ

れ（
る
）
59

。
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
宗
教
改
革
的
な
意
味
で
の
礼
拝
改

革
を
提
唱
し
、
彼
の
影
響
で
多
く
の
儀
礼
と
き
ら
び
や
か
な
装
飾

品
が
教
会
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
が
短
期
間
の

う
ち
に
市
内
で
多
く
の
支
持
者
を
獲
得
し
た
た
め
、
一
五
二
二
年

末
に
は
彼
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
か
ら
の
反
発
が
高
ま
っ
て

い（
た
）
60

。

　

こ
の
頃
市
参
事
会
は
、
市
民
の
信
じ
る
宗
教
に
関
す
る
決
定
権

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
明
白
に
主
張
し
て
い
た
。
こ
の
要
求
は
、

一
五
世
紀
か
ら
都
市
が
修
道
院
や
教
区
教
会
に
干
渉
し
続
け
た
結

果
、
市
参
事
会
が
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
政
治
的
成
果
を
意
味
し
て

い
た
。
前
述
の
と
お
り
、
都
市
に
よ
る
教
会
の
統
制
が
進
展
し
、

教
会
統
治
の
あ
り
方
が
根
本
的
に
変
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
純

粋
に
教
会
関
係
の
事
柄
に
お
い
て
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
対

す
る
司
教
権
力
の
介
入
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
た
。
市
参
事
会
は
一
五
二
二
年
の
条
令
で
二
四
の
祝
日
を
廃
止

し
た
が
、
そ
の
内
容
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
エ
ゲ
ン
ス

ト
ル
フ
ァ
ー
も
疑
い
な
く
同
意
し
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
祝
祭

に
お
い
て
、
神
と
聖
人
に
反
す
る
所
業
、
つ
ま
り
暴
飲
、
浪
費
、

社
会
的
病
弊
、
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
彼
に
と
っ
て
有
益

な
行
為
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
祝
日
の
廃
止
は
、

外
見
上
最
初
の
宗
教
改
革
的
な
政
策
で
あ
っ（
た
）
61

。
コ
ン
ス
タ
ン
ツ

司
教
フ
ー
ゴ
・
フ
ォ
ン
・
ホ
ー
エ
ン
ラ
ン
デ
ン
ベ
ル
ク
（H

ugo 
von H

ohenlandenberg

）
は
、
こ
の
条
令
に
対
す
る
所
見
を
含

ん
だ
書
状
を
送
り
、
司
教
区
の
二
人
の
聖
人
で
あ
る
聖
ペ
ラ
ギ
ウ

ス
と
聖
ガ
ル
ス
の
祝
日
は
今
後
も
存
続
さ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う
見

解
を
非
常
に
控
え
め
に
付
言
し
た
が
、
効
果
な
く
終
わ
っ
た
。
コ

ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
と
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
と
の
間
の
関
係

は
、
次
第
に
世
俗
的
な
も
の
へ
と
限
定
さ
れ
て
い
っ（
た
）
62

。

　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
か
ら
ミ
ュ
ン
ス

タ
ー
（
大
聖
堂
）
の
司
祭
と
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
エ
ラ
ス
ム
ス
・

リ
ッ
タ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ッ
ト
ヴ
ァ
イ
ル
を
呼
び
寄
せ
て
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
勢
力
状
況
に
お
け
る
均
衡
を
保
と

う
と
し
た
。
そ
し
て
、
リ
ッ
タ
ー
と
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
と
の
間
に

三
四
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説
教
壇
戦
争
（K

anzelkrieg

）
が
起
こ
っ
た
。
論
争
の
中

で
次
第
に
リ
ッ
タ
ー
は
改
革
派
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。
こ

の
頃
市
参
事
会
が
教
会
改
革
に
対
し
て
総
じ
て
消
極
的
な
態

度
を
と
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
不
満
を
感
じ
る
市
民
が
増
え

て
い
っ（
た
）
63

。
一
五
二
三
年
一
月
二
九
日
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
市
参

事
会
は
、
第
一
回
公
開
討
論
会
を
開
催
し
た
。
ホ
フ
マ
イ
ス

タ
ー
は
そ
れ
に
参
加
し
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
側
に
立
ち
、
聖

書
は
信
仰
の
唯
一
の
源
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
い
う
原
理
を

主
張
し
た
。
市
参
事
会
の
決
定
に
よ
っ
て
、
聖
書
主
義
が
宗

教
的
な
事
柄
に
関
し
て
は
チ
ュ
ー
リ
ヒ
市
の
成
文
法
の
原
則

と
さ
れ
た
。
討
論
会
に
先
立
っ
て
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
は
、『
六

七
箇
条
』
を
執
筆
し（
て
）
64

、
自
分
の
主
張
を
正
式
に
提
示
し
て

い
た
。
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
使
者
が
『
六
七
箇
条
』
を
シ
ャ
フ
ハ

ウ
ゼ
ン
の
拡
大
市
参
事
会
に
提
出
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は

あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
時
期
の

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
支
配
層
は
、
宗
教
改
革
を
正
式
に
導
入

す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
基
本
的
に
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
に
お

い
て
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
の
宗
教
改
革
的
な
活
動
が
明
確
な
形

で
は
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ（
た
）
65

。

　

一
五
二
三
年
二
月
に
バ
ー
ゼ
ル
の
ア
ダ
ム
・
ペ
ト
リ
印
刷

三
四
二

図３　シャフハウゼンのミュンスター（大聖堂）（執筆者撮影）



一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

七
五　
（

所
で
、
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
の
著
作
が
公
刊
さ
れ
た
。
そ
の
著
作
で

彼
は
、
ス
イ
ス
盟
約
者
団
内
部
に
お
け
る
信
仰
問
題
で
の
分
裂
を

終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
主
張
し
、
純
粋
な
神
の
言
葉
に
堅
く
依
拠
し

て
、
ル
タ
ー
の
教
説
を
守
り
、
教
皇
制
を
鋭
く
攻
撃
し
た
。
そ
し

て
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
勇
敢
な
チ
ュ
ー
リ
ヒ
が
神
の
言
葉
を
真

に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
誉
め
称
え
、
次
に
ベ
ル
ン
を
賛
美
し
た
。

そ
し
て
彼
は
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
を
頑
な
な
者
と
し
て
非
難
し（
た
）
66

。
ホ

フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
自
分
の
仕
事
に
お
け
る
今
後
の
行
く
末
に
関

し
て
希
望
を
抱
い
て
い
た
。
彼
の
関
心
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に

お
け
る
宗
教
問
題
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ス
イ
ス
盟
約
者
団

全
体
の
宗
教
改
革
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
構
想
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
情
熱
的
な
口
調
で
書
か
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、
ホ
フ
マ
イ

ス
タ
ー
は
一
五
二
三
年
二
月
に
、
宗
教
改
革
に
敵
対
的
な
態
度
を

と
っ
て
い
た
ル
ツ
ェ
ル
ン
市
に
対
し
て
攻
撃
し
た
。
匿
名
の
形
態

で
書
籍
を
編
集
し
て
い
た
バ
ー
ゼ
ル
の
印
刷
所
は
、
ル
ツ
ェ
ル
ン

か
ら
不
当
な
も
の
を
出
版
し
た
こ
と
に
対
す
る
罰
金
、
残
り
の
版

の
引
き
渡
し
、
名
誉
毀
損
に
相
当
す
る
内
容
の
取
り
消
し
な
ど
の

要
求
を
突
き
つ
け
ら
れ
て
、
非
難
さ
れ
て
い（
た
）
67

。
年
代
史
家
シ
ュ

ト
ッ
カ
ー
は
、
一
五
二
三
年
の
復
活
祭
（
四
月
五
日
）
の
日
記
で

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
内
の
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。

「
多
く
の
驚
く
べ
き
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
私
は
ル
タ
ー
の
事
件
に

関
す
る
す
べ
て
を
書
き
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
聖
俗
の

人
々
、
説
教
や
ミ
サ
礼
拝
、
修
道
士
や
聖
職
者
と
関
係
し
て
発
生

し
た
す
べ
て
の
出
来
事
を
こ
こ
に
書
き
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
修
道
士
は
、
相
互
に
説
教
と
神
の
言
葉
で
対
立
し
た
。
彼
ら

は
互
い
に
相
手
が
異
端
者
で
あ
る
と
い
う
内
容
の
罵
声
を
浴
び
せ

た
。
各
々
が
相
手
以
上
に
よ
り
多
く
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
し
た
。

彼
ら
は
、
歌
い
朗
唱
し
な
が
ら
、
教
皇
の
勅
令
や
人
間
的
な
も
の

な
ど
を
と
も
な
う
教
会
の
中
に
あ
る
多
く
の
も
の
を
拒
絶
し
た
。

枝
の
主
日
に
、
つ
い
に
彼
ら
は
画
架
を
あ
ち
こ
ち
に
引
っ
張
り
回

し
た
。
粉
屋
や
パ
ン
屋
は
大
聖
堂
か
ら
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
ま
で

歌
っ
て
移
動
し（
た
）
68

」
と
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ

ゼ
ン
に
聖
書
主
義
が
導
入
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
や
や
早
急
な

判
断
で
あ
り
、
む
し
ろ
ヴ
ィ
プ
フ
の
見
解
の
よ
う
に
、
小
市
参
事

会
は
、
基
本
的
に
宗
教
に
関
し
て
は
中
立
的
で
態
度
未
定
で
あ
っ

た
と
み
る
方
が
よ
り
説
得
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
市
当

局
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
改
革
派
の
両
者
を
容
認
す
る
よ
う
な
政
策

を
と
り
、
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
に
保
護
を
約
束
し
な
が
ら
も
、
条
令

に
よ
っ
て
ミ
サ
や
聖
画
像
を
維
持
し
て
、
全
体
と
し
て
は
カ
ト
リ

ッ
ク
的
な
立
場
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
聖
書
主
義
と
い

う
よ
り
も
、
宗
教
上
の
自
由
放
任
の
原
則
に
基
づ
い
て
い
た
と
解

釈
す
る
方
が
よ
り
妥
当
性
が
高
い
で
あ
ろ（
う
）
69

。
た
だ
し
、
こ
の
議

三
四
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論
に
対
す
る
最
終
的
な
決
着
の
た
め
に
は
、
よ
り
実
証
的
な
分
析

が
求
め
ら
れ
る
。
一
五
二
三
年
四
月
一
一
日
に
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー

は
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
に
手
紙
を
送
り
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
宗
教

改
革
が
浸
透
し
、
キ
リ
ス
ト
の
教
え
が
忠
実
に
受
け
入
れ
ら
れ
て

お
り
、
か
つ
て
真
の
信
仰
の
敵
で
あ
っ
た
多
く
の
者
た
ち
は
正
気

に
立
ち
帰
り
、
市
参
事
会
が
教
皇
や
司
教
か
ら
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー

を
守
る
と
約
束
し
た
と
報
告
し（
た
）
70

。

　

一
五
二
三
年
一
〇
月
二
六
～
二
八
日
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ
市
参
事
会

は
、
第
二
回
公
開
討
論
会
を
開
催
し
た
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
は
、

市
内
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
の
代
表
者
と
し
て
司
祭
の
シ
ュ
タ
イ
リ
ン

を
派
遣
し
、
改
革
派
の
代
表
者
と
し
て
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
を
送
り
、

曖
昧
な
外
交
的
立
場
を
と
っ
た
。
そ
の
他
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン

か
ら
討
論
会
に
出
席
し
た
の
は
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
戒
律
に
従
う
修

道
士
コ
ン
ラ
ー
ト
・
イ
ル
メ
ン
ゼ
ー
（Conrad Irm

ensee

）
で

あ
っ
た
。
従
属
邦
の
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
市
が
公
的
に
代
表
を
送

っ
た
も
の
の
、
ス
イ
ス
盟
約
者
団
に
正
規
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
盟

し
て
い
た
諸
邦
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
を
除
い
て
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の

招
待
に
は
応
じ
ず
に
、
正
式
な
代
理
者
を
派
遣
し
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
外
交
政
策
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
を
政
治
的
な
危
険
に

さ
ら
す
要
因
と
な
っ
た
。
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
最
初
の
会
議
で

議
長
を
つ
と
め
た
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
、
彼
の
人
生
の
頂
点

で
あ
っ
た
。
第
二
回
チ
ュ
ー
リ
ヒ
公
開
討
論
会
で
議
論
の
中
心
と

な
っ
た
の
は
、
聖
画
像
崇
敬
と
ミ
サ
で
あ
っ
た
。
約
九
百
人
が
参

加
し
た
こ
の
会
合
で
は
、
北
ス
イ
ス
全
体
の
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
支
持

者
の
声
明
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
こ
で
聖
画
像
崇
敬
と
ミ
サ
は
、

聖
書
に
反
す
る
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
チ
ュ
ー

リ
ヒ
の
動
向
と
は
異
な
り
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
は
、
こ

の
問
題
に
対
し
て
寛
容
な
態
度
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
ホ
フ
マ
イ
ス

タ
ー
は
、
市
内
で
さ
ら
な
る
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ

ゼ
ン
の
大
聖
堂
の
司
祭
エ
ラ
ス
ム
ス･

リ
ッ
タ
ー
が
改
革
派
に
移

行
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
司
祭
の
シ
ュ
タ
イ
リ
ン

は
、
説
教
職
を
放
棄
し（
た
）
71

。
礼
拝
は
、
個
々
の
聖
職
者
た
ち
の
意

向
に
従
っ
て
様
々
な
形
態
で
実
施
さ
れ
た
。
あ
る
聖
職
者
は
、
今

ま
で
の
慣
習
通
り
に
ラ
テ
ン
語
で
ミ
サ
を
行
い
、
別
の
聖
職
者
は
、

ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
規
範
に
基
づ
い
て
ド
イ

ツ
語
で
ミ
サ
を
行
っ（
た
）
72

。
な
お
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
と
再
洗
礼
派
と

の
関
係
は
、
後
に
大
き
な
問
題
と
な
り
、
結
果
と
し
て
そ
の
案
件

は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
宗
教
改
革
運
動
の
進
展
を
妨
げ
る
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
近
郊
の

農
村
で
も
宗
教
改
革
が
広
ま
っ
て
い
た
。

　

一
五
二
四
年
の
復
活
祭
後
に
市
参
事
会
は
、
条
令
を
公
布
し
て

聖
画
像
の
保
護
を
命
じ
た
。
市
参
事
会
は
、
再
び
道
徳
に
関
わ
る

三
四
四



一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

七
七　
（

立
法
行
為
に
着
手
し
、
一
四
・
一
五
世
紀
に
公
布
し
た
条
令
の
内

容
を
先
鋭
化
し
、
拡
大
し
た
。「
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
内
の
乞
食

と
貧
し
い
人
々
に
関
す
る
条
令
」
に
よ
っ
て
、
市
参
事
会
は
、
世

俗
権
力
に
よ
る
救
貧
制
度
の
掌
握
に
向
か
っ
て
決
定
的
な
一
歩
を

踏
み
出
し
た
。
修
道
院
や
教
会
の
内
部
だ
け
で
な
く
、
通
り
に
お

い
て
も
物
乞
い
は
禁
じ
ら
れ
、
す
べ
て
の
貧
民
は
、
二
つ
の
大
き

な
市
の
施
設
、
つ
ま
り
施
療
院
（Spital

）
と
救
霊
院
（Seel

haus

）
に
移
動
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
修
道
院
と
聖
ア
グ
ネ
ス
女
子
修
道
院
は
、
市
の
貧
民
へ
の
支
出

に
対
す
る
寄
付
金
を
毎
年
提
供
す
る
義
務
を
負
っ
た
。
私
的
な
慈

善
行
為
は
、
新
し
い
条
令
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
跣
足
修
道
士
（Barfüsserm
önche
）
や
ベ
ギ
ン
会
士
が

喜
捨
を
集
め
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
計
が
苦
し

く
な
っ
た
者
に
は
、
毎
年
の
補
償
金
が
確
約
さ
れ
た
。
さ
ら
に
市

参
事
会
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
に
お
い
て
献
金
箱
を
設
置
さ
せ

た
。
そ
の
よ
う
に
市
参
事
会
は
、
冷
静
な
決
断
力
と
慎
重
さ
を
も

っ
て
、
宗
教
的
な
対
立
が
社
会
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
を
制

御
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ（
る
）
73

。
一
五
二
四
年
五
月
頃
に
ホ
フ
マ
イ

ス
タ
ー
は
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
リ
ン
の
代
わ
り
に
、
聖

ヨ
ハ
ネ
教
会
の
教
区
付
き
司
祭
に
就
任
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
、

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
が
重
要
な

発
言
権
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ（
る
）
74

。　

（
二
）
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
の
生
涯

　

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
関
す
る
一
五
二
四
年
の

史
料
を
よ
り
正
確
に
考
察
す
る
た
め
に
は
、
当
時
同
修
道
院
長
の

地
位
に
就
い
て
い
た
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
と
い

う
人
物
に
つ
い
て
、
時
代
的
に
少
し
遡
っ
て
、
や
や
詳
し
く
言
及

す
る
必
要
が
あ
る
。
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
の
生
年
は
一
四
七
三

年
あ
る
い
は
一
四
七
五
年
と
推
定
さ
れ
、
彼
が
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
の

石
工
の
家
系
の
出
身
で
あ
り
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
に
派
遣
さ
れ

た
こ
と
は
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
在
学
期
間
は
明
白
に
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
彼
が
そ
の
他
の
大
学
に
通
っ
て
い
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
わ
か
っ
て
い
な
い
。
一
四
九
三
年
三
月
一

七
日
に
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
、
修
道
会
の
着
衣
式
に
参
加
し
、

一
四
九
四
年
三
月
二
一
日
に
修
道
誓
願
を
立
て
た
。
一
四
九
六
年

一
〇
月
一
日
に
彼
は
初
ミ
サ
（Prim

iz

）
を
主
催
し
、
そ
し
て
一

五
〇
一
年
九
月
三
日
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
に
選
ば
れ
、

同
年
九
月
一
九
日
に
叙
階
さ
れ
た
。
一
五
〇
二
年
一
月
六
日
に
彼

は
、
最
初
の
司
教
盛
式
ミ
サ
（Pontifikalam

t

）
を
挙
行
し（
た
）
75

。

　

二
〇
年
以
上
も
の
間
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ

リ
ゲ
ン
修
道
院
に
属
す
る
広
大
な
所
領
を
経
営
し
、
そ
れ
に
付
随

三
四
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す
る
支
配
権
を
行
使
し
て
い
た
。
先
述
の
と
お
り
、
こ
の
修
道
院

の
所
領
は
各
地
に
散
在
し
、
そ
れ
は
東
西
に
は
マ
イ
エ
ン
フ
ェ
ル

ト
か
ら
中
部
ラ
イ
ン
地
方
に
ま
で
、
南
北
に
は
フ
ィ
ー
ア
ヴ
ァ
ル

ト
シ
ュ
テ
ッ
テ
湖
や
ア
ー
レ
川
流
域
か
ら
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
地

方
や
ア
ル
ゴ
イ
地
方
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
中
近
世
の
修
道
院

の
所
領
経
営
は
、
複
雑
な
法
的
関
係
の
も
と
に
あ
っ
た
の
で
、
決

し
て
そ
れ
は
容
易
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の
土
地

領
主
と
の
争
い
、
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
フ
ェ
ー
デ
に
よ
る
貴
族
の

攻
撃
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
政
治
的
紛
糾
、
封
建
的
な
支
配
関
係
の

不
明
瞭
さ
な
ど
が
、
歴
代
の
修
道
院
長
た
ち
を
悩
ま
し
て
き
た
が
、

そ
れ
に
十
分
に
対
処
で
き
る
ほ
ど
の
行
政
手
腕
を
も
っ
て
い
た
修

道
院
長
は
少
な
か
っ
た
。
一
四
四
二
～
一
四
六
六
年
に
ア
ラ
ー
ハ

イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
を
つ
と
め
た
ヴ
ィ
ー
ク
ザ
ー
（Berchtold 

W
iechser

）
は
、
浪
費
家
で
あ
っ
た
た
め
、
か
つ
て
裕
福
で
あ

っ
た
同
修
道
院
を
財
政
難
に
陥
ら
せ
、
際
限
の
な
い
混
乱
に
巻
き

込
ん
だ
。
そ
の
後
継
者
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
デ
テ
ィ
コ
フ
ァ
ー
は
、

上
述
の
よ
う
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
の
関
係
改
善
を
求
め
て

熱
心
に
活
動
し
た
が
、
旧
来
の
権
利
や
秩
序
を
完
全
に
は
取
り
戻

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
四
八
九
年
～
一
五
〇
一
年
の
間
ア

ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
に
在
職
し
て
い
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ

ィ
ッ
テ
ン
ハ
ン
も
、
同
修
道
院
を
十
分
に
は
再
建
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
彼
は
新
し
い
土
地
台
帳
（Grundzinsbuch

）
を

作
成
し
、
五
人
委
員
の
前
で
領
民
に
対
し
て
地
代
の
支
払
い
義
務

を
認
め
さ
せ
た
が
、
彼
の
時
代
に
多
く
の
重
要
な
案
件
が
解
決
さ

れ
な
い
ま
ま
に
残
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
エ

ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ハ
ン
の
死
後
修
道
院
長
職
に

就
い
た
と
き
に
は
、
や
る
べ
き
多
く
の
仕
事
が
山
積
し
て
い
た
の

で
あ（
る
）
76

。

　

エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
の
初
期
在
任
期
間
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン

戦
争
の
影
響
で
、
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
と
ス
イ
ス
盟
約
者

団
と
の
間
の
外
交
関
係
は
悪
化
し
て
い
た
。
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ

ァ
ー
は
、
も
し
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
が
次
の
帝
国
議
会

に
出
席
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
彼
が
不

服
従
な
者
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
威
嚇
を
含
ん
だ
内
容

の
諸
文
書
に
対
処
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
は
、
新
し
い
教
区
教
会
を
設
立
し

て
ほ
し
い
と
い
う
幾
つ
か
の
訴
え
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
同
修
道

院
と
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
と
の
間
に
も
衝
突
が
繰
り
返
し
起
こ
り
、

エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
、
土
地
領
主
権
や
抵
当
権
な
ど
の
ア

ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
権
利
を
維
持
す
る
た
め
に
精
力
的
に

活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
十
分
の
一
税
の
徴

収
権
を
め
ぐ
る
紛
争
も
発
生
し
て
い
た
。
彼
は
、
聖
ブ
ラ
ー
ジ
エ

三
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一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

七
九　
（

ン
修
道
院
と
の
間
に
起
こ
っ
た
、
牧
草
地
や
木
材
伐
採
権
に
関
す

る
争
い
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
や
フ

ュ
ル
ス
テ
ン
伯
と
の
間
に
上
級
裁
判
権
、
森
林
利
用
権
、
狩
猟
権

に
つ
い
て
の
問
題
を
か
か
え
て
い
た
。
そ
の
他
に
ラ
イ
ン
瀑
布
周

辺
の
河
川
に
お
け
る
漁
獲
権
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

た
。
ま
た
、
修
道
院
長
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
の
も
と
で
、
所
領

や
支
配
権
の
購
入
あ
る
い
は
そ
の
売
却
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
周

辺
領
主
と
の
間
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
領
外
婚
・
身

分
外
婚
、
農
奴
承
認
料
な
ど
の
農
奴
領
主
権
の
所
在
に
関
わ
る
問

題
に
も
巻
き
込
ま
れ
、
そ
れ
を
解
決
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
に
は
、
修
道
院
が
も
っ
て
い
た
、

逃
亡
者
の
保
護
に
関
わ
る
ア
ジ
ー
ル
権
を
、
引
き
続
き
維
持
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
彼
は
、
大
聖
堂
内
に
聖
ア
ン
ナ
礼
拝

堂
を
建
設
す
る
こ
と
に
関
与
し
、
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
の
側
廊
の

改
築
に
携
わ
り
、
自
ら
芸
術
家
と
し
て
聖
書
な
ど
の
宗
教
的
な
書

物
の
写
本
を
作
成
し
た
。
彼
の
庇
護
の
も
と
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン

に
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
が
一
層
流
入
し
た
の
で
あ（
る
）
77

。

　

エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
の
修
道
院
長
時
代
の
一
五
二
一
年
に
、

ハ
ー
ラ
ウ
な
ど
の
支
配
権
を
め
ぐ
っ
て
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
戦
争

が
勃
発
し
た
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
周
辺
農
村
の
ノ
イ
ン
キ
ル
ヒ
と

ハ
ー
ラ
ウ
の
上
級
・
下
級
裁
判
権
は
、
古
く
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
ツ

司
教
座
聖
堂
参
事
会
に
属
し
て
い
た
。
当
時
ノ
イ
ン
キ
ル
ヒ
と

ハ
ー
ラ
ウ
に
住
ん
で
い
た
領
民
は
、
同
司
教
座
聖
堂
参
事
会
に
対

し
て
十
分
の
一
税
に
関
す
る
訴
え
を
提
出
し
て
い
た
。
領
民
と
司

教
と
の
対
立
を
利
用
し
て
、
一
五
二
一
年
八
月
二
〇
日
に
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
軍
事
侵
攻
を
行
い
、
そ
の
二
つ
の
地
域
を
武
力
で

占
領
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院

は
、
政
治
的
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
側
に
つ
い
た
。
ハ
ー
ラ
ウ
の

領
民
は
、
ス
イ
ス
盟
約
者
団
に
属
す
る
自
由
な
者
と
い
う
感
覚
か

ら
、
こ
の
侵
攻
を
歓
迎
し
た
が
、
し
か
し
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は

旧
来
の
支
配
関
係
を
存
続
さ
せ
、
彼
ら
の
生
活
状
況
の
改
善
に
は

あ
ま
り
配
慮
し
な
か
っ
た
。
ス
イ
ス
盟
約
者
団
の
仲
裁
を
経
て
、

よ
う
や
く
一
五
二
五
年
に
八
五
〇
〇
グ
ル
デ
ン
で
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ

ン
が
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
か
ら
そ
の
権
限
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
司
教
と
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
は
一
応

の
解
決
に
至
っ
た
が
、
自
治
意
識
の
強
い
ノ
イ
ン
キ
ル
ヒ
と
ハ
ー

ラ
ウ
の
農
民
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
決
着
は
と
て
も
満
足

で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ（
る
）
78

。　

　

福
音
の
前
進
の
た
め
に
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
が
尽
力
し
た
こ

と
は
、
修
道
院
長
と
し
て
の
高
い
地
位
を
放
棄
し
か
ね
な
い
危
険

性
を
内
包
し
て
い
た
。
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
、
文
芸
を
愛
好

し
、
聖
務
日
課
を
敬
虔
に
守
り
、
封
建
的
な
特
権
を
上
手
に
行
使

三
四
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す
る
領
主
と
し
て
の
風
格
を
兼
ね
備
え
て
い
た
が
、
彼
は
修
徳
の

観
点
か
ら
、
当
時
の
修
道
生
活
が
乱
れ
て
い
る
と
考
え
、
そ
れ
を

是
正
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー

は
、
一
五
二
三
年
の
第
一
回
チ
ュ
ー
リ
ヒ
公
開
討
論
会
の
と
き
に

は
ま
だ
曖
昧
な
立
場
に
立
っ
て
い
た
が
、
次
の
第
二
回
公
開
討
論

会
を
契
機
に
し
て
、
宗
教
改
革
の
支
持
者
と
し
て
の
姿
勢
を
よ
り

明
確
に
示
し
、
聖
書
と
そ
の
信
仰
の
促
進
に
役
立
つ
こ
と
な
ら
す

べ
て
を
実
行
す
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
の
神

秘
主
義
者
ヨ
ハ
ネ
ス
・
タ
ウ
ラ
ー
の
印
刷
版
の
『
説
教
集
』
を
愛

読
し
、
自
ら
の
手
で
そ
の
書
物
の
中
に
数
多
く
の
下
線
と
傍
注
を

書
き
込
み
、
タ
ウ
ラ
ー
が
修
道
士
の
外
面
的
な
敬
虔
さ
と
内
面
的

な
敬
虔
さ
を
対
比
し
て
言
及
し
て
い
る
箇
所
に
関
心
を
示
し
た
の

で
あ（
る
）
79

。

　

エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
に
関
わ
る
史
料
と
し
て
は
、
彼
に
宛
て

て
送
ら
れ
た
五
つ
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
彼
が
ど
の

よ
う
な
人
々
と
の
間
に
交
流
を
も
っ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
彼
が

ど
の
よ
う
な
人
柄
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
部
分
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
①
「
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
の
ヨ
ア
ヒ

ム
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
か
ら
の
ラ
テ
ン
語
の
手
紙
」（
一
五
二
〇
年

七
月
二
九
日
）、
②
「
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ア
ム
・
ラ
イ
ン
の
エ
ラ
ス

ム
ス
・
フ
ァ
ブ
リ
テ
ィ
ウ
ス
か
ら
の
ラ
テ
ン
語
の
手
紙
」（
一
五

二
〇
年
）、
③
「
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
聖
堂
参
事
会
員
で
あ
る
ヨ
ハ

ン
・
ハ
グ
ナ
ウ
ア
ー
か
ら
の
ラ
テ
ン
語
の
手
紙
」（
一
五
二
〇
年
）、

④
「
ウ
ィ
ー
ン
の
大
学
生
で
あ
る
同
姓
同
名
の
甥
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・

エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
か
ら
の
ラ
テ
ン
語
の
手
紙
」（
一
五
二
一

年
三
月
七
日
）、
⑤
「
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
フ
ー
ゴ
・
フ
ォ
ン
・

ホ
ー
エ
ン
ラ
ン
デ
ン
ベ
ル
ク
か
ら
の
ド
イ
ツ
語
の
手
紙
」（
一
五

二
二
年
）
で
あ（
る
）
80

。
前
述
の
と
お
り
、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
は
、
ザ
ン

ク
ト
・
ガ
レ
ン
市
長
を
経
験
し
た
人
文
主
義
者
で
宗
教
改
革
者
の

支
持
者
で
あ
っ
た
が
、
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
彼
と
の
間
に
思

想
的
な
近
さ
や
親
密
な
関
係
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
エ
ラ

ス
ム
ス
・
フ
ァ
ブ
リ
テ
ィ
ウ
ス
（
ド
イ
ツ
語
名Erasm

us 
Schm

id

）
は
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
古
く
か
ら
の
友
人
の
一
人
で

あ（
り
）
81

、
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
と
も
親
交
を
も
ち
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
グ

ロ
ー
ス
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
と
一
緒
に
仕
事
に
従
事

し
、
第
一
回
チ
ュ
ー
リ
ヒ
公
開
討
論
会
に
出
席
し
て
い
た
。
フ
ァ

ブ
リ
テ
ィ
ウ
ス
が
シ
ュ
タ
イ
ン
・
ア
ム
・
ラ
イ
ン
か
ら
ル
タ
ー
の

著
作
と
推
定
さ
れ
る
書
籍
を
、
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
に
贈
っ
て

い
た
形
跡
が
あ
る
。
そ
の
本
を
エ
ゲ
ン
ス
ド
ル
フ
ァ
ー
は
、
ア
デ

ル
フ
ィ
な
ど
と
一
緒
に
講
読
し
て
い
た
と
思
わ
れ（
る
）
82

。
ヨ
ハ
ン
・

ハ
グ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
グ
ロ
ー
ス
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で

聖
堂
参
事
会
員
と
葡
萄
酒
貯
蔵
室
監
督
（V

inarius, K
eller

三
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一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

八
一　
（

m
eister

）
の
仕
事
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
第
二
回
チ
ュ
ー

リ
ヒ
討
論
会
に
参
加
し
て
い
た
。
彼
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
ツ
ヴ

ィ
ン
グ
リ
の
死
か
ら
八
年
後
の
一
五
三
九
年
一
〇
月
一
一
日
の
こ

と
で
あ（
る
）
83

。
ハ
グ
ナ
ウ
ア
ー
の
手
紙
で
は
、
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ゲ

ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
の
人
柄
に
つ
い
て
、
善
意
に
溢
れ
て
親
切
で
、

世
話
好
き
で
、
他
者
の
幸
せ
の
た
め
に
尽
力
し
、
若
者
へ
の
理
解

が
あ
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
修
道
院
長
エ
ゲ
ン
ス
ド
ル

フ
ァ
ー
は
貧
し
い
学
生
で
あ
っ
た
甥
に
、
金
銭
や
衣
服
の
生
地
を

送
る
な
ど
の
援
助
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
エ
ゲ
ン
ス
ド
ル
フ

ァ
ー
の
妹
ア
ン
ナ
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
聖
ア
グ
ネ
ス
女
子
修

道
院
の
修
道
女
で
あ
り
、
彼
の
姪
も
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
生
活
し

て
い（
た
）
84

。 　

　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
読
書
サ
ー
ク
ル
に
属
す
る
人
々
と
ル
タ
ー

と
の
間
に
、
間
違
い
な
く
人
的
交
流
関
係
が
築
か
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
一
五
一
九
年
に
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
か
ら
三
人

の
修
道
士
が
北
方
に
赴
い
て
、
ル
タ
ー
の
知
人
で
あ
る
ア
グ
リ
コ

ラ
と
知
り
合
い
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
、

修
道
士
の
一
人
で
あ
る
マ
テ
ィ
ア
ス
・
パ
イ
ヤ
ー
・
イ
ム
・
ホ
ー

フ
を
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に
派
遣
し
、
ル
タ
ー
や
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン

の
も
と
で
学
ば
せ
た
の
で
あ
る
。
イ
ム
・
ホ
ー
フ
は
、
コ
リ
ン
ト

人
へ
の
手
紙
に
関
す
る
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
の
講
義
に
参
加
し
、
そ
の

書
き
抜
き
集
を
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
も
ち
帰
っ
た
が
、
読
書
サ
ー

ク
ル
の
人
々
は
、
そ
れ
を
熱
心
に
講
読
し
た
。
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
大
学
で
学
ん
だ
経
験
の
あ
る
、
上
述
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
エ
ク

ス
リ
は
、
一
五
二
三
年
八
月
六
日
に
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修

道
院
の
読
書
サ
ー
ク
ル
の
成
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
ま
た
、

ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
も
、
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ

ァ
ー
の
サ
ー
ク
ル
の
中
で
最
も
重
要
な
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
が
主
催
し
て
い
た
読
書
会
は
、
活
発
に
活

動
し
、
そ
こ
に
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
も
時
々
訪
問
し
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
外
部
か
ら
の
参
加
者
と
し
て
は
、
そ
の
他
に
シ
ュ
タ
イ
ン
の

エ
ラ
ス
ム
ス
・
フ
ァ
ブ
リ
テ
ィ
ウ
ス
と
ヴ
ァ
ル
ツ
フ
ー
ト
の
バ
ル

タ
ザ
ー
ル
・
フ
ー
プ
マ
イ
ア
が
想
定
さ
れ（
る
）
85

。
こ
の
よ
う
に
エ
ゲ

ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
宗
教
改
革
を
推
進
し
た
修
道
院
長
、
あ
る
い

は
宗
教
改
革
の
先
駆
者
と
表
現
で
き
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

一
五
二
四
年
の
修
道
院
廃
棄
契
約
以
後
も
、
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ

ァ
ー
は
、
元
修
道
士
た
ち
と
と
も
に
旧
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道

院
の
建
物
の
中
で
生
活
し
、
彼
ら
に
は
共
同
の
食
事
処
、
聖
職
禄
、

住
居
が
確
保
さ
れ
て
い
た
。
大
聖
堂
で
の
礼
拝
も
、
引
き
続
き
彼

ら
が
担
当
し
た
。
そ
の
他
の
権
利
と
義
務
に
関
し
て
、
彼
ら
は
市

民
と
同
等
に
置
か
れ
た
。
一
五
二
六
年
に
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー

三
四
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は
、
ス
イ
ス
の
宗
教
改
革
の
進
展
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
た
。
ツ

ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
助
力
者
で
あ
る
カ
ス
パ
ー
ル
・
メ
ガ
ン
ダ
ー
が
、

コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
の
役
人
に
よ
っ
て
捕
縛
さ
れ
、
監
獄
ま
で
護

送
さ
れ
る
計
画
に
な
っ
て
い（
た
）
86

。
そ
の
一
行
が
旧
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ

ゲ
ン
修
道
院
の
敷
地
を
通
過
し
た
と
き
に
、
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ

ァ
ー
は
、
古
い
ア
ジ
ー
ル
権
を
主
張
し
て
、
メ
ガ
ン
ダ
ー
の
解
放

を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
聖
ア
グ
ネ
ス
女
子
修
道
院
か
ら
脱
会

し
て
い
た
妹
の
ア
ン
ナ
・
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
、
一
五
二
七

年
一
二
月
二
日
に
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
エ
ラ
ス
ム
ス
・
リ
ッ

タ
ー
と
結
婚
し
た
。
リ
ッ
タ
ー
は
、
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
追
放
後
に
、

こ
の
町
で
は
最
も
熱
心
に
宗
教
改
革
の
た
め
に
尽
力
し
た
人
物
の

一
人
で
あ
っ
た
。
一
五
二
八
年
に
市
参
事
会
が
聖
画
像
や
ミ
サ
の

問
題
に
関
し
て
、
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、

そ
の
回
答
に
お
い
て
彼
は
、
ミ
サ
は
犠
牲
で
も
善
き
業
で
も
な
く
、

神
と
の
契
約
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
明
ら
か
に
し
、
聖
餐
式
に
お

け
る
キ
リ
ス
ト
の
臨
在
を
信
じ
て
い
た
。
そ
し
て
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル

フ
ァ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
ミ
サ
の
意
味
は
人
々
に
説
明
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
を
民
衆
に
強
制
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
と
主
張
し（
た
）
87

。

　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
宗
教
改
革
を
正
式
に
導
入
す
る
以
前
に
、

エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
秘
密
裏
に
元
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
女
ア
グ

ネ
ス
・
ケ
ラ
ー
と
結
婚
し
、
一
五
二
七
年
三
月
八
日
に
二
人
の
間

に
長
男
が
誕
生
し
、
一
五
二
八
年
二
月
一
〇
日
に
は
次
男
ミ
ヒ
ャ

エ
ル
が
生
ま
れ
て
い
た
。
一
五
二
九
年
の
聖
ミ
カ
エ
ル
大
天
使
の

日
（
九
月
二
九
日
）
の
後
に
、
市
参
事
会
が
ミ
サ
の
廃
棄
を
決
定

し
、
こ
れ
ま
で
の
礼
拝
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ

ァ
ー
の
聖
職
者
と
し
て
の
仕
事
は
、
も
う
あ
ま
り
多
く
は
残
さ
れ

て
は
い
な
か
っ
た
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
改
革
派
に
移
行
し
た

後
し
ば
ら
く
し
て
、
彼
は
一
五
二
九
年
一
二
月
一
八
日
に
教
会
で

正
式
に
結
婚
式
を
挙
行
し
、
商
人
ツ
ン
フ
ト
の
成
員
と
な
っ
た
。

彼
の
聖
職
禄
は
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
既
に
消
滅

し
つ
つ
あ
っ
た
。
一
五
三
〇
年
に
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
た
ち
が

聖
職
禄
の
改
善
の
た
め
に
市
参
事
会
を
訪
問
し
た
と
き
に
、
今
回

は
要
望
を
か
な
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
問
題
の
解
決

は
一
年
後
に
延
期
す
る
と
い
う
返
答
を
受
け
た
。
一
五
三
四
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
の
文
書
で
は
、
毎
年
の
年
金
と
し
て
、
住
居
、
食
糧
、

ワ
イ
ン
な
ど
が
彼
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
か
ら

判
断
す
る
と
、
彼
と
そ
の
妻
の
生
活
は
少
し
苦
し
い
も
の
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
る
。
彼
の
妻
ア
グ
ネ
ス
は
、
彼
よ
り
早
く
一
五
四

六
年
三
月
七
日
に
亡
く
な
り
、
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
に
家
屋
を

遺
産
と
し
て
残
し
た
が
、
そ
の
後
そ
の
家
は
売
却
さ
れ
た
。
エ
ゲ

ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
は
、
最
期
ま
で
旧
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院

三
五
〇
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二
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年
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い
て
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の
建
物
で
生
活
し
た
。
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ
ァ
ー
が
こ
の
世
を
去
っ

た
の
は
、
妻
の
死
か
ら
六
年
後
の
一
五
五
二
年
一
月
二
五
日
の
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
年
齢
は
七
〇
歳
を
超
え
て
い
た
。
彼
の
墓
は
、

市
民
墓
地
の
中
に
建
て
ら
れ
た
の
で
あ（
る
）
88

。

第
三
章　

  
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
関
す

る
契
約
内
容
（
一
五
二
四
年
）
に
つ
い
て

　

一
五
二
四
年
五
月
一
〇
日
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
契
約
を
結
び
、
同
修
道
院
が
聖
堂
参
事
会

へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
と
い
う
重
大
な
決
断
を
く
だ
し

た
が
、
そ
の
背
景
に
は
上
述
し
た
よ
う
な
状
況
が
存
在
し
て
い
た
。

ま
ず
こ
の
史
料
の
特
質
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
す
る
と
、
そ
れ
は

主
要
契
約
書
（H

auptvertrag

）
と
追
加
契
約
書
（N

ebenver
trag

）
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
正
式
な
合
意
が
成

立
す
る
前
に
書
か
れ
た
原
案
（
七
枚
）
も
残
さ
れ
て
い（
る
）
89

。
こ
の

契
約
書
の
正
式
な
原
本
自
体
は
、
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
原
本
の

清
書
の
写
し
が
残
さ
れ
て
い（
る
）
90

。
そ
れ
は
、
四
〇
枚
に
及
ぶ
史
料

で
は
あ
る
が
、
押
印
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
正
式
文
書
と

い
う
よ
り
は
当
時
書
か
れ
た
原
本
の
写
し
と
判
断
で
き
る
。
主
要

契
約
書
に
関
し
て
の
み
、
口
述
筆
記
さ
れ
た
原
本
の
草
案
（
三
三

枚
）
が
残
さ
れ
て
い（
る
）
91

。
内
容
上
、
主
要
契
約
書
は
二
三
条
項
に

分
け
ら
れ
、
追
加
契
約
書
は
一
八
条
項
に
分
類
で
き
る
が
、
原
典

史
料
に
条
項
番
号
は
付
与
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
特
別

に
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
。

　

ま
ず
主
要
契
約
書
の
序
文
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。「
一
方
の
当
事
者
で
あ
る
私
た
ち
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
内

に
あ
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
修
道
院
長
と
そ
の
一
般
の

修
道
士
た
ち
（convent

）
と
、
他
方
の
当
事
者
で
あ
る
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
市
自
体
の
市
長
、
大
小
市
参
事
会
は
、
こ
の
文
書
で
以

下
の
内
容
を
明
白
に
確
認
し
、
す
べ
て
の
者
に
告
知
す
る
。
そ
の

契
約
に
よ
れ
ば
、
私
た
ち
両
者
は
次
の
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

私
た
ち
は
、
注
目
す
べ
き
強
い
善
き
正
規
の
理
由
か
ら
、
全
能
に

し
て
私
た
ち
の
天
の
父
な
る
創
造
者
で
あ
る
神
と
、
そ
の
永
遠
な

る
御
子
で
私
た
ち
の
主
で
誉
め
称
え
ら
れ
る
べ
き
救
い
主
で
あ
る

キ
リ
ス
ト
に
対
し
て
、
上
述
の
指
定
の
私
た
ち
の
修
道
院
に
お
け

る
霊
的
な
い
し
は
世
俗
的
な
事
柄
に
お
い
て
変
更
を
行
っ（
た
）
92

」
と
。

こ
こ
で
こ
の
契
約
の
両
当
事
者
が
明
記
さ
れ
、
誰
の
意
志
で
全
体

と
し
て
ど
の
よ
う
な
分
野
で
の
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て

示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
と
そ

の
修
道
士
た
ち
と
、
そ
し
て
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
長
と
そ
の
大
小

市
参
事
会
と
の
間
で
合
意
が
成
立
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
聖
俗
の
両

面
に
お
け
る
修
道
院
の
改
革
が
実
行
に
移
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

三
五
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の
史
料
で
同
修
道
院
側
の
了
解
も
あ
っ
た
事
実
が
、
は
っ
き
り
と

明
示
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

第
一
条
で
は
、
次
の
よ
う
に
こ
の
契
約
の
根
本
的
な
目
的
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る
。「
第
一
に
、
私
た
ち
両
当
事
者
は
、
私
た
ち
が

も
っ
て
い
る
私
た
ち
の
自
由
の
も
と
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
私
た
ち
修
道
院
長
と
そ
の
修
道
士
た
ち
は
、
も
は
や
、

修
道
院
長
や
修
道
士
と
は
呼
ば
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
今
後
一
二

人
の
聖
堂
参
事
会
員
（capitulares

）
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
彼

ら
は
修
道
院
の
財
産
で
、
こ
れ
ま
で
各
人
に
特
別
な
住
居
と
聖
職

者
の
養
老
年（
金
）
93

の
供
与
が
提
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
居
住
す
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ
以
上
の
者
が
そ
れ
を
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
そ
し
て
私
た
ち
の
中
か
ら
、
私
た
ち
は
一
人
の
首
長

（obm
ann

）
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
者
は
、
そ
の
役
職
の
ゆ

え
に
、
聖
堂
参
事
会
長
（bropst

）
と
い
う
名
で
呼
ば
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
聖
堂
参
事
会
長
を
、
私
た
ち
聖
堂
参
事
会
（capi

tel

）
は
、
信
頼
で
き
る
選
挙
で
、
後
述
す
る
五
人
の
裁
判
官
の

前
で
選
ぶ
べ
き
で
あ
る
。
聖
堂
参
事
会
長
は
、
私
た
ち
の
良
心
に

依
拠
し
て
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
勇
敢
で
適
切
だ
と
思
わ
れ
る

人
物
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
五
人
の
裁
判
官
は
、
私
た
ち
か
ら
そ

の
よ
う
な
選
挙
で
推
薦
さ
れ
、
そ
れ
を
受
諾
し
た
者
で
あ（
る
）
94

」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
両
当
事
者
が
享
受
し
て
い
た
自
由
は

今
後
も
存
続
す
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
由
が
実

際
に
何
を
意
味
す
る
の
か
は
判
然
と
は
し
な
い
が
、
そ
れ
に
は
旧

来
の
特
権
的
立
場
が
部
分
的
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い

な（
い
）
95

。
こ
の
条
項
に
よ
れ
ば
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
解

散
し
て
聖
堂
参
事
会
へ
と
移
行
し
、
そ
の
修
道
院
長
と
修
道
士
に

対
し
て
は
、
聖
堂
参
事
会
員
へ
の
名
称
変
更
が
な
さ
れ
る
べ
き
と

さ
れ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
引
き
続
き
一
二
人
の
聖
堂
参
事

会
員
は
、
修
道
院
の
建
物
に
居
住
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
彼
ら

の
中
か
ら
聖
堂
参
事
会
長
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
そ

の
選
挙
は
、
五
人
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
、
聖
職
者
の
選

出
権
が
部
分
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
五
人
の
裁
判
官
と
は
、
以

前
か
ら
各
地
の
修
道
院
長
と
の
交
渉
を
行
っ
て
き
た
五
人
委
員
の

こ
と
を
指
す
。
こ
の
五
人
委
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
第
五

条
で
言
及
さ
れ
る
。
聖
堂
参
事
会
員
の
定
員
の
上
限
が
一
二
名
と

定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
市
参
事
会
の
影
響
力
を
示
し
て
い
る
。
市

内
で
よ
り
多
く
の
聖
職
者
が
生
活
す
る
こ
と
は
、
市
民
に
と
っ
て

は
経
済
的
負
担
が
増
え
か
ね
な
い
よ
う
な
事
態
を
意
味
し
て
い
た
。

さ
ら
に
第
一
条
に
お
い
て
、
聖
堂
参
事
会
員
や
そ
の
会
長
の
地
位

に
、
死
去
な
ど
に
よ
っ
て
欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
選
出
方
法
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
と
し
て
は
、
聖
堂
参
事
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員
に
よ
っ
て
そ
の
会
長
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
対
し
て
聖
堂
参
事
員
の
欠
員
補
充
選
挙
に
つ
い
て
は
、
市

長
や
市
参
事
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
市
出
身
者
の
中
か
ら
補
充
人
員
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
た
事
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
世
俗
権
力
が
聖
職
者

の
人
事
権
に
部
分
的
に
介
入
で
き
る
こ
と
が
こ
こ
に
明
文
化
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
第
一
条
で
は
、
聖
職
禄
の
交
換
や
売
買

な
ど
の
取
引
が
禁
止
さ
れ
、
聖
職
者
の
中
で
還
俗
し
た
い
者
が
い

る
な
ら
ば
、
資
金
的
な
見
返
り
な
し
に
聖
職
禄
を
放
棄
す
べ
き
と

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
っ
て
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院

は
、
も
は
や
修
道
院
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
聖
職
者
の
団
体
と
し

て
は
、
依
然
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
の
第
二
条
に
お
い
て
、「
私
た
ち
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参

事
会
は
、
相
続
に
関
し
て
、
特
に
誰
で
も
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
て

い
る
も
の
を
、
こ
こ
に
い
る
他
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民
の
よ
う

に
、
相
続
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
相
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
私
た
ち
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
員
の
親（
戚
）
96

は
、
い
わ
ゆ
る
査
定
さ
れ
た
私
た
ち
の
聖
職
者
の
養
老
年
金
か
ら
、

私
た
ち
が
貯
蓄
し
、
提
示
で
き
る
も
の
を
、
相
続
す
る
こ
と
が
で

き（
る
）
97

」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂

参
事
会
員
に
は
、
市
民
と
同
様
に
財
産
の
相
続
権
が
認
め
ら
れ
、

さ
ら
に
そ
の
財
産
は
、
彼
ら
の
親
戚
に
よ
っ
て
相
続
さ
れ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、
都
市
の
有
力
者
が
ア
ラ
ー

ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
と
の
深
い
繋
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
暗

示
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
関
係
者
が
聖
堂
参
事
会
長
や
聖
堂
参

事
会
員
の
地
位
を
引
き
継
ぐ
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な

お
当
初
は
、
修
道
院
長
を
除
い
て
一
五
名
に
よ
っ
て
こ
の
聖
堂
参

事
会
が
構
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
何
か
の
事
情
に

よ
っ
て
そ
の
数
が
減
少
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
そ
の
一
五

名
の
姓
名
を
示
す
と
、
そ
れ
はLudw

ig K
übler, N

iclaus H
ö

nysen, C
onrad R

am
sow

er, H
ans M

eß
ner, W

ilhelm
 

Schupp, C
onstanz Stahel, H

ans Schüfeli, Lienhart 
Ziegler, Conrad Syfrid, Joh. Conrad Irm

ensee, Conrad 
Ziegler, T

hom
as A

ntonius Y
senschm

id, W
olfgang K

och, 
M

athäus Peyer, M
ichel Blank

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い（
る
）
98

。
特
にZiegler

やPeyer

と
い
う
家
名
か
ら
判
断

し
て
、
そ
の
中
に
二
人
の
市
長
の
親
戚
と
思
わ
れ
る
三
名
の
人
物

の
存
在
が
確
認
で
き
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
こ
と
か
ら
ア
ラ
ー

ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
都
市
有
力
者
と
の
密
接
な
関
係
を
有
し
て

い
た
可
能
性
は
高（
い
）
99

。

　

第
三
条
で
は
、「
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
こ
れ
ま
で
こ



史
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こ
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
（pfarrkichen

）

の
一
人
の
主
任
司
祭
も
選
出
し
、
任
命
し
て
い
た
の
で
、
私
た
ち

聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
に
は
、
今
後
そ
の
よ
う
な
権
限
が

付
与
さ
れ
、
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
私
た
ち
は
、

学
識
が
あ
り
勇
敢
で
熟
達
し
た
人
物
で
、
し
か
も
私
た
ち
と
市
長

と
市
参
事
会
に
と
っ
て
適
切
で
好
ま
し
い
者
か
ら
主
任
司
祭
を
提

示
す
べ
き
で
あ
る
。
私
た
ち
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
が
一

人
の
主
任
司
祭
を
選
ぶ
以
前
に
、
私
た
ち
は
そ
の
者
を
市
長
や
市

参
事
会
に
事
前
に
届
け
出
る
べ
き
で
あ
り
、
市
長
と
市
参
事
会
の

意
志
に
反
し
て
い
か
な
る
主
任
司
祭
も
、
市
長
と
市
参
事
会
に
要

求
し
て
は
な
ら
な（
い
）
100

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
れ
に
よ
っ

て
、
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
員
は
、
従
来
通
り
に
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
の
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
の
一
人
の
主
任
司
祭
を
選
出
し
、

任
命
す
る
権
限
を
も
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
が
、
し
か
し
な
が
ら
、

司
祭
選
出
の
際
に
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
に
よ
る
強
力

な
人
事
介
入
の
権
限
が
明
記
さ
れ
、
そ
の
意
志
に
反
し
た
人
物
の

任
命
は
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
第
三
条

に
お
い
て
一
人
の
主
任
司
祭
の
給
料
は
、
毎
年
総
計
一
五
グ
ル
デ

ン
で
あ
り
、
そ
れ
を
聖
堂
参
事
会
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
他
に
、
助
手
（helfer

）
や
聖
具
室
係
の
給
与
に
つ
い

て
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
は
、

聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
の
一
人
の
特
別
な
説
教
師
（predi

canten

）
を
任
命
す
る
権
限
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

も
、
そ
の
説
教
師
の
給
料
は
、
市
当
局
で
は
な
く
、
聖
堂
参
事
会

が
負
担
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
も
重
要
な
点
は
、
こ
れ

ら
の
聖
職
者
た
ち
が
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
の
意
向
に
反

す
る
行
動
を
と
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
者
は
罷
免
さ
れ
、
聖
堂
参

事
会
は
そ
の
代
わ
り
の
聖
職
者
を
選
出
し
、
任
命
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
と
い

う
市
内
で
最
も
重
要
な
教
会
で
働
く
聖
職
者
の
罷
免
権
が
、
事
実

上
都
市
当
局
に
帰
属
す
る
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
は
、
下
僕
な
ど
に
命

じ
て
馬
、
荷
車
、
荷
馬
車
、
そ
の
他
の
道
具
を
用
い
て
、
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
関
わ
る
建
築
、
工
作
、
運
搬
の
た
め
に
奉
仕
を
行

う
義
務
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
同
時
に
、

第
四
条
で
は
、
裁
判
権
な
ど
の
封
建
的
支
配
権
の
所
在
が
変
更
さ

れ
、
次
の
よ
う
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
私
た
ち
聖
堂
参
事
会
長

と
聖
堂
参
事
会
は
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
都
市
の
共
同
の
事
柄
の
た

め
に
、
…
中
略
… 

以
下
の
よ
う
な
も
の
を
譲
渡
し
た
。
す
な
わ

ち
、
私
た
ち
の
修
道
院
に
所
属
し
て
い
た
上
流
か
ら
下
流
の
水
車

用
堰
（w

uere

）
に
あ
る
す
べ
て
の
水
車
（m

ülinen

）
と
そ
の

水
車
小
屋
、
そ
れ
に
加
え
て
上
述
の
水
車
地
区
に
属
し
て
い
た
製
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粉
所
、
水
車
用
堰
、
用
水
、
水
利
、
…
中
略
…
そ
し
て
さ
ら
に
、

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
（Rinhart

）
と
呼
ば
れ
た
オ
ー
ク
の
森
（
を
市

参
事
会
に
譲
渡
し
た
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
（
市
民
た
ち
）
は
、

こ
の
水
車
と
水
車
小
屋
と
そ
の
付
属
物
を
そ
こ
か
ら
改
良
し
、
改

築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
彼
ら
が
上
述
の
水
車
関
連
の
建
造

物
の
利
用
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
そ
の
共
同
の
都
市
の
他
の
建
造

物
の
た
め
に
、
木
材
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
、
そ
れ
ら

の
木
材
を
、
私
た
ち
の
修
道
院
の
す
べ
て
森
林
で
、
…
中
略
… 

以
前
の
よ
う
に
伐
採
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
も
し
私
た

ち
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
者
が
そ
の
よ
う
な
伐
採
を
行
い
た
い
と
き

に
は
、
私
た
ち
は
事
前
に
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
に
そ
の

こ
と
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
グ
ラ
ー
フ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン

と
ノ
イ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
下
級
裁
判
権
と
、
メ
リ
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
下
級

裁
判
権
の
半
分
の
権
限
、
そ
れ
に
加
え
て
代
官
区
統
治
権
（vogt

rechten

）
と
そ
れ
に
付
随
す
る
す
べ
て
の
も
の
（
を
市
参
事
会

に
譲
渡
し
た
）。
な
お
も
う
一
方
の
メ
リ
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
下
級
裁

判
権
の
半
分
の
権
限
は
、
施
療
院
（spital

）
に
属
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ラ
ン
デ
ン
に
あ
る
森
林
も
（
市
参
事
会
に
譲
渡
し
た
）。

…
中
略
…
し
か
し
私
た
ち
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
は
、
私

た
ち
や
私
た
ち
の
後
継
者
に
、
以
下
の
権
限
を
残
し
た
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
（
聖
職
者
）
は
例
外
な
く
こ
と
ご
と
く
、
上
述
の
森
林
に

お
い
て
、
私
た
ち
が
望
め
ば
私
た
ち
の
意
向
に
従
っ
て
、
狩
人
の

慣
習
や
仕
来
り
に
依
拠
し
て
、
狩
猟
す
る
権
限
を
も
つ
べ
き
で
あ

る
。
そ
し
て
私
た
ち
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
者
は
、
私
た
ち
の
費
用

で
一
人
の
森
林
管
理
人
（vorstm

aister

）
を
確
保
す
べ
き
で

あ（
る
）
101

」
と
。

　

こ
の
条
項
か
ら
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
員
は
、
こ
れ
ま

で
都
市
の
た
め
に
行
っ
て
き
た
運
搬
な
ど
の
奉
仕
の
義
務
か
ら
自

由
と
な
っ
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
ア
ラ
ー

ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
か
ら
水
車
小
屋
な
ど
の
水
利
関
係
の
権
限
、

ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
や
ラ
ン
デ
ン
に
あ
る
森
林
に
関
す
る
権
限
、
グ

ラ
ー
フ
ェ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
と
ノ
イ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
下
級
裁
判
権
、
メ
リ

ス
ハ
ウ
ゼ
ン
の
下
級
裁
判
権
の
半
分
の
権
限
、
そ
れ
に
加
え
て
代

官
区
統
治
権
な
ど
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
の
運
搬
の

具
体
的
な
負
担
が
、
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
正
確
に

は
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
負
担
か
ら
の
解
放
の
代
償
と
し
て
失
っ

た
も
の
は
か
な
り
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
第
四
条
の
内
容
は
、

政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
と
っ
て

損
失
の
大
き
い
契
約
を
意
味
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
テ

ク
ス
ト
か
ら
、
市
参
事
会
の
権
限
が
著
し
く
高
ま
り
、
旧
都
市
領

主
で
あ
っ
た
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
所
持
し
て
い
た
古
く

か
ら
の
特
権
が
か
な
り
の
程
度
削
減
さ
れ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
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あ
る
。　

　

第
五
条
で
は
、
修
道
院
に
関
係
し
た
訴
訟
を
扱
う
五
人
委
員
の

選
出
規
定
や
そ
の
訴
訟
手
続
き
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
及

さ
れ
て
い
る
。「
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
長
が
（
訴
訟
の
）
当
事
者

で
な
け
れ
ば
、
常
に
市
長
が
、
そ
の
（
五
人
委
員
の
）
裁
判
長
で

公
人
（obm

an und gem
ain m

an

）
と
な（
り
）
102

、
あ
る
い
は
も
し

市
長
が
（
訴
訟
の
）
当
事
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
市
長
代
行
（un

derburgerm
aister

）
が
そ
の
裁
判
長
と
公
人
に
な
る
。
そ
し
て
、

私
た
ち
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
は
、
私
た
ち
の
教
会
の
た

め
に
二
人
の
裁
判
官
を
、
そ
れ
に
続
い
て
私
た
ち
市
長
と
市
参
事

会
も
共
同
の
私
た
ち
の
都
市
の
た
め
に
二
人
の
裁
判
官
を
、
一
人

ず
つ
順
番
に
選
出
し
、
任
命
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
五
人
の
裁
判

官
は
、
彼
ら
の
前
に
あ
ら
わ
れ
た
問
題
に
関
し
て
、
各
人
が
そ
れ

を
お
お
よ
そ
理
解
し
て
い
る
限
り
、
同
等
の
裁
判
官
と
な
っ
て
裁

判
で
審
議
す
る
た
め
に
、
全
能
な
る
神
に
対
し
て
学
識
を
も
っ
て

助
力
す
る
こ
と
を
誓
う
べ
き
で
あ（
る
）
103

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
都
市
と
修
道
院
の
両
方
に
関
わ
る
案
件
に
関
し
て
は
、
シ
ャ

フ
ハ
ウ
ゼ
ン
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
領
邦
都
市
で
あ
っ
た
時
代
に

設
置
さ
れ
た
上
述
の
五
人
委
員
の
特
別
裁
判
で
審
議
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
の
制
度
は
引
き
続
き
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
テ

ク
ス
ト
に
お
い
て
五
人
委
員
の
裁
判
長
は
、
市
長
（
場
合
に
よ
っ

て
市
長
代
行
）
が
兼
務
し
、
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
員
が

二
名
の
裁
判
官
を
、
市
参
事
会
が
二
名
の
裁
判
官
を
選
出
す
る
権

利
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
裁
判
官
の
権

限
は
同
等
で
あ
る
と
い
う
規
定
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
人
数
に
関

し
て
は
、
市
参
事
会
側
が
過
半
数
の
三
名
を
確
保
し
、
し
か
も
市

長
が
裁
判
長
を
兼
務
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大

き
い
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
一
五
二
四
年
の
時
点
で
大
幅
な
変

更
は
な
い
が
、
既
に
教
会
裁
判
権
や
教
会
法
の
適
用
範
囲
が
、
市

当
局
に
よ
っ
て
事
実
上
か
な
り
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
重
い
事
実
が
、
こ
の
契
約
で
明
確
に
追
認

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
五
条
で
は
、
裁
判
に
お
け
る
弁
護

人
や
助
言
者
の
選
出
規
定
、
不
公
平
な
裁
判
が
行
わ
れ
た
際
の
裁

判
長
の
交
代
、
五
人
委
員
の
欠
員
が
生
じ
た
場
合
の
補
充
条
項
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
六
条
で
は
、
地
代
、
死
者
の
た
め
の
ミ
サ
料
（jarzit

））
（10
（

、
十

分
の
一
税
な
ど
の
支
払
い
に
関
し
て
、
聖
堂
参
事
会
が
シ
ャ
フ
ハ

ウ
ゼ
ン
の
市
民
や
住
民
に
対
し
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
場
合
の
手
続

き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
提
訴
が
正
当
と
思
わ
れ
る
場
合
に
五

人
委
員
の
裁
判
長
が
、
訴
訟
当
事
者
に
対
し
て
八
日
以
内
に
貨
幣

な
い
し
は
抵
当
に
よ
る
支
払
い
を
命
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
抵
当
で
支
払
わ
れ
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
提
訴
人
は
、
一
一
日
間
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そ
の
抵
当
を
保
持
し
、
そ
の
後
都
市
法
に
従
っ
て
そ
れ
を
競
売
に

付
す
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
、
訴
え

ら
れ
た
側
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
提
訴
人
は
二
人
の
正
式
な

証
人
と
と
も
に
証
拠
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
地
代
に
関
し
て
、
古
い
目
録
や
台
帳
に
規
定
さ
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
支
払
い
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
は
、
二
人

の
証
人
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
徴
収
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
た
。
逆

に
地
代
の
支
払
い
義
務
か
ら
免
除
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
が
あ
る
な

ら
ば
、
同
じ
台
帳
を
二
つ
作
成
し
、
そ
の
よ
う
な
相
互
の
誤
解
が

生
じ
る
危
険
性
を
減
ら
す
た
め
に
、
聖
堂
参
事
会
と
市
参
事
会
が

そ
れ
ぞ
れ
そ
の
文
書
を
保
管
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
の
第
七
条

で
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
市
民
や
住
民
が
、
聖
堂
参
事
会
長
に

対
し
て
負
債
の
返
済
を
要
求
し
た
場
合
の
規
定
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
第
六
条
と
類
似

の
方
式
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
聖
堂
参
事

会
員
が
市
民
や
住
民
に
よ
っ
て
負
債
の
返
済
に
関
し
て
訴
え
ら
れ

た
場
合
に
は
、
ま
ず
聖
堂
参
事
会
長
が
そ
の
解
決
の
た
め
に
仲
裁

に
入
る
が
、
も
し
そ
れ
が
成
功
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
案

件
は
市
長
や
市
参
事
会
あ
る
い
は
（
恐
ら
く
五
人
委
員
の
）
裁
判

で
審
議
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
八
条
で
示
さ
れ
た
以
下
の
箇
所
は
、
重
要
で
あ
る
。「
罰
金

刑
（fräfel

）
が
審
議
さ
れ
る
場
合
、
つ
ま
り
も
し
聖
堂
参
事
会

長
あ
る
い
は
聖
堂
参
事
会
員
相
互
が
、
あ
る
い
は
聖
堂
参
事
会
員

の
一
人
が
、
聖
堂
参
事
会
の
建
物
の
内
外
に
い
る
市
民
や
住
民
と

の
間
で
、
市
内
あ
る
い
は
都
市
裁
判
区
内
で
非
合
法
な
こ
と
、
あ

る
い
は
少
な
く
と
も
不
適
切
で
罰
金
に
値
す
る
よ
う
な
こ
と
を
、

…
中
略
… 

起
こ
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
者
に
私
た
ち
市
長
や
市
参

事
会
は
、
他
の
私
た
ち
の
市
民
と
同
様
に
、
罰
金
や
刑
罰
を
科
す

べ
き
で
あ
り
、
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
者
は
、
私
た
ち
の
公

共
の
都
市
の
同
一
刑
罰
に
従
う
べ
き
で
あ（
る
）
105

」
と
。
さ
ら
に
、
そ

れ
と
並
ん
で
名
誉
に
抵
触
し
、
犯
罪
に
関
わ
る
案
件
に
つ
い
て
も
、

市
参
事
会
が
聖
職
者
た
ち
に
対
し
て
裁
判
を
行
い
、
刑
罰
を
与
え

る
べ
き
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
罰
金
、
名
誉
毀

損
、
犯
罪
な
ど
に
関
わ
る
問
題
で
聖
職
者
を
審
理
す
る
主
体
は
、

二
名
の
聖
職
者
が
裁
判
官
を
兼
務
し
て
い
た
五
人
委
員
で
は
な
く
、

市
長
と
市
参
事
会
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
こ

と
は
、
今
日
的
な
意
味
で
の
刑
法
に
関
し
て
は
、
聖
職
者
が
世
俗

裁
判
権
の
管
轄
下
に
ほ
ぼ
完
全
に
置
か
れ
、
か
つ
て
帝
国
自
由
な

修
道
院
で
あ
っ
た
宗
教
組
織
か
ら
、
裁
判
権
に
関
す
る
自
由
が
大

幅
に
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
中
世
以
来
継
続
さ
れ
て
き
た
、

教
会
裁
判
権
と
世
俗
裁
判
権
と
の
間
の
境
界
線
を
め
ぐ
る
争
い
は
、

こ
の
地
域
で
は
、
事
実
上
後
者
の
勝
利
と
い
う
形
で
決
着
す
る
方
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向
へ
と
進
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
第
九
条
で
は
、
貨
幣
の
鋳

造
に
関
わ
る
問
題
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
関
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
貨
幣
を
鋳
造
す
る
権
限
を
保

持
す
る
が
、
文
書
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
代
わ
り
に
聖

堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参
事
会
に
対
し
て
鋳
造
料
（zins

）
が
支
払

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
貨
幣
鋳
造
権
は
、

前
述
の
と
お
り
、
既
に
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
移
っ
て
い
た
の
で
、

こ
の
条
項
は
そ
の
事
実
の
確
認
と
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　

第
一
〇
条
で
は
、
十
分
の
一
税
の
支
払
い
に
関
し
て
、
以
下
の

よ
う
に
比
較
的
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
私
た
ち
聖
堂
参
事
会

長
と
聖
堂
参
事
会
員
と
私
た
ち
の
聖
堂
参
事
会
の
権
限
は
、
私
た

ち
の
十
分
の
一
税
に
お
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
ど
ま
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
に
私
た
ち
の
十
分
の
一
税
を
遅
れ
る
こ
と

な
く
支
払
う
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
（
市
民
）
は
、

つ
ま
り
白
ワ
イ
ン
か
ら
は
白
ワ
イ
ン
十
分
の
一
税
を
、
赤
ワ
イ
ン

か
ら
は
赤
ワ
イ
ン
十
分
の
一
税
を
、
よ
い
ワ
イ
ン
か
ら
は
よ
い
ワ

イ
ン
十
分
の
一
税
を
、
悪
い
ワ
イ
ン
か
ら
は
悪
い
ワ
イ
ン
十
分
の

一
税
を
、
納
入
し
支
払
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
十
分
の

一
税
を
支
払
っ
て
き
た
者
に
よ
っ
て
、
そ
の
同
じ
年
に
栽
培
さ
れ

作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
で
、
常
に
十
分
の
一
税
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
だ

か
ら
で
あ
る
。
…
中
略
… 

そ
し
て
、
こ
の
市
内
あ
る
い
は
こ
の

裁
判
区
に
あ
る
果
樹
園
で
は
、
お
お
よ
そ 1 S

(（10

(
aum

 

以
上
の
ワ
イ

ン
十
分
の
一
税
を
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
年
に

育
っ
た
葡
萄
で
作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
で
常
に
十
分
の
一
税
を
支
払
う

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
私
た
ち
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
者
た
ち
は
、

干
し
草
十
分
の
一
税
（den em

bd zechenden

）
を
聖
堂
参
事

会
に
支
払
う
義
務
を
も
た
な（
い
）
107

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料

に
よ
る
と
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
民
が
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂
参

事
会
員
に
対
し
て
ワ
イ
ン
十
分
の
一
税
を
納
入
す
る
義
務
は
、
以

前
の
よ
う
に
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
周
辺

に
は
多
く
の
葡
萄
畑
が
点
在
し
、
そ
の
う
ち
で
か
な
り
の
土
地
領

主
権
を
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
も
っ
て
い
た
。
こ
の
十
分

の
一
税
へ
の
対
応
が
、
一
年
後
の
葡
萄
栽
培
者
ツ
ン
フ
ト
の
反
乱

で
、
不
徹
底
な
も
の
と
し
て
問
題
に
さ
れ（
た
）
108

。
こ
の
史
料
を
通
し

て
、
数
年
前
に
生
産
さ
れ
た
種
類
の
異
な
る
粗
悪
な
ワ
イ
ン
で
代

納
す
る
な
ど
の
ワ
イ
ン
十
分
の
一
税
に
纏
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発

し
て
い
た
こ
と
が
垣
間
み
ら
れ
る
。
な
お
十
分
の
一
税
に
関
し
て

は
、
当
時
大
十
分
の
一
税
と
小
十
分
の
一
税
と
い
う
二
種
類
の
も

の
が
あ
っ
た
。
大
十
分
の
一
税
は
穀
物
に
関
わ
る
も
の
で
、
小
十

分
の
一
税
は
家
畜
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
〇
条
の
そ
の
他

の
箇
所
で
は
、
干
し
草
十
分
の
一
税
や
小
十
分
の
一
税
の
支
払
い
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義
務
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い（
る
）
109

。
さ
ら
に
金
銭

で
十
分
の
一
税
の
支
払
い
義
務
を
免
除
さ
れ
た
者
が
そ
の
証
書
を

提
示
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
火
事
で
そ
れ
を
喪
失
し
た
場
合
の
問

題
な
ど
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

次
の
第
一
一
条
で
は
聖
堂
参
事
会
と
、
聖
ア
グ
ネ
ス
女
子
修
道

院
や
パ
ラ
デ
ィ
ー
ス
修
道
院
と
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
そ

れ
が
訴
訟
に
発
展
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
案
件
は
五
人
委
員
に
よ

っ
て
裁
か
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
は
修
道
院
の

間
の
争
い
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
司
教
な
ど
の
教
会
裁
判
所
で
審
議

さ
れ
、
仲
裁
内
容
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
第
一
一
条
の
内
容

に
は
、
都
市
に
よ
る
教
会
裁
判
権
の
制
限
や
そ
れ
か
ら
の
解
放
と

い
う
側
面
に
お
い
て
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
の
立
場
に
と
っ
て
非

常
に
有
利
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な（
い
）
110

。

　

第
一
二
条
で
は
、
地
代
の
問
題
が
扱
わ
れ
、「
対
照
簿
（gegen

büecher

）
と
み
な
さ
れ
る
上
述
の
文
書
に
記
載
が
あ
る
す
べ
て

の
地
代
に
関
し
て
、
私
た
ち
両
当
事
者
は
合
意
し
、
そ
の
こ
と
に

関
し
て
相
互
に
以
下
の
よ
う
に
一
致
し
た
。
恒
久
的
な
も
の
と
み

な
さ
れ
る
地
代
は
、
つ
ま
り
、
二
五
グ
ル
デ
ン
の
土
地
に
お
い
て

一
グ
ル
デ
ン
の
金
額
で
あ（
る
）
111

」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、

都
市
の
慣
習
や
文
書
に
依
拠
し
た
証
明
な
ど
に
よ
っ
て
買
い
取
り

可
能
で
あ
っ
た
土
地
の
地
代
に
関
し
て（
は
）
112

、
領
民
が
地
代
を
支
払

う
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
の
手
続
き
や
金
額
な
ど
の
条
件
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
、
も
し
そ
れ
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た

な
ら
ば
、
永
久
地
代
か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
の
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
は
、
五
人
委
員
に
よ
っ
て
審
議
さ
れ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
の
土
地
に
対
し
て
は
、
聖
堂
参
事
会
長
や

聖
堂
参
事
会
員
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
基
本
的
に
は
地
代
徴
収
権
を

保
持
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
民
に

対
し
て
土
地
を
買
い
取
る
た
め
の
権
利
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
明

示
さ
れ
た
も
の
の
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
の
土
地
領

主
権
が
存
続
し
て
、
そ
の
経
済
的
基
盤
が
部
分
的
に
は
確
認
さ
れ

た
こ
と
は
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

第
一
三
条
で
は
、
船
着
き
場
や
そ
こ
で
行
わ
れ
る
市
場
に
関
す

る
権
限
が
、
聖
堂
参
事
会
に
従
来
通
り
に
確
保
さ
れ
た
こ
と
が
示

さ
れ
、「
船
乗
り
た
ち
（schiffer

）
は
、
私
た
ち
聖
堂
参
事
会
長
、

聖
堂
参
事
会
、
上
述
の
聖
堂
参
事
会
の
私
た
ち
の
後
継
者
に
対
し

て
、
彼
ら
が
お
お
よ
そ
運
ん
で
い
る
す
べ
て
の
船
と
そ
の
荷
物
に
関

し
て
、
常
に
船
舶
税
（zoll

）
を
支
払
い
、
納
入
す
べ
き
で
あ（
り
）
113

」、

次
の
積
み
荷
の
準
備
が
完
了
す
る
ま
で
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
納
入

す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
と
き
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン

で
は
、
漁
師
、
船
乗
り
、
船
大
工
、
塩
館
の
使
丁
も
一
つ
の
ツ
ン

フ
ト
を
形
成
し
、
二
名
の
市
参
事
会
員
を
選
出
す
る
権
利
を
も
っ
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て
い
た
。
第
一
四
条
で
は
、
年
市
に
お
い
て
市
民
と
顧
客
は
、
聖

堂
参
事
会
に
対
し
て
旧
来
通
り
に
場
所
代
（stellgelt

）
を
支
払

う
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
五
条
で
は
、
水
車
地
区
に

あ
る
採
石
場
か
ら
聖
堂
参
事
会
は
、
古
い
慣
習
に
従
っ
て
建
築
用

の
石
材
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

　

第
一
六
条
で
は
、
市
民
誓
約
に
関
し
て
「
聖
堂
参
事
会
の
建
物

に
定
住
し
、
生
活
し
て
い
る
す
べ
て
の
奉
仕
者
、
下
僕
、
教
会
録

受
領
者
（pfrundner

）、
近
習
（liptinger

）、
そ
し
て
居
住
者
は
、

私
た
ち
の
都
市
の
公
益
と
敬
虔
を
促
進
し
、
害
悪
を
防
止
す
る
た

め
に
、
私
た
ち
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
の
者
に
毎
年
誓
約
を
行
う
べ
き

で
あ（
る
）
114

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
旧
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン

修
道
院
の
建
物
内
に
居
住
す
る
者
全
員
に
は
、
毎
年
シ
ャ
フ
ハ
ウ

ゼ
ン
市
に
対
す
る
市
民
誓
約
を
行
う
義
務
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、

一
二
人
の
聖
堂
参
事
会
員
以
外
の
人
に
も
誓
約
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
市
民
誓
約
と
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
長

へ
の
服
従
義
務
を
意
味
す
る
。
こ
の
問
題
の
背
後
に
は
、
中
世
以

来
聖
職
者
の
特
権
を
め
ぐ
る
市
当
局
と
教
会
の
間
に
長
期
的
に
継

続
さ
れ
て
い
た
深
い
対
立
が
あ
っ（
た
）
115

。
聖
職
者
が
世
俗
裁
判
権
や

租
税
な
ど
の
物
理
的
負
担
か
ら
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、

市
当
局
は
公
益
の
理
念
を
掲
げ
て
市
民
誓
約
を
求
め
て
聖
職
者
に

対
す
る
統
制
の
強
化
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
問
題
に
対
し

て
宗
教
改
革
期
に
生
ま
れ
た
万
人
司
祭
の
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、

シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
や
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
な
ど
の
多
く
の
都
市

で
は
、
聖
職
者
の
特
権
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
っ
た
。
な
お
こ

の
史
料
の
第
一
六
条
で
は
、
万
人
司
祭
の
思
想
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
も
、
こ
の
件
に
関
し
て
さ
ら

に
一
年
後
の
葡
萄
栽
培
者
の
反
乱
で
は
、
以
下
の
史
料
の
よ
う
に

問
題
に
さ
れ
た
。「
第
七
に
、
私
た
ち
の
考
え
は
、
修
道
士
と
聖

職
者
は
、
市
庁
舎
で
市
民
誓
約
を
行
い
、
私
た
ち
や
他
の
市
民
と

同
様
に
租
税
、
見
張
り
番
、
不
寝
番
、
軍
役
、
甲
冑
、
銃
器
に
関

し
て
服
従
す
べ
き
で
あ
る
。
確
か
に
私
た
ち
は
み
な
司
祭
で
あ
る

か
ら
、
あ
る
人
に
は
他
の
人
と
同
様
の
こ
と
が
起
こ
る
べ
き
で
あ

り
、
同
じ
負
担
が
誰
に
も
破
滅
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
神
の
言
葉
を
告
知
す
る
者
（
聖
職
者
と
い
う
地
位
）
は
、
排

除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
彼
ら
は
正
式
な
結
婚
の
立
場
を
獲
得
し
、

栄
誉
を
受
け
て
司
牧
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
売
春
行
為

（hurry

）
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
望
む
ら
く
は
、
い
か

な
る
者
で
あ
れ
、
決
し
て
誰
も
例
外
と
は
さ
れ
な（
い
）
116

」
と
。
一
般

市
民
と
比
べ
て
、
聖
職
者
に
対
し
て
、
租
税
、
見
張
り
番
、
不
寝

番
、
軍
役
な
ど
に
関
し
て
ど
の
程
度
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
た
の
か

は
、
不
確
か
で
あ
る
が
、
市
民
か
ら
は
当
時
の
聖
職
者
の
義
務
や

負
担
は
不
十
分
な
も
の
だ
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ

三
六
〇
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る
。
そ
の
よ
う
な
市
民
側
の
不
満
が
十
分
に
は
解
消
さ
れ
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
五
二
四
年
の
契
約
の
成
立
に
よ
っ
て
、

少
な
く
と
も
特
権
身
分
と
し
て
の
聖
職
者
の
地
位
は
、
全
体
と
し

て
大
き
く
揺
ら
い
だ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

第
一
七
条
で
は
、「
聖
堂
参
事
会
の
裁
判
区
に
住
む
者
は
、
私

た
ち
聖
堂
参
事
会
長
、
聖
堂
参
事
会
、
そ
し
て
そ
の
裁
判
に
対
し

て
、
そ
の
者
が
市
民
で
あ
っ
て
も
あ
る
い
は
そ
う
で
な
く
て
も
、

従
属
す
る
こ
と
を
誓
約
す
べ
き
で
あ（
る
）
117

」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
の
下
級
裁
判
権
や
代
官

の
権
限
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
一
八
条
で
、
手
工
業
な
ど

の
生
業
に
携
わ
っ
て
い
る
近
習
や
教
会
録
受
領
者
に
関
し
て
、
聖

堂
参
事
会
が
こ
れ
以
上
の
人
数
を
そ
の
敷
地
内
に
受
け
入
れ
る
こ

と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
第
一
九
条
で
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン

聖
堂
参
事
会
所
有
の
森
林
に
お
い
て
、
木
材
や
切
り
株
な
ど
を
伐

採
し
て
運
び
出
し
た
者
に
対
す
る
処
罰
規
定
、
そ
の
罰
金
の
支
払

い
方
法
、
森
林
管
理
人
の
役
割
、
そ
し
て
森
か
ら
の
持
ち
出
し
が

許
さ
れ
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
〇
条
で
は
、

聖
堂
参
事
会
の
森
林
で
枝
刈
り
が
行
わ
れ
た
際
の
取
り
決
め
や
牧

草
地
の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
、
こ
こ
で
は
概
ね
古
い
慣

習
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
一
条
で
は
、
ア

ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
の
裁
判
区
内
で
、
土
地
の
境
界
に

関
す
る
争
い
が
生
じ
た
際
の
審
議
手
続
き
に
関
し
て
、
シ
ャ
フ
ハ

ウ
ゼ
ン
市
民
同
士
の
場
合
と
、
市
民
と
市
民
で
な
い
者
と
の
場
合

と
に
分
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
二
条
の
内
容
は
、
市
参
事
会
が
物
乞
い
や
貧
し
い
人
々
に

関
す
る
規
定
を
定
め
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
彼
ら
が
慰
め
を

受
け
て
扶
養
さ
れ
る
た
め
に
、
喜
捨
や
慈
善
の
方
法
が
改
め
ら
れ

て
、
聖
堂
参
事
会
は
都
市
の
基
金
に
金
銭
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
負
担
か
ら
部
分
的
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
三
条
で
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
の
農
奴
で
あ

り
な
が
ら
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
都
市
保
護
契
約

（burgkrecht

）
を
締
結
し
、
市
外
市
民
と
な
っ
た
者
に
対
す
る

死
亡
料
の
納
入
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
も
し
あ
る
女
性
が
、
自
分
の
死
後
、
未
婚
の
娘
に
財
産
を
残
す

よ
う
な
事
態
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
女
は
、
私
た
ち
聖
堂
参
事

会
長
と
聖
堂
参
事
会
に
対
し
て
最
良
の
衣
服
（gew

andfall

）
の

み
を
、
そ
の
手
元
に
納
入
し
、
支
払
う
義
務
が
あ
る
が
、
最
良
の

ベ
ッ
ド
を
（bettfall

）
納
入
す
る
義
務
は
な（
い
）
118

」
と
。
そ
の
他

に
、
夫
婦
の
う
ち
で
妻
が
先
に
亡
く
な
っ
た
場
合
や
、
さ
ら
に
残

さ
れ
た
そ
の
夫
が
再
婚
し
た
場
合
な
ど
の
死
亡
料
の
支
払
い
に
関

し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
が
市
外

市
民
制
度
を
導
入
し
て
、
周
辺
農
村
に
政
治
的
影
響
力
を
拡
大
さ

三
六
一
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せ
る
政
策
を
敢
行
し
た
結
果
、
農
奴
領
主
で
あ
っ
た
ア
ラ
ー
ハ
イ

リ
ゲ
ン
修
道
院
と
の
間
に
発
生
し
た
軋
轢
の
一
部
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
本
来
市
外
市
民
は
自
由
農
民
な
の
で
、
原
則
と
し
て
は
死

亡
料
の
納
入
義
務
か
ら
は
解
放
さ
れ
た
は
ず
で
は
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
部
分
的
に
そ
の
支
払
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
追
加
契
約
書
の
主
要
な
内
容
に
つ
い
て
触
れ
た
い
と
思
う

が
、
そ
の
中
に
は
主
要
契
約
書
と
の
間
に
内
容
の
重
な
り
が
確
認

さ
れ
る
の
で
、
一
部
の
内
容
を
省
略
し
て
説
明
す
る
。
な
お
こ
の

よ
う
な
重
複
が
明
白
に
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
、
主
要
契
約
の
第
一

条
～
第
五
条
と
第
八
条
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
そ
の
六
つ
の

条
項
が
両
当
事
者
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し

示
し
て
い
る
。
ま
ず
追
加
契
約
書
で
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖

堂
参
事
会
か
ら
一
人
の
司
祭
が
選
出
さ
れ
、
宗
教
的
建
築
物
と
し

て
は
大
聖
堂
と
二
つ
の
礼
拝
堂
が
残
さ
れ
、
一
つ
の
教
区
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
他
の
す
べ
て
の
礼
拝
堂
は
廃
棄
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ（
た
）
119

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
と
並

ん
で
、
市
内
に
も
う
一
つ
の
教
区
教
会
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
大
聖
堂
の
教
区
に
属
す
る
地
域
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
漁

師
小
屋
や
下
町
な
ど
を
含
む
ラ
イ
ン
川
に
比
較
的
近
接
し
た
地
域

が
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ま
だ
修
道
請
願

（profeß

）
や
聖
別
式
を
行
っ
て
い
な
い
若
年
の
修
道
士
見
習
い

は
、
基
本
的
に
は
同
聖
堂
参
事
会
か
ら
退
会
す
べ
き
と
さ
れ
た
が
、

も
し
彼
ら
が
大
学
で
学
び
、
そ
の
後
同
聖
堂
参
事
会
に
入
会
す
る

こ
と
を
希
望
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
他
の
者
よ
り
も
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
よ
り
は
少
し
年
上

と
思
わ
れ
る
説
教
師
見
習
い
が
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事

会
の
負
担
に
よ
っ
て
大
学
で
学
び
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
司
祭
に

な
る
た
め
に
、
そ
の
建
物
に
と
ど
ま
り
た
い
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は

可
能
と
さ
れ
た
が
、
も
し
大
学
で
の
学
習
態
度
が
悪
か
っ
た
場
合

に
は
同
聖
堂
参
事
会
か
ら
退
会
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

そ
し
て
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
か
ら
選
出
さ
れ
た

司
祭
と
説
教
師
に
関
わ
る
仕
事
内
容
、
つ
ま
り
説
教
、
仲
裁
、
洗

礼
、
告
解
、
礼
拝
な
ど
に
つ
い
て
示
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
「
聖

堂
参
事
会
員
は
、
彼
ら
の
中
か
ら
一
人
の
聖
具
室
係
（custor

）
も

も
つ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
聖
具
室
係
は
、
こ
れ
ま
で
一
人
の
聖
具

室
係
に
対
す
る
義
務
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
教
会
の
装
飾
品
を
守
り
、

管
理
し
、
礼
拝
の
と
き
に
も
熱
心
に
見
張
を
行
う
べ
き
で
あ（
る
）
120

」

と
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
聖
具
室
係
は
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修

道
院
内
で
は
、
副
修
道
院
長
（Prior

）
や
管
理
人
（Schaff

ner

）
と
並
ん
で
、
行
政
上
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い（
た
）
121

。
さ

ら
に
一
二
人
の
聖
堂
参
事
会
員
に
対
し
て
は
、
修
道
士
風
の
剃
髪

三
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の
義
務
、
聖
堂
内
陣
で
着
用
す
べ
き
服
装
、
携
帯
す
べ
き
武
具
に

関
す
る
規
定
が
記
さ
れ
た
う
え
に
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
条
項
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。「
し
か
し
住
居
に
お
い
て
彼
ら
に
は
、
小
銃

と
甲
冑
が
用
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
襲
撃
が
行
わ
れ
、
町

が
危
機
に
直
面
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
に
彼
ら
は
、
軍
備
を
と

と
の
え
て
従
順
で
あ
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い（
る
）
122

」
と
。
中
世
で

は
多
く
の
聖
職
者
に
は
軍
役
が
免
除
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
こ
こ
で
聖
職
者
に
対
す
る
都
市
の
防
衛
義
務
が
明
記
さ
れ
た

事
実
は
、
市
民
誓
約
を
義
務
づ
け
、
彼
ら
に
市
民
と
同
等
の
責
任

と
役
割
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
職
者
の
旧
来
の
特
権

が
部
分
的
に
切
り
崩
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
、
聖
堂

参
事
会
員
が
修
道
士
の
よ
う
に
日
常
的
に
守
る
べ
き
第
一
時
課
、

晩
課
、
終
課
な
ど
の
聖
務
日
課
の
内
容
と
時
間
帯
が
記
さ
れ
、
大

聖
堂
と
聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
で
司
祭
が
担
当
す
べ
き
説
教
の
曜
日

が
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
、
聖
歌
隊
に
給
与
が
支
払
わ
れ
る
べ
き
こ

と
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
聖
堂
参
事
会
員
が
特

別
な
理
由
も
な
く
聖
務
日
課
を
な
お
ざ
り
に
し
た
場
合
の
罰
金
と

そ
の
徴
収
方
法
が
明
示
さ
れ
、
さ
ら
に
侮
蔑
的
な
振
る
舞
い
を
行

っ
た
者
に
対
し
て
は
、
聖
堂
参
事
会
長
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ

と
ま
で
も
記
さ
れ
て
い
る
。
制
度
上
の
修
道
院
は
解
散
さ
れ
て
し

ま
っ
た
も
の
の
、
聖
堂
参
事
会
員
の
日
常
生
活
に
は
、
実
態
と
し

て
大
幅
な
変
更
は
な
く
、
そ
の
生
活
規
定
ま
で
も
世
俗
権
力
の
協

力
の
も
と
に
規
定
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
監
視
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
教
会
権
力
側
に
と
っ
て
大
幅
な
影
響
力
の
後
退
を
意
味
し
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
内
容
も
興
味
深
い
。「
そ
の
際
に
、
さ
ら

に
以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
も
合
意
し
た
。
聖
堂
参
事
会
長
と
聖
堂

参
事
会
と
私
の
主
人
で
あ
る
市
長
と
市
参
事
会
は
、
そ
の
任
命
さ

れ
た
者
（
五
人
委
員
）
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
両
当
事
者
が
相
互
に

も
っ
て
い
た
す
べ
て
の
契
約
に
関
し
て
会
合
を
も
ち
、
こ
の
変
更

に
よ
っ
て
、
多
く
の
箇
所
に
お
い
て
も
し
彼
ら
が
そ
の
箇
条
内
容

に
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ら

の
契
約
を
新
た
な
も
の
へ
と
解
釈
を
加
え
、
合
意
す
べ
き
で
あ（
る
）
123

」

と
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
と
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
修
道
院
と
の
間
で
そ
れ
以
前
に
締
結
さ
れ
た
す
べ
て
の
契
約
は

吟
味
さ
れ
、
も
し
運
営
に
支
障
を
き
た
す
可
能
性
が
明
ら
か
に
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
過
去
の
契
約
は
無
効
と
さ
れ
て
新
た
に
書

き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
事
実
上
、

市
参
事
会
の
統
制
の
も
と
で
さ
ら
な
る
教
会
改
革
が
実
現
さ
れ
る

道
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
の
業
務
に
関
わ
る

二
種
類
の
役
人
、
つ
ま
り
管
理
人
と
世
話
人
（pfleger

）
に
関

三
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す
る
規
定
が
示
さ
れ
て
い（
る
）
124

。
ま
ず
同
聖
堂
参
事
会
長
が
、
霊
的

並
び
に
世
俗
的
な
す
べ
て
の
事
柄
や
修
道
院
の
所
有
物
を
、
統
治

し
管
理
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
に
関
連
し
て
二

人
の
管
理
人
が
任
命
さ
れ
、
一
人
は
聖
堂
参
事
会
員
か
ら
選
出
さ

れ
、
も
う
一
人
は
市
民
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
そ
の

仕
事
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
そ
の
両

者
は
、
聖
堂
参
事
会
長
に
対
し
て
す
べ
て
の
世
俗
的
な
事
柄
に
お

い
て
助
力
す
る
が
、
し
か
し
任
命
さ
れ
た
聖
堂
参
事
会
員
は
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
上
述
の
礼
拝
を
、
も
し
彼
が
そ
の
役
職
ゆ
え

に
多
忙
な
と
き
以
外
に
は
、
熱
心
に
と
り
行
う
べ
き
で
あ（
る
）
125

」
と
。

つ
ま
り
、
こ
の
二
人
の
管
理
人
は
、
世
俗
的
な
業
務
に
お
け
る
ア

ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
長
の
補
佐
役
で
あ
る
が
、
そ
の
一

名
が
市
民
か
ら
選
出
さ
れ
る
と
い
う
規
定
は
、
市
参
事
会
の
影
響

力
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
以
下
の
よ
う
な
世

話
人
の
仕
事
内
容
は
、
そ
の
事
実
を
さ
ら
に
明
確
に
裏
付
け
る
も

の
で
あ
っ
た
。「
そ
の
上
私
の
主
人
で
あ
る
市
長
と
市
参
事
会
は
、

聖
堂
参
事
会
の
た
め
に
、
二
人
の
世
話
人
を
任
命
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
世
話
人
は
、
彼
ら
と
聖
堂
参
事
会
に
対
し
て
、
関
係
す
る
業

務
と
事
柄
の
た
め
に
配
置
さ
れ
る
。
そ
し
て
よ
り
詳
し
く
言
え
ば
、

毎
年
聖
堂
参
事
会
長
は
、
任
命
さ
れ
た
二
人
の
世
話
人
の
前
で
、

共
同
の
聖
堂
参
事
会
と
、
私
の
主
人
（
市
参
事
会
）
が
こ
の
た
め

に
任
命
し
た
者
に
対
し
て
、
そ
の
役
職
に
関
わ
る
明
白
な
収
支
報

告
を
行
い
、
提
出
す
べ
き
で
あ
り
、
聖
堂
参
事
会
と
任
命
さ
れ
た

世
話
人
の
認
知
と
意
志
な
し
に
は
、
決
し
て
明
確
な
こ
と
や
正
し

い
こ
と
を
行
う
こ
と
は
で
き
な（
い
）
126

」
と
。
こ
の
史
料
で
は
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
が
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
の
事

柄
に
協
力
す
る
た
め
に
、
二
人
の
世
話
人
の
任
命
を
通
し
て
そ
の

財
務
状
況
を
管
理
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同

聖
堂
参
事
会
長
に
は
、
こ
の
世
話
人
に
対
し
て
毎
年
収
支
報
告
を

行
う
義
務
が
あ
る
と
い
う
規
定
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
当
局
が

経
済
的
に
も
監
視
す
る
権
限
を
明
白
に
も
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

つ
ま
り
同
聖
堂
参
事
会
が
、
政
治
や
司
法
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、

経
済
的
に
も
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
の
管
理
下
に
徐
々
に
置

か
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
聖
職
者
が
こ
れ
か
ら
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
問
題
に

関
し
て
言
及
さ
れ
、
ま
ず
す
べ
て
の
教
会
禄
受
領
者
、
奉
仕
者

（diener

）、
下
僕
の
間
で
の
共
同
の
食
事
は
、
当
分
の
間
存
続
し
、

教
会
建
設
の
た
め
の
特
別
な
基
金
が
創
設
さ
れ
る
べ
き
だ
と
さ
れ

た
。
そ
し
て
委
員
を
任
命
し
て
、
同
聖
堂
参
事
会
員
が
住
む
た
め

の
住
居
や
共
同
の
酒
場
を
建
て
る
た
め
に
、
旧
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
修
道
院
の
敷
地
内
に
お
い
て
土
地
を
計
測
し
て
確
保
す
る
必
要

性
に
関
し
て
記
さ
れ
、
不
要
な
土
地
の
整
理
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

三
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れ
て
い（
る
）
127

。
ま
た
、
主
要
契
約
書
の
第
四
条
の
補
足
と
し
て
、
二

年
以
内
に
、
同
聖
堂
参
事
会
が
フ
ラ
ッ
ハ
タ
ー
ル
の
草
地
（Fu

law
isen

）
を
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
に
売
却
す
べ
き
こ
と
な
ど

が
規
定
さ
れ
て
い（
る
）
128

。
以
上
が
、
一
五
二
四
年
五
月
一
〇
日
の
契

約
内
容
の
概
要
で
あ
る
。　

　

な
お
こ
の
契
約
締
結
直
後
に
、
ネ
レ
ン
ブ
ル
ク
の
代
官
で
皇
帝

カ
ー
ル
五
世
の
参
事
官
で
あ
る
人
物
が
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参

事
会
に
書
状
を
送
り
、
今
回
の
変
更
の
真
意
を
尋
ね
た
。
皇
帝
側

は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
創
設
者
で
あ
る
ネ
レ
ン
ブ
ル

ク
伯
の
権
利
継
承
者
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
変
革
に
は
同
意
で
き

な
か
っ
た
た
め
、
市
参
事
会
に
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
に
求
め
た
の

で
あ
る
。
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
が
そ
の
返
答
を
遅
ら
せ
る

と
、
一
五
二
四
年
六
月
一
四
日
に
ネ
レ
ン
ブ
ル
ク
の
代
官
は
、
再

度
回
答
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
返
事
は
再
度
引

き
延
ば
さ
れ（
た
）
129

。

　

そ
の
後
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
宗
教
改
革
の
展
開
に
つ

い
て
、
簡
略
的
に
付
記
す
る
。
一
五
二
四
年
七
月
一
八
日
に
ス
イ

ス
盟
約
者
団
の
諸
邦
の
使
節
が
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
の
盟
約
者

団
会
議
に
集
ま
り
、
市
長
と
大
小
市
参
事
会
員
の
前
で
、
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
ど
ま
る
べ
き
だ
と
、
熱
心
に
訴
え

た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
は
七
つ
の
サ
ク
ラ
メ

ン
ト
、
ミ
サ
、
聖
人
、
聖
画
像
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し（
た
）
130

。

一
五
二
五
年
八
月
に
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
と
連
動
し
て
、
市
内
で
葡

萄
栽
培
者
ツ
ン
フ
ト
の
反
乱
が
勃
発
し
、
そ
の
鎮
圧
後
、
反
乱
の

首
謀
者
や
ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
な
ど
の
改
革
派
の
説
教
師
が
処
罰
さ

れ
、
改
革
運
動
は
大
き
な
挫
折
を
経
験
し（
た
）
131

。
し
か
し
、
一
五
二

八
年
か
ら
一
五
二
九
年
に
か
け
て
ベ
ル
ン
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
、

バ
ー
ゼ
ル
で
宗
教
改
革
が
導
入
さ
れ
、
第
一
次
カ
ペ
ル
戦
争
後
の

改
革
派
に
有
利
な
情
勢
の
中
で
、
一
五
二
九
年
九
月
二
九
日
に
シ

ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
い
て
大
小
市
参
事
会
の
決
定
と
し
て
宗
教
改

革
が
導
入
さ
れ（
た
）
132

。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
は
同
年
一

一
月
二
九
日
に
完
全
に
廃
止
さ
れ
、
大
聖
堂
は
改
革
派
教
会
へ
と

移
行
し
、
こ
れ
に
と
も
な
い
カ
ト
リ
ッ
ク
の
儀
式
を
想
起
さ
せ
る

も
の
は
そ
の
建
物
か
ら
撤
去
さ
れ
た
の
で
あ（
る
）
133

。

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
一
五
二
四
年
の
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散

に
関
わ
る
史
料
を
分
析
し
て
き
た
が
、
最
後
に
こ
こ
で
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
を
整
理
し
て
、
こ
の
出
来
事
の
意
味
に
つ
い
て
考
察

す
る
。
ま
ず
個
別
的
に
重
要
な
問
題
と
し
て
は
、
一
五
二
四
年
の

契
約
の
締
結
後
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
聖
堂
参
事
会
へ

と
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
都
市
領
主
が
保
持
し
て
い
た
下

三
六
五
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級
裁
判
権
な
ど
の
多
く
の
権
限
が
削
減
さ
れ
、
さ
ら
に
は
教
会
裁

判
権
と
教
会
法
の
適
用
範
囲
が
か
な
り
の
程
度
に
お
い
て
縮
小
さ

れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
つ
ま
り
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂

参
事
会
は
、
こ
れ
ま
で
も
っ
て
い
た
帝
国
自
由
の
特
権
を
は
じ
め

と
し
た
司
法
的
・
政
治
的
な
権
限
を
大
幅
に
喪
失
し
、
政
治
的
な

意
味
で
は
、
か
な
り
の
程
度
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
当
局
に
よ
る
支

配
を
甘
受
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ

ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
が
、
今
後
世
俗
的
支
配
権
や
代
官
区
を
独
自
に

形
成
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
、
霊
的
な
事
柄
に
お
い
て
も
同
聖

堂
参
事
会
は
自
立
的
に
決
定
す
る
権
限
を
喪
失
し
、
市
参
事
会
の

統
制
下
に
か
な
り
の
程
度
置
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
史
料
か
ら
は
、

聖
職
者
自
身
を
市
民
と
同
等
の
法
的
立
場
へ
と
移
行
さ
せ
る
と
い

う
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
の
明
白
な
政
治
的
意
図
が
垣
間
み

ら
れ
、
そ
の
試
み
は
あ
る
程
度
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

こ
の
契
約
は
、
中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
支
配
的
で
あ
っ
た
教

会
法
の
有
効
性
を
根
本
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
内
容
を
含
ん
で
い

た
。
ま
た
、
土
地
領
主
権
な
ど
の
一
部
の
封
建
的
領
主
権
は
存
続

し
、
古
く
か
ら
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
が
所
持
し
て
い
た
経

済
的
基
盤
は
部
分
的
に
は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
財
政

上
の
損
失
も
看
過
で
き
な
い
も
の
が
あ（
る
）
134

。
た
だ
し
旧
ア
ラ
ー
ハ

イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
建
物
に
と
ど
ま
っ
た
聖
堂
参
事
会
員
に
は
、

地
代
収
入
、
船
舶
税
、
市
場
に
関
わ
る
収
入
、
貨
幣
鋳
造
料
な
ど

の
経
済
的
権
限
は
部
分
的
に
残
さ
れ
、
彼
ら
が
生
活
す
る
た
め
の

社
会
経
済
的
手
段
の
す
べ
て
が
奪
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ

と
は
、
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
恐
ら
く
聖
堂
参
事
会
員
の
親
戚
や

親
し
い
知
人
の
中
に
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
内
の
有
力

者
が
い
て
、
彼
ら
の
立
場
を
配
慮
す
る
必
要
性
も
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
契
約
が
成
立
し
た
事
実
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参

事
会
に
よ
る
教
会
に
対
す
る
管
理
・
統
制
が
進
展
し
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
も
既
に
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参

事
会
が
、
実
際
上
、
帝
国
自
由
な
修
道
院
と
い
う
特
別
な
立
場
を

失
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
側
が
大
幅
に
譲

歩
し
て
、
こ
の
よ
う
な
不
利
な
契
約
に
同
意
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
草
案
や
原
案
に
は
、
数
多
く
の
取
消
線
や
欄
外
に
お

け
る
追
記
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
合
意
に
至
る
ま
で
に
深
刻
な

対
立
や
激
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
結

局
同
修
道
院
が
譲
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
と
し
て
、
修
道
院
側
の
政

治
的
立
場
が
著
し
く
弱
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
中
世

後
期
以
降
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
経
済
基
盤
を
徐
々
に

失
い
、
政
治
的
発
言
力
を
弱
め
、
か
つ
て
の
よ
う
に
宗
教
的
権
威

と
し
て
の
中
心
的
な
役
割
を
担
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。



一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

九
九　
（
三
六
七

そ
れ
に
加
え
て
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル

フ
ァ
ー
自
身
が
、
ル
タ
ー
や
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
思
想
に
共
感
し
、

宗
教
改
革
の
神
学
に
照
ら
し
て
現
実
の
修
道
院
の
在
り
方
に
関
す

る
問
題
点
を
実
感
し
て
い
た
た
め
、
市
参
事
会
の
意
向
に
対
し
て

あ
え
て
頑
強
な
抵
抗
に
は
踏
み
切
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
別
の
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事

会
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
内
在
す
る
そ
の
よ
う
な
弱

点
に
つ
け
こ
ん
で
、
自
ら
の
権
益
の
拡
大
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
関
す
る
一
五
二

四
年
の
史
料
か
ら
は
、
改
革
派
の
思
想
的
特
徴
で
あ
る
厳
格
な
聖

書
主
義
、
信
仰
義
認
、
万
人
司
祭
、
聖
画
像
廃
棄
、
聖
人
崇
敬
の

否
定
な
ど
の
思
想
は
、
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
史

料
に
は
一
年
後
の
農
民
戦
争
期
に
お
け
る
農
民
や
葡
萄
栽
培
者
の

要
求
と
部
分
的
に
重
な
る
内
容
も
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
改
革
派

支
持
者
に
と
っ
て
は
、
十
分
の
一
税
問
題
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、

こ
の
措
置
は
不
徹
底
な
教
会
改
革
で
あ
る
と
映
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
こ
の
と
き
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
は
、
公
式
上

は
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
立
場
に
と
ど
ま
り
な
が
ら
も
、
基
本
的
に
宗

教
に
関
し
て
は
中
立
的
で
曖
昧
な
態
度
を
示
し
、
暗
黙
の
う
ち
に

カ
ト
リ
ッ
ク
と
改
革
派
の
両
者
を
容
認
す
る
よ
う
な
政
策
を
と
っ

て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　

こ
の
出
来
事
の
全
般
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン

市
参
事
会
主
導
の
教
会
改
革
が
か
な
り
の
程
度
に
進
展
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
市
参
事
会
の
立
場
に
つ
い
て
考
察
す

れ
ば
、
こ
の
契
約
の
成
立
を
通
し
て
、
一
五
二
四
年
の
時
点
で
は

宗
教
改
革
を
導
入
す
る
た
め
の
切
迫
し
た
必
要
性
が
著
し
く
低
下

し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
世
か
ら
続
い
て
き
た
旧

都
市
領
主
と
都
市
の
対
立
、
宗
教
的
権
威
と
世
俗
権
力
の
確
執
に

お
い
て
、
権
力
バ
ラ
ン
ス
が
著
し
く
崩
れ
、
後
者
の
立
場
を
強
め

る
よ
う
な
決
定
的
な
転
換
点
の
一
つ
に
な
っ
た
と
規
定
で
き
る
。

従
っ
て
、
宗
教
改
革
を
導
入
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
お

い
て
は
、
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
聖
堂
参
事
会
を
中
心
と
し
た
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
側
の
意
向
を
あ
ま
り
考
慮
す
る
必
要
性
が
な
く
な
り
、

都
市
内
で
の
世
俗
的
な
勢
力
関
係
が
よ
り
重
要
に
な
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
メ
ラ
ー
説
と
は
異
な
り
、
こ
の
よ
う
に
市
参
事

会
の
立
場
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
都
市
の
宗
教
改
革
の
過

程
を
考
察
す
る
際
に
そ
の
役
割
は
恐
ら
く
看
過
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
に
よ
っ
て
成
立
し
た
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ

ン
聖
堂
参
事
会
も
、
結
局
一
五
二
九
年
に
完
全
に
廃
止
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
既
に
そ
の
五
年
前
に
、
聖
職
者
の
側
に
は
、
市

当
局
の
強
圧
的
な
政
策
に
対
し
て
粘
り
強
く
抵
抗
す
る
力
が
大
幅

に
削
が
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
宗
教
改
革
運
動
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の
中
に
中
世
か
ら
の
連
続
面
を
強
調
す
る
研
究
が
散
見
さ
れ
る
が
、

し
か
し
な
が
ら
、
中
世
社
会
で
支
配
的
で
あ
っ
た
思
想
や
制
度
を

根
本
か
ら
否
定
す
る
よ
う
な
原
理
に
基
づ
い
て
は
じ
め
て
、
宗
教

改
革
の
導
入
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
都
市
の
宗
教
改
革
運
動
が
ル
タ
ー
派

と
改
革
派
の
ど
ち
ら
の
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
て
い
た
の
か
と
い

う
問
題
の
決
着
に
関
し
て
は
、
さ
ら
な
る
詳
細
な
実
証
研
究
が
必

要
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
段
階
で
は
、
知
識
人
中
心
の
初
期
の
運

動
に
お
い
て
は
両
者
か
ら
の
影
響
が
認
め
ら
れ
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で

開
催
さ
れ
た
二
つ
の
公
開
討
論
会
の
時
期
に
な
る
と
、
改
革
派
の

影
響
が
強
ま
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
は
、
一
五
二
四
年
の
こ
の
契
約
が
、

そ
の
後
に
起
こ
っ
た
二
つ
の
重
要
な
出
来
事
、
つ
ま
り
一
五
二
五

年
の
葡
萄
栽
培
者
ツ
ン
フ
ト
の
反
乱
や
一
五
二
九
年
の
宗
教
改
革

導
入
と
の
間
に
、
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い

う
問
題
に
関
し
て
、
よ
り
実
証
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
は
、
一
四
五
六
年
に
起
こ
っ
た
ル
ツ
ェ
ル
ン
の
出
来

事
や
一
四
八
五
年
に
ベ
ル
ン
で
実
施
さ
れ
た
政
策
が
、
こ
の
契
約

成
立
に
際
し
て
、
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
市
参
事
会
に
と
っ
て
参
考
に

す
べ
き
先
例
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の（
で
）
135

、
そ
れ
ら
と
の
関
係

を
分
析
す
る
必
要
性
も
認
め
ら
れ
る
。

※
本
稿
は
平
成
二
九
年
度
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
宗
教
改
革
期
ス
イ
ス

に
お
け
る
都
市
共
同
体
の
構
造
に
関
す
る
社
会
史
的
研
究
」

（
課
題
番
号
一
七
Ｋ
〇
三
一
八
八
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
り
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
二
七
日
に
広
島
大
学
東
広
島
キ

ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
「
二
〇
一
九
年
度
広
島
史
学

研
究
会
大
会
西
洋
史
部
会
」
で
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
執
筆

し
た
も
の
で
あ
る
。

註（1
）　

こ
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文
脈
に
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け
るK

apitel 

（
当
時
の
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典
史
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）
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邦
訳
に
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そ
の
他
に
「
共
住
聖
職
者
祭
式
者
会
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典　

一
』（
研
究
社
、
一

九
九
六
年
、
一
一
八
〇
頁
）
参
照
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（
2
）　Bernd M

oeller, R
eichsstadt und R

eform
ation, N

eue 
A
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it einer E

inleitung herausgegeben von 
T

hom
as K

aufm
ann, T

übingen 2011. 

［
森
田
安
一
・
棟
居

洋
・
石
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正
志
訳
『
帝
国
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と
宗
教
改
革
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拙
稿
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改
革
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ト
・
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ラ
ー
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
思
想
』
第
一
一
二
二
号
、
岩
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参
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（
3
）　Jakob W
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eform

ationsgeschichte der Stadt und 
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よ
り
古
い
研
究
と
し

て
は
、
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
東
部
の
ゼ
フ
ェ
レ
ン
で
牧
師
の
仕
事

を
し
て
い
た
ズ
ル
ツ
ベ
ル
ガ
ー
が
残
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
彼
は
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シ
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改
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叙
述
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ebiet 1524/1525, D

iss. phil. Freiburg i. U
e., A

arau 
1965.

（
7
）　Roland E. H

ofer, „Ü
ppiges unzüchtiges L

ebw
esen.

“ 
Schaffhauser E

hegerichtsbarkeit von der R
eform

ation bis 
zum

 E
nde des A

ncien R
égim

e 

（1529-1798

）, （G
eist und 

W
erk der Zeiten N

r. 82. A
rbeiten aus dem

 H
istorischen 

Sem
inar der U

niversität Zürich

）, B
ern 1993; ders., 

Zw
ischen W

ahrheit und Legende. Beobachtungen zur 
Einführung der Reform

ation in Schaffhausen, 1525-1528, 
in: O

tto Sigg 

（H
g.

）, M
it der G

eschichte leben. Festschrift 
für Peter Stadler, Zürich 2003, S. 135-152.

（
8
）　Erich Bryner, D

ie Reform
ation in Schaffhausen und 

ihre Besonderheiten, in: Zw
ingliana  39 

（2012

）, S. 79-92; 

ders., D
ie Reform

ation in Schaffhausen, in: A
m

y N
elson 

Burnett/ Em
idio Cam

pi 

（H
gg.

）, D
ie schw

eizerische R
e

form
ation. E

in H
andbuch, Zürich 2017, S. 225-244.

（
9
）　F. L. Baum

ann/ G. M
eyer von K

nonau/ P. M
artin 

K
iem

 （H
gg.

）, D
ie ältesten U

rkunden von A
llerheiligen in 

Schaffhausen, R
heinau und M

uri （Q
uellen zur Schw

eizer 
G

eschichte Bd.  3

）, Basel 1883, S. 4-5. V
gl. K

arl Schib, 
G

eschichte der Stadt Schaffhausen m
it A

nhang aus der 
E

ntw
icklung der Stahlw

erke G
eorg Fischer, T

hayn
genSchaffhausen 1946, S. X

III; ders., G
eschichte der 

Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O
., S. 19-20, S. 

140-141.

（
10
）　V

gl. Baum
ann/ K

nonau/ K
iem

（H
gg.

）, D
ie ältesten 

U
rkunden von A

llerheiligen in Schaffhausen, R
heinau 

und M
uri, a.a.O

., S. 14-20.

（
11
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 25, S. 43-48, S. 160, S. 195; Georg H
e

dinger, Landgrafschaften und V
ogteien im

 G
ebiete des 

K
antons Schaffhausen, Inauguraldissertation der H

ohen 
juristischen Fakultät der U

niversität B
ern, K

onstanz 
1922, S. 196-197, S. 219-221; Elisabeth Schudel, D

er 
G

rundbesitz des K
losters A

llerheiligen in Schaffhausen, 
D

iss. Zürich, Schleitheim
 1936, S. 50-54; R

einhard 
Frauenfelder, St. A

gnes in Schaffhausen, in: H
elvetia 

Sacra, A
bt. III: D

ie O
rden m

it Benediktinerregel, Bd. 1: 
Frühe K

löster. D
ie Benediktiner und Benediktinerinnen 
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in der Schw
eiz, Bern 1986, S. 1941; H

einrich Büttner, Zur 
frühen Geschichte von A

llerheiligen in Schaffhausen, in: 
Schaffhauser Beiträge zur väterländischen G

eschichte 36, 
Schaffhausen 1959, S. 30-39; ders., A

llerheiligen in Schaff
hausen und die Erschliessung des Schw

arzw
aldes im

 12. 
Jahrhundert, in: Schaffhauser B

eiträge zur väterlän
dischen G

eschichte 17, Schaffhausen 1940, S. 7-30.

（
12
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 52-61, S. 195; H
edinger, L

and
grafschaften und V

ogteien im
 G

ebiete des K
antons 

Schaffhausen, a.a.O
., S. 72-73; M

ax Schultheiss, Institu
tionen und Ä

m
terorganisationen der Stadt Schaffhausen 

1400-1550, Zürich 2006, S. 53-54; M
artin H

arzenm
oser/ 

T
hom

as H
arzenm

oser, Zünfte und G
esellschaften der 

Stadt Schaffhausen, Schaffhausen 1995, S. 11.

（
13
）　Ernst R

üedi, D
ie Schaffhauser Zunftverfassung 

1411/1535, in: Schaffhauser Beiträge zur väterländischen 
G

eschichte 38, Schaffhausen 1961, S. 18-20; Schib, G
e

schichte der Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O
., S. 

117; Eugen C. Bürgin, Zunft zum
 R

ebleuten der Stadt 
Schaffhausen, Zunftm

eister 1971/77, S. 11.

（
14
）　Elisabeth Breiter, D

ie Schaffhauser Stadtschreiber, 
D

as A
m

t und seine T
räger von den A

nfängen bis 1798, 
D

iss. Zürich, W
interthur 1962, S. 10-15; Schultheiss, In

stitutionen und Ä
m

terorganisationen der Stadt Schaff
hausen 1400-1550, a.a.O

., S. 77-78.

（
15
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 118-121; Breiter, D
ie Schaffhauser 

Stadtschreiber, a.a.O
., S. 14.

（
16
）　W

ipf, R
eform

ationsgeschichte der Stadt und Land
schaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 121; Schultheiss, Institu
tionen und Ä

m
terorganisationen der Stadt Schaffhausen 

1400-1550, a.a.O
., S. 65-74.

（
17
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 119-121, S. 214; Rüedi, D
ie Schaffhauser 

Zunftverfassung 1411/1535, a.a.O
., S. 21.

（
18
）　Ebenda, S. 20-25; Schib, G

eschichte der Stadt und 
Landschaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 124.

（
19
）　D

ers., G
eschichte der Stadt Schaffhausen m

it A
nhang 

aus der E
ntw

icklung der Stahlw
erke G

eorg Fischer, a.
a.O

., S. X
X

I; ders., G
eschichte der Stadt und Landschaft 

Schaffhausen, a.a.O
., S. 197-209, S. 219-236; H

edinger, 
Landgrafschaften und V

ogteien im
 G

ebiete des K
antons 

Schaffhausen, a.a.O
., S. 225; O

liver Landolt, D
er Finanz

haushalt der Stadt Schaffhausen im
 Spätm

ittelalter

（V
ortäge und Forschungen Band  48

）, O
stfildern 2004, S. 

21.

（
20
）　Jakob W

ipf, Zw
inglis Beziehungen zu Schaffhausen, 

in: Zw
ingliana 5, N

r.  1 （1929

）, S. 15.
（
21
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 65-67, S. 78-87, S. 148, S. 188; K
arl 

Schm
ucki, Steuern und Staatsfinanzen. D

ie bürgerlichen 
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一

V
erm

ögenssteuer in Schaffhausen im
 16. und 17. 

Jahrhundert, Zürich 1988, S. 170-171, S. 198-202, S. 313.
（
22
）　Gottfried W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, 

eine rechtshistorische Studie, in: Beiträge zur väterlän
dischen G

eschichte 8, Schaffhausen 1906, S. I.

（
23
）　Schudel, D

er G
rundbesitz des K

losters A
llerheiligen 

in Schaffhausen, a.a.O
., S. 1-164; K

arl O
tto M

üller, D
er 

Güterbesitz des K
losters A

llerheiligen in Schw
aben, in: 

Zeitschrift für W
ürttem

bergische L
andesgeschichte  16 

（1957

）, S. 95-111; A
dolf Layer, M

ittelalterliche Besitzun
gen des K

losters A
llerheiligen in Schaffhausen 

（Schw
eiz

） im
 Bistum

 A
ugsburg, in: Jahrbuch für A

ugs
burger Bistum

sgeschichte  4 

（1970
）, S. 127-132.

な
お
、
寄

進
に
関
わ
る
史
料
はtraditiones
と
呼
ば
れ
て
い
た
。V

gl. 
T

hom
as H

ildbrand, H
errschaft, Schrift und G

edächtnis. 
D

as K
loster A

llerheiligen und sein U
m

gang m
it W

issen 
in W

irtschaft,R
echt und A

rchiv 

（11.-16. Jahrhundert

）, 
Zürich 1996, S. 118.

（
24
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 7; 
Elisabeth Schudel, A

llerheiligen in Schaffhausen, in: H
el

vetia Sacra, A
bt. III: D

ie O
rden m

it Benediktinerregel, 
Bd. 1, 3.T

eil, Bern 1986, S. 1491-1494; dies., D
er G

rund
besitz des K

losters A
llerheiligen in Schaffhausen, a.a.O

., S. 
8, S. 12, S. 46, S. 86-89; Gottfried Boesch, D

er Grundbe
sitz des K

losters A
llerheiligen im

 Luzernbiet, in: Schaff
hauser B

eiträge zur väterländischen G
eschichte 21, 

Schaffhausen 1944, S. 55-65. 

聖
ヨ
ハ
ネ
教
区
教
会
が
ア
ラ
ー

ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
た
の
は
、
一
三
世

紀
中
頃
の
こ
と
で
あ
る
。V

gl. Carl A
ugust Bächtold, G

e
schichte der P

farrpfründen im
 K

anton Schaffhausen, 
Schaffhausen 1882, S. 10-11.

（
25
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 25, S. 43-48, S. 160, S. 195; H
edinger, 

Landgrafschaften und V
ogteien im

 G
ebiete des K

antons 
Schaffhausen, a.a.O

., S. 196-197, S. 219-221; Schudel, A
l

lerheiligen in Schaffhausen, a.a.O
., S. 1498; W

alter, Schaff
hausen und A

llerheiligen, a.a.O
., S. 8-9.

（
26
）　Schudel, A

llerheiligen in Schaffhausen, a.a.O
., S. 1499; 

dies., D
er G

rundbesitz des K
losters A

llerheiligen in 
Schaffhausen, a.a.O

., S. 11, S. 25-29, S. 34-42, S. 92-96, S. 
148-150; Boesch, D

er Grundbesitz des K
losters A

llerhei
ligen im

 Luzernbiet, a.a.O
., S. 60; M

argot Clausen, Struk
turw

andel und bäuerliche O
rganisationsform

en am
 

Beispiel des K
losters A

llerheiligen im
 15. Jahrhundert, 

in: T
hom

as M
eier/ Roger Sablonier

（H
gg.

）, W
irtschaft 

und H
errschaft. Beiträge zur ländlichen G

esellschaft in 
der östlichen Schw

eiz （1200-1800

）, Zürich 1999, S. 90, S. 
96-99. 

（
27
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 9. 

な

お
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
長
の
選
出
権
は
、
長
い
間
シ
ャ
フ

ハ
ウ
ゼ
ン
の
都
市
門
閥
の
影
響
下
に
あ
り
、
そ
の
運
営
も
彼
ら
の

意
向
に
よ
っ
て
強
く
左
右
さ
れ
て
い
た
。V

gl. H
ildbrand, 
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H
errschaft, Schrift und G

edächtnis, a.a.O
., S. 204.

（
28
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 10; 
Schudel, A

llerheiligen in Schaffhausen, a.a.O
., S. 1497-

1500. 
な
お
、

 
1 M

aß

の
分
量
は
時
代
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
で
は1.25 Liter

で
あ
っ
た
時
期
も
、1.67 

Liter
と
み
な
さ
れ
た
時
代
も
あ
る
。V

gl. Bürgin, Zunft zum
 

R
ebleuten der Stadt Schaffhausen, a.a.O

., S. 1-2; A
lbert 

Steinegger, G
eschichte des W

einbaus im
 K

anton Schaff
hausen, N

euhausen am
 Rheinfall 1963, S. 178.

（
29
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 11-
12.

（
30
）　

 
1 V

iertel

の
分
量
は
、
こ
の
地
域
で
は
ほ
ぼ22.7 Liter

で
あ

っ
た
が
、
時
代
に
よ
っ
て
は13.36 Liter

と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

V
gl. Bürgin, Zunft zum

 R
ebleuten der Stadt Schaffhau

sen, a.a.O
., S. 1-2; Steinegger, G

eschichte des W
einbaus 

im
 K

anton Schaffhausen, a.a.O
., S. 178.

（
31
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 12-
13.

（
32
）　Ebenda, S. 13.

（
33
）　Schudel, D

er G
rundbesitz des K

losters A
llerheiligen 

in Schaffhausen, a.a.O
., S. 7; H

ildbrand, H
errschaft, 

Schrift und G
edächtnis, a.a.O

., S. 215; W
alter, Schaffhau

sen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 14-15.

（
34
）　Ebenda, S. 15-16; Schudel, A

llerheiligen in Schaffhau
sen, a.a.O

., S. 1496, S. 1502; dies., D
er G

rundbesitz des 
K

losters A
llerheiligen in Schaffhausen, a.a.O

., S. 86-89.

（
35
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 16-
17; Schudel, A

llerheiligen in Schaffhausen, a.a.O
., S. 1531.

（
36
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 1; 
Schudel, D

er G
rundbesitz des K

losters A
llerheiligen in 

Schaffhausen, a.a.O
., S. 13-14.

（
37
）　Reinhard Frauenfelder, D

ie rechtliche Stellung des 
Benediktinerinnenklosters St.A

gnes zur A
btei A

llerheili
gen in Schaffhausen, in: Festschrift K

arl Schib zum
 sieb

zigsten G
eburtstag am

 7. Septem
ber 1968 

（Schaffhauser 
Beiträge zur väterländischen G

eschichte 45, Schaffhausen 
1968

）, S. 160-172.

（
38
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 2-4; 
Frauenfelder, St. A

gnes in Schaffhausen, a.a.O
., S. 1942.

（
39
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 6-7. 

こ
の
抗
議
書
に
は
三
つ
の
版
が
あ
り
、
以
下
の
箇
所
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
が
、
筆
者
未
見
で
あ
る
。Staatsarhiv Schaffhausen, 

U
rkunden, 3114/I-III. V

gl. H
ildbrand, H

errschaft, Schrift 
und G

edächtnis, a.a.O
., S. 319.

（
40
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 18-
64.

（
41
）　

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
は
、
敵
対
勢
力
に
対
し
て
権
益
を

主
張
す
る
た
め
に
、
時
代
の
状
況
に
応
じ
て
ハ
イ
ン
リ
ヒ
五
世
の

特
許
状
を
偽
造
し
た
。
そ
の
偽
造
さ
れ
た
こ
の
特
許
状
に
は
、
長

文
の
も
の
と
短
文
の
も
の
の
二
種
類
が
あ
り
、
以
下
の
箇
所
に
所

蔵
さ
れ
、
さ
ら
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
。Staatsarhiv Schaffhau

sen, U
rkunden, 49/I-II. V

gl. Baum
ann/ K

nonau/ K
iem
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（H
gg.

）, D
ie ältesten U

rkunden von A
llerheiligen in 

Schaffhausen, R
heinau und M

uri, a.a.O
., S. 77-83; H

ild
brand, H

errschaft, Schrift und G
edächtnis, a.a.O

., S. 439-
440; ders., „U

nd uff dise fryhait begert ain herr von 
Schauffhusen lútterung.

“ D
as gefälschte Privileg von 

H
einrich V

. und das K
loster A

llerheiligen in Schaffhau
sen, in: Schaffhauser Beiträge zur G

eschichte 72, Schaff
hausen 1995, S. 7-22.

（
42
）　W

alter, Schaffhausen und A
llerheiligen, a.a.O

., S. 65-
67.

（
43
）　Ebenda, S. 67.

（
44
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 257.

（
45
）　

ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
市
の
宗
教
改
革
者
ヴ
ァ
デ
ィ
ア
ン
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
箇
所
を
参
照
。
Ｆ
・
ビ
ュ
ッ
サ
ー
／
森
田
安
一
訳

『
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
人
と
神
学
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、

一
六
四
頁
）。

（
46
）　W

A
 Bd. V

II, S. 621-688. 

こ
の
著
作
の
邦
訳
は
、『
ル
タ
ー

著
作
集
第
一
集
三
』（
聖
文
舎
、
一
九
六
九
年
、
三
五
五
～
四
九
七

頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）　Jakob W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, der letze A

bt des 
K

losters A
llerheiligen und die A

nfänge der Reform
ation 

in Schaffhausen, in: Zw
ingliana 4, N

r.  5 

（1923

）, N
r. 1, S. 

138-140. 

（
48
）　

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
出
身
の
ガ
イ
ラ
ー
・
フ
ォ
ン
・
カ
イ
ザ
ー
ス

ベ
ル
ク
は
、
宗
教
改
革
の
先
駆
者
と
い
う
よ
り
も
、
一
五
世
紀
の

教
会
改
革
運
動
の
代
表
者
と
し
て
理
解
す
る
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

V
gl. H

istorisches L
exikon der Schw

eiz B
and 5, Basel 

2005, S. 157. 

（
49
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 258.

（
50
）　Bryner, D

ie Reform
ation in Schaffhausen, in: Bur

nett/ Cam
pi 

（H
gg.

）, D
ie schw

eizerische R
eform

ation, 
a.a.O

., S. 228.

（
51
）　Bryner, D

ie Reform
ation in Schaffhausen und ihre 

Besonderheiten, a.a.O
., S. 80-81; Schib, G

eschichte der 
Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 258; W
ipf, 

M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  5 

（1923

）, N
r. 

1, a.a.O
., S. 141.

（
52
）　K

arl Schib 

（H
g.

）, H
ans Stockars Jerusalem

fahrt 1519 
und Chronik 1520-1529, in: Q

uellen zur Schw
eizer G

e
schichte, 1. A

bt., Bd. 4, Basel 1949, S. 73; W
ipf, R

eform
a

tionsgeschichte der Stadt und Landschaft Schaffhausen, 
a.a.O

., S. 124.

（
53
）　Ebenda, S. 126-128, S. 197-198, S. 224, S. 246-247.

（
54
）　

ホ
フ
マ
イ
タ
ー
の
生
ま
れ
た
年
に
関
し
て
、
旧
来
の
一
四
七
六

年
説
は
最
近
否
定
さ
れ
て
い
る
。V

gl. Bryner, D
ie Reform

a
tion in Schaffhausen, in: Burnett/ Cam

pi 

（H
gg.

）, D
ie 

schw
eizerische R

eform
ation, a.a.O

., S. 228.
（
55
）　V

gl. E
ncyclopedia of the R

enaissance vol. 3, N
ew

 
Y

ork 1999, pp. 396-397.

（
56
）　W

ipf, R
eform

ationsgeschichte der Stadt und Land
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schaft Schaffhausen, a.a.O
., S. 101-110; Schib, G

eschichte 
der Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 260; 
Bryner, D

ie Reform
ation in Schaffhausen und ihre Be

sonderheiten, a.a.O
., S. 89.

（
57
）　

ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
親
友
で
あ
る
ミ
コ
ニ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
次
の

箇
所
を
参
照
。
ビ
ュ
ッ
サ
ー
、
前
掲
『
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
人
と
神

学
』、
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

（
58
）　

ホ
フ
マ
イ
ス
タ
ー
関
連
の
史
料
は
、
以
下
の
箇
所
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。H

ans Joachim
 K

öhler/ H
ildegard H

ebenstreit 
W

ilfert/ Christoph W
eism

ann 

（H
gg.

）, Flugschriften des 
frühen 16. Jahrhunderts 

（M
icroform

）, Zug 1978-, 

（₁

）

N
r. 406, Fiche N

r.  147 

（1978
）, （₂

）Nr. 858, Fiche N
r.  296 

（1979

）=N
r. 1591, Fiche N

r.  616 
（1981

）, （₃

）Nr. 1842, 
Fiche N

r.  725

（1981

）; Em
il Egli/ Georg Finsler/ W

al
ther K

öhler 

（H
gg.

）, H
uldreich Zw

inglis Säm
tliche 

W
erke B

and  7 

（C
orpus R

eform
atorum

 V
ol. X

C
IV

）, 
Leipzig 1911, S. 350-351; ebenda, Band 8, S. 62-63.

（
59
）　W

ipf, R
eform

ationsgeschichte der Stadt und Land
schaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 127.

（
60
）　Bryner, D

ie Reform
ation in Schaffhausen, in: Bur

nett/ Cam
pi 

（H
gg.

）, D
ie schw

eizerische R
eform

ation, 
a.a.O

., S. 229-230.

（
61
）　W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  6 

（1923

）, N
r. 2, a.a.O

., S. 169.

（
62
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 263; W
ipf, R

eform
ationsgeschichte der 

Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O
., S. 29, S. 65, S. 

125-126; ders., M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, 
N

r.  6 （1923

）, N
r. 2, a.a.O

., S. 168-169.

（
63
）　D

ers., R
eform

ationsgeschichte der Stadt und Land
schaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 128; Schib, G
eschichte der 

Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O
., S. 260-261.

（
64
）　

な
お
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
の
『
六
七
箇
条
』
の
原
典
と
そ
の
邦
訳
は
、

次
の
箇
所
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。H

uldreich Zw
inglis Säm

t
liche W

erke Band 1, a.a.O
., S. 458-465; 

『
宗
教
改
革
著
作
集

五　

ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
と
そ
の
周
辺
一
』（
教
文
館
、
一
九
八
四
年
、

九
～
一
八
頁
）。

（
65
）　W

ipf, R
eform

ationsgeschichte der Stadt und Land
schaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 128; Schib, G
eschichte der 

Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O
., S. 260; Rudolf 

Pfister, K
irchengeschichte der Schw

eiz 2. Band: V
on der 

R
eform

ation bis zum
 zw

eiten V
illm

erger K
rieg, Zürich 

1974, S. 33. 

（
66
）　Bryner, D

ie Reform
ation in Schaffhausen, in: Bur

nett/ Cam
pi 

（H
gg.

）, D
ie schw

eizerische R
eform

ation, 
a.a.O

., S. 230.

（
67
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 261.
（
68
）　D

ers. 

（H
g.

）, H
ans Stockars Jerusalem

fahrt 1519 und 
Chronik 1520-1529, a.a.O

., S. 89.

（
69
）　W

ipf, R
eform

ationsgeschichte der Stadt und Land
schaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 131, S. 134-135. 

こ
の
時
期
の



一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

一
〇
七　
（
三
七
五

シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
聖
書
主
義
の
導
入
可
能
性
を
示
唆
し

た
の
は
、
エ
グ
リ
の
研
究
で
あ
る
。Em

il Egli, Zur Ein
führung des Schriftprinzips in der Schw

eiz, in: Zw
ingli

ana 1, N
r.  13 （1903

）, S. 335-339. 

（
70
）　H

uldreich Zw
inglis Säm

tliche W
erke Band 8, a.a.O

., 
S. 62-63. 

そ
の
現
代
ド
イ
ツ
語
訳
は
以
下
の
箇
所
に
あ
る
。

Jakob W
ipf, Zw

inglis Beziehungen zu Schaffhausen, in: 
Zw

ingliana 5, N
r.  1 

（1929

）, S. 19. V
gl. Bryner, D

ie Refor
m

ation in Schaffhausen, in: Burnett/ Cam
pi 

（H
gg.

）, D
ie 

schw
eizerische R

eform
ation, a.a.O

., S. 230.

（
71
）　W

ipf, R
eform

ationsgeschichte der Stadt und Land
schaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 138; Schib, G
eschichte der 

Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O
., S. 261; Pfister, 

K
irchengeschichte der Schw

eiz 2. Band, a.a.O
., S. 34.

（
72
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 261-262.

（
73
）　Ebenda, S. 263-264.

（
74
）　W

ipf, R
eform

ationsgeschichte der Stadt und Land
schaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 145-146.

（
75
）　Beat von Scarpatetti, M

ichael E
ggenstorfer, in: 

Schaffhauser Beiträge zur G
eschichte 58, Schaffhausen 

1981, S. 50-51; Reinhard Frauenfelder, Bericht über die 
W

ahl des letzten A
bts des Benediktinerklosters A

ller
heiligen zu Schaffhausen vom

 4. Septem
ber 1501, in: 

Zeitschrift für Schw
eizerische K

irchengeschichte  40 

（1946

）, S. 127-132.

（
76
）　W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  4 

（1922

）, N
r. 2, a.a.O

., S. 101-102. 

（
77
）　Ebenda, S. 102-110.

（
78
）　Schib, G

eschichte der Stadt und Landschaft Schaff
hausen, a.a.O

., S. 248-249; H
erzog, D

ie Bauernunruhen 
im

 Schaffhauser G
ebiet 1524/1525, a.a.O

., S. 14-15; Scar
patetti, M

ichael Eggenstorfer, a.a.O
., S. 50-51.

（
79
）　W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  5 

（1923

）, N
r.1, a.a.O

., S. 128-132. 

な
お
タ
ウ
ラ
ー
の
著
作
の
邦

訳
に
つ
い
て
は
、
オ
イ
ゲ
ン
・
ル
カ
編
／
橋
本
裕
明
訳
『
タ
ウ

ラ
ー
全
説
教
集
：
中
世
ド
イ
ツ
神
秘
主
義　

全
四
巻
』（
行
路
社
、

一
九
八
九
～
一
九
九
九
年
）
を
参
照
。

（
80
）　W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  5 

（1923

）, N
r. 1, S. 132-133. 

以
下
の
箇
所
に
エ
ゲ
ン
ス
ト
ル
フ

ァ
ー
に
関
連
し
た
手
紙
の
中
で
、
三
つ
の
原
典
史
料
（
本
文
の
①

②
④
の
史
料
）
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。Staatsarchiv Schaffhau

sen, K
irche E I 1.

（
81
）　

例
え
ば
、
フ
ァ
ブ
リ
テ
ィ
ウ
ス
が
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
に
送
っ
た
手

紙
が
史
料
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。V

gl. H
uldreich Zw

inglis 
Säm

tliche W
erke Band 7, a.a.O

., S. 84-86, S. 436-438.

（
82
）　W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  5 

（1923

）, N
r. 1, a.a.O

., S. 135-138; Scarpatetti, M
ichael 

Eggenstorfer, a.a.O
., S. 52.

（
83
）　H

uldreich Zw
inglis Säm

tliche W
erke Band 2, a.a.O

., 
S. 764.

（
84
）　W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  6 
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（1923

）, N
r. 2, a.a.O

., S. 163, S. 167.
（
85
）　Ebenda, Bd.4, N

r.  5 

（1923

）, N
r. 1, S. 141-142; ebenda, 

Bd. 4, N
r.  6 

（1923

）, N
r. 2, S. 168. 

バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
フ
ー
プ

マ
イ
ア
は
、
南
ド
イ
ツ
の
ヴ
ァ
ル
ツ
フ
ー
ト
な
ど
で
活
動
し
た
初

期
再
洗
礼
派
の
重
要
な
指
導
者
で
あ
る
。
フ
ー
プ
マ
イ
ア
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
公
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
ル
ツ
フ
ー
ト
か
ら
追
わ
れ
、

亡
命
生
活
を
送
っ
た
後
に
、
一
五
二
八
年
に
処
刑
さ
れ
た
。
彼
の

著
作
は
多
く
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
は
一
五
二
五
年
に

書
か
れ
た
『
信
仰
者
の
キ
リ
ス
ト
教
的
洗
礼
に
つ
い
て
』
が
、
以

下
の
箇
所
に
邦
訳
さ
れ
て
い
る
。『
宗
教
改
革
著
作
集
八　

再
洗
礼

派
』（
教
文
館
、
一
九
九
二
年
、
七
～
六
六
頁
）。

（
86
）　

ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
を
支
持
し
た
ベ
ル
ン
の
宗
教
改
革
者
メ
ガ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
箇
所
を
参
照
。V

gl. H
istorisches 

Lexikon der Schw
eiz Band 8, a.a.O

., S. 416-417; T
he O

x
ford E

ncyclopedia of the R
eform

ation vol. 3, N
ew

 Y
ork/ 

O
xford 1996, p.41.

（
87
）　W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  6 

（1923

）, N
r. 2, a.a.O

., S. 169-171; Scarpatetti, M
ichael 

Eggenstorfer, a.a.O
., S. 58.

（
88
）　W

ipf, M
ichael Eggenstorfer, in: Zw

ingliana 4, N
r.  4 

（1922

）, N
r. 2, a.a.O

., S. 101; ebenda Bd.  4 N
r. 6, 1923 N

r. 
2, S. 171-173; Schib, Geschichte der Stadt und Land
schaft Schaffhausen, a.a.O

., S. 258; W
ipf, Reform

ations
geschichte der Stadt und Landschaft Schaffhausen, a.a.O

., 
S. 29, S. 63-65, S. 68-70, S. 76-78, S. 95, S. 124; Scarpa
tetti, M

ichael Eggenstorfer, a.a.O
., S. 57.

（
89
）　Staatsarhiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 1. 

V
gl. Reinhard Frauenfelder, Geschichte des K

losterar
chivs von A

llerheiligen, in: Schaffhauser B
eiträge zur 

väterländischen G
eschichte 26, Schaffhausen 1949, S. 246.

（
90
）　Staatsarhiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 3.

そ

の
他
に
冊
子
体
の
形
態
を
と
る
原
本
の
清
書
の
後
代
の
写
し
が
、

以
下
の
箇
所
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。Staatsarhiv Schaffhausen, 

U
rkunden 1/4279, N

r. 5. V
gl. W

erner, D
er V

ertrag von 
1524 über die A

ufhebung des K
losters A

llerheiligen, 
a.a.O

., S. 58-79.

（
91
）　Staatsarhiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2.

（
92
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2, S. 

1; ebenda, N
r. 3, S. 1.

（
93
）　

こ
の
史
料
で
記
さ
れ
たCorpus

は
、
聖
職
者
の
老
後
生
活
用

資
産
や
養
老
年
金
を
指
す
。V

gl. Günther Franz 

（H
g.

）, D
er 

deutsche Bauernkrieg. A
ktenband, 6. A

uflage, D
arm

stadt 
1987, S. 241, S. 315, S. 416.

（
94
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2, S. 

2; ebenda, N
r. 3, S. 1-2. 

文
脈
か
ら
判
断
し
てPropst

を
「
聖

堂
参
事
会
長
」
と
訳
す
こ
と
に
す
る
。
佐
藤
朋
之
『
キ
リ
ス
ト

教
・
カ
ト
リ
ッ
ク
独
和
辞
典
』（
上
智
大
学
出
版
、
二
〇
一
六
年
、

三
二
二
頁
）
参
照
。

（
95
）　

ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
に
と
っ
て
の
自
由
の
意
味
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
箇
所
を
参
照
。Büttner, Zur frühen Ge

schichte von A
llerheiligen in Schaffhausen, a.a.O

., S. 34; 
K

arl Schib,  900 Jahre M
ünster zu A

llerheiligen, in: 



一
五
二
四
年
の
シ
ャ
フ
ハ
ウ
ゼ
ン
に
お
け
る
ア
ラ
ー
ハ
イ
リ
ゲ
ン
修
道
院
の
解
散
に
つ
い
て

）

一
〇
九　
（
三
七
七

Schaffhauser Beiträge zur väterländischen G
eschichte 42, 

Schaffhausen 1965, S. 10; K
arl M

om
m

sen, O
ldradus de 

Ponte als Gutachter für das K
loster A

llerheiligen in 
Schaffhausen, in: Zeitschrift der SavignyStiftung für 
R

echtsgeschichte, K
anonistische A

bteilung  93 

（1976

）, S. 
186-188; H

ildbrand, H
errschaft, Schrift und G

edächtnis, 
a.a.O

., S. 208.

（
96
）　

原
文
はunser, bropsts und capitels verw

andten

と
な

っ
て
い
る
が
、
意
訳
し
た
。

（
97
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2, S. 

4; ebenda, N
r. 3, S. 3.

（
98
）　W

erner, D
er V

ertrag von 1524 über die A
ufhebung 

des K
losters A

llerheiligen, a.a.O
., S. 59.

（
99
）　Conrad Ziegler

は
、
市
長
を
経
験
し
たH

ans Ziegler

の

息
子
で
あ
る
。V

gl. Rudolf H
enggeler, D

ie M
önche von A

l
lerheiligen, in: Schaffhauser Beiträge zur väterländischen 
G

eschichte 19, Schaffhausen 1942, S. 51.

ま
た
、Irm

ensee

と
い
う
家
名
の
都
市
貴
族
も
存
在
す
る
。V

gl. Staatsarchiv 
Schaffhausen, Ratsprotokolle Bd.6, S. 124.

（
100
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2, S. 

5; ebenda, N
r. 3, S. 3-4.

（
101
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r.2, S. 

7-8; ebenda, N
r.3, S. 5-6.

（
102
）　

こ
の
史
料
の
文
脈
でGem

einer M
ann

は
、
ド
イ
ツ
農
民
戦

争
期
に
登
場
し
た
「
平
民
」
で
は
な
く
、
中
世
後
期
に
用
い
ら
れ

た
「
仲
裁
裁
定
者
」
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。Lexikon des 

M
ittelalters IV

, Stuttgart/ W
eim

ar 1999, S. 1213.

（
103
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2, S. 

9; ebenda, N
r. 3, S. 6.

（
104
）　Jahrzeit

は
、
死
者
ミ
サ
と
そ
れ
に
対
す
る
聖
式
謝
礼
で
あ
る
。

V
gl. Franz 

（H
g.

）, D
er deutsche Bauernkrieg. A

ktenband, 
a.a.O

., S. 414. 

（
105
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2, S. 

15-16; ebenda, N
r. 3, S. 11.

（
106
）　

 
1 Saum

は
こ
の
地
域
で
は
約

 
167 Liter

で
あ
る
。V

gl. 
Bürgin, Zunft zum

 R
ebleuten der Stadt Schaffhausen, 

a.a.O
., S. 1-2.

（
107
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2, S. 

17-19; ebenda, N
r. 3, S. 12-14.

（
108
）　

例
え
ば
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。「
第
八
に
、
私
た
ち

の
考
え
は
、
貴
族
の
団
体
（hernzunft

）
か
ら
は
、
小
市
参
事
会

に
お
い
て
二
人
よ
り
多
く
の
市
参
事
会
員
が
選
ば
れ
る
べ
き
で
は

な
く
、
し
か
も
一
つ
の
ツ
ン
フ
ト
は
他
の
ツ
ン
フ
ト
と
同
じ
立
場

に
な
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
神
の
一
致
と
愛
を
え
る
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
神
の
法
に
よ
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
、
神
的
な
決
着
に
至
る
ま
で
は
、
十
分
の
一
税
は
支
払
わ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
神
、
名
誉
、
正
義
に
反
す
る

と
み
な
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
今
後
み
な
さ
れ
る
そ
の
他
の
箇
条
が

あ
っ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
廃
棄
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。Staatsar

chiv Schaffhausen, K
orrespondenzen Bd.V

, N
r. 195.

（
109
）　

一
年
後
の
ド
イ
ツ
農
民
戦
争
に
登
場
し
た
有
名
な
『
一
二
箇

条
』
で
も
、
小
十
分
の
一
税
の
廃
棄
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。V

gl. 
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Günther Franz

（H
g.

）, Q
uellen zur G

eschichte des Bau
ernkrieges 

（A
usgew

ählte Q
uellen zur deutschen Ge

schichte der N
euzeit  2

）, R.O
ldenbourg/ M

ünchen 1963, 
S. 176.

（
110
）　Ernst Rüedi, D

as geistliche Gericht zu K
onstanz und 

seine Beziehungen zu Schaffhausen, in: Schaffhauser Bei
träge zur väterländischen G

eschichte 27, Schaffhausen 
1950, S. 94-95.

（
111
）　Staatsarchiv Schaffhausen, U

rkunden 1/4279, N
r. 2, S. 

21; ebenda, N
r. 3, S. 15.

（
112
）　

買
い
取
り
可
能
な
土
地
の
地
代
に
は
、
葡
萄
畑
の
地
代
も
含
ま

れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
メ
モ
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。

Staatsarchiv Schaffhausen, U
rkunden 1/4279, N

r. 2, S. 22; 
ebenda, N

r. 3, S. 16.

（
113
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